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緒

1882年 結 核 病 原 菌 トシテ 登 見 サ レタ ル 抗 酸 性

抗 酒 精性 沃度 嗜好 性 ノ所 謂 正 常 型 ト セ ラ ル ・

Koch菌 以 外 二染 色 上培 養 上 形 態 上 又 ハ毒 力 二

關 ス ル等 種 々 ノ異 常 型 ノ報 告 少 カ ラズ 殊 二J.

Ferran(1913-1923)拉 二A.Vaudremer(1927)

ハ結 核 ノ蔓 延 ・・Koch菌 ノ ミー ヨ リテ設 明 スル

ラ得 ズ帥Koch菌 ハ寄 生 的歌 態 二於 テ ノミ存存

シ此 ノ外 二死 物 寄 生 的 状 態 二於 テ存在 スル菌型

ア ラ ン ト考 へ、 カ ・ル見 解 ヨ リFerran(Barce-

lone)ハ 結 核 菌 テ α,β,γ,δ,εノ各型 二分類 セ ン ト

言

第入章

第九章

部 トノ關係蛇 二所 謂濃染顕粒 ノ生物學

的意義 二就 テ

所謂Sclerothrix型 結核菌 ノ生物學 的意

義 二就 テ

結 論

附圖7文 獄

試 ミタ リ。 而 シテ他 方A.Vaudremer(Paris)

・・20年 二亙 ル 實 験 ノ成 績 テ以 テ 結 核 ハ原 因 的

ニー一一ノMycoseナ リ ト結 論 セ リ.是 等 ノ設 ノ當

否 ハ暫 ク措 クモ傳 統 的Koch菌 以 外 ノ菌 型;著

目 シタ ル ハ余 ノ頗 ル興 味 ラ感 ゼ シ所 ニ シ テ余 ハ

本 來 結 核 菌 ノ植物 學 的研 究 圭 トシテ多 形 性 二就

キ研 究 中 ニ シテ今 同人 型 結 核 菌 ノ培 養 二現 ハ ル

ル所 謂Sclerothrix型 二就 テ些 カ コ ・二報 告 セ

ン トス ルモ ノナ リ。

所謂Sclerothrix型 結核 菌=關 スル歴 史概 括

本 章 二於 テ・・所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ノ 命

名 、 形 態 其 ノ褒 窺 ノ諸 條 件Koch菌 トノ關 係等

二就 テ ノ文 献 テ略 叙 シ最 後 二其 ノ生物學 的 意義

二 關 スル歴 史 テ述 ブベ シ。

第一節 命 名

所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ハBab6s(1885)之

ラ認 メRoux及 ビNocard(1887)ガPasteur

研 究 所 年 報 二初 メ テ記 載 シ、 次 デMetchnikoff

(1888)詳 細 二研 究 シ之 ア ル ガ 爲 メ結 核 菌 二Sc-

lerothrixKochiiノ 名 ラ冠 セ シ メ=次 デKlein

(1892)、Maffucci(1892)、Fischel(1893)等 之 テ

記 載 シHayoBruns(1895)formesmyc61iennes

ト名 ヅ ケGessard及 ビVaudremer(1923)ノ

所 謂formesmycobact6riennesト 構 セ シモ ノ

或 ヒバ 矢 部 拉 二其 ノ共 同 研 究 者 等(1924)ノ 毛 様

菌 様 攣 ・性 結 核 菌 及 ビF.Arloingト 其 ノ共 同 研

究 者(1925)等 ノ云 フformesmyc61iennes及 ピ

formesactinomycosiques拉 一Vaudremer

(1927)ノformesenstreptothrixト 構 セ シ モ

ノ之 一屈 ス。而 シ テ コ ・二 云 フformesactino-

mycosiquesト ハ 所 謂 穎 粒(F.Arloing,A.

Dufourt及 ビMalartre一 ヨ レバ 原 形 質 穎 粒)

ガ 、 特 二著 シ クActinomyces様 ノ モ ノニ シ テ

Ligni6res及 ピSpitz(1903)等 ニ ヨ リ テ 唱 ヘ ラ

レ タ ル 彼 ノActinophyte又 ハ 、 所 謂forme

actinophytiqueト ノ、1轟別1ス ル テ要 ス。

第二節 形態、染色及 ビ構造

形 態 ・・Koch菌 ト ノ中 間 形 ア リテ登 育 ノ時 期 二

癒 ジテ種 々 アルモ大 禮 二於 テ長 ク且 ツ太 クKoch

菌 ノ撒 倍 二及 ブモ ノ ア リ、 雨 端 又 バー 端 特 二膨

大 シ稀 ニ ハ中 央部 膨 大 シ太 鼓 ノ搬 状 、 亜鈴 状 稀

一ハ 「ラケ ット」状 等 テ呈 ス。 マ タ長 ク織 維 様 ト

ナ リ分 枝 シ著 シキ モ ノハ或 種 ノ高 級 菌 類 ノ菌 綜

檬 ラ ナ ス。 其 ノ分 枝 ハLedoux-Lebard(1898)



第2號 】 村 田=所 謂Sclerothrix(叉 ・・Streptothrix)型 結 核 菌 二就 テ 35

ガ 結 核 菌 二 於 テCladothrix最 近B.Fejginハ

Cladothrixノ 如 キ形 態 テ結 核 菌 ノVirusfiltra-

bleノ 培 養 二於 テ 見 タ リ ト報 告 ス(文 獣No.

1ユ9.p.165.)一 見 ラ ル ・假 性 分 枝 テ見 タ リ ト構

ス ル 外 、 諸 家 ノ 意 見 ハ 眞 性 分 枝 トス ル ニ ー 致

スo

染 色 ハMetchnikoff(1888)、Fischel(1893)等 ハ

抗 酸 性 ナ リ ト シ或 ハ 又 特 異 性 ナ シ トス ル モ ノ モ

ア リ テー一 致 セ ザ ル モKochヨ リ攣 形 距 離 ノ遠 ザ

カ ル ニ從 ヒ、 特 異 染 色 性 テ失 フ モ ノ ・如 シ(E .

Roman1930)。

原 形 質 ノ構 造 モ 語 家 ニ ヨ リ テ意 見 一 致 セ ズ 。 所

謂 穎 粒 ノ著 シ キ モ ノ ト穎 粒 稀 ニ シ テ分 枝 ノ ミ著

シ キ モ ノ ア リ.諸 家 ハ菌 綜 様 繊 維 二 中 隔 ナ シ ト

ス ル モF・Arloing及 ビDufourt(1926)・ ・明

カ ニ 中 隔 テ 認 メ タ リ ト記 載 セ リ。 余(1930)モ 亦

稀 ニ カ ・ル モ ノ テ 見 タ リ。'

第三節 生禮 内 二於 ケノレ所 謂

Sclerothrix型 結 核菌 二就 テ

第 一 項 自 然 感 染 結 核 二 於 テ 、Metchnikoff

(1988)、CoppenJones(1895)、Marpmann

(1897)、Craig(1891)、Weismayr(19り,9)、 柳

原(1919)、Lobstein(1922)、Guiart(1922)、 木

村(1933)等 ハ 、 喀 疾 中 一 之 ラ認 ノ タ リ。

第 二 項 實 験 的 研 究 二 於 テ 生 膿 内 一所 謂Scle-

rothrix型 結 核 菌 テ 見 タ ル ハBabさs及 ビLe-

vaditi(1897)一 シ テ 弱 毒 人 型 結 核 菌 培 養 テ家 兎

ノ磯 又 ハ 脊 髄 腔 内 二 注 射 シfoyeractinophyti-

queノ 中 心 二 之 テ見 更 二Lubarseh(1899)ハ 之

テ確 認 セ リ。Dalous(1901)・ ・鳥 型 結 核 菌 ニ テ 鳩

ノ肺 二分 枝 型 テ見 爾Ledoux-Lebard(1898)・ ・

Koch菌 テ接 種 セ ル 白 鼠 ノ肺 及 ビ脾 二 之 テ謹 シ

更 二Metalnikow(1907)ハGalleriaMelonella

二於 テ 之 テ見 タ リ.

第 四節 所 謂Sclerothrix型 結

核菌 ノ出現 スノレ諸條 件 二就 テ

諸 家 ノ意 見 ラ次 二略 述 セ ン。

第 一 項 結 核菌 種 族 二關 シテ ノ、何 等 ノ差 ナ キ モ

S.Arloing(1908)ニ ヨ レバ 同 一 條 件 二於 テ ハ鶏

結核 菌 ガ所 謂Sclerothrix型 結 染 菌 ラ生 ジ易 シ

ト云 ヘ リ。 最 近Fejgin及 ビEpstein(1932)ハ

B.C.G.ラ 種 々 ノ培 養 基 σ憺汁 馬 鈴 薯 、「グ リセ

リ ン」馬 鈴 薯 、Sauton培 養 基)二 綴 植 中Stre-

ptothrix二 攣 化 セル テ報 ゼ リ。

第 二 項 結 核 菌 ノ寄 生生 活 二最 モ近 キ榮 養 債 高

キ培 養 基 二、 血 温 培 養 初 期 二 之 ヲ 見 タ リ(Ro-

senblat(1911)ト スル モ ノア レ ドNocard及 ビ

Roud(ls87)・ ・1グ リセ リ ン」血 清 ノ薮 ケ月培 養

二之 ラ見 タ リ。 多撒 ハ 之 二讃 ス。

第 三 項 移 植 シタ ル 菌 ノ 耐 久 生活 力 ノ 實 験 中

Karwacki(1928)・ ・5年 乃 至 ユ0年 ノ陳 薔 培 養 又

ハ蒸 宣留水 中 二或 ル期 間 放 置 シタ ル モ ノ ヨ リSt-

reptothrix型 ノ純 培 養 テ得 タ リ ト述 べ、又最 近

Fejgin(1931)・ ・6ケ 月乃 至12ケ 月Petroff培

養 基 上 ノ菌 ノStreptothrix型 ノ培 養 菌 二攣 化

セル テ見 タ リ ト云 ヘ リ。

第 四 項 酸 素 ガ此 ノ型 ノ出現 二良 好 ナル影 響 テ

及 ボ ス トス ルCoPPenJones(1895)Wolbach

及 ピErnst(1903)、S.Arloing(1908)等 二反 シ

テVaudremer(1922)ハ 馬 鈴 薯 汁 中 又 ハ碗 豆 汁

中 二於 テ又Roman(19:sO)・ ・Sabouraud糖 培

養 基 ノ凝 固 水 中 二之 テ見 タ リ。

第 五 項 培 養 基 ノ性 質 二關 シテ ハWolbach及

ビErnst(1903)又 ・・Karwacki(1928)・ ・卵 黄 テ

含 メ ル榮養 佳良 ナ ル培 養 基 二之 ヲ見、 余 モ亦 卵

黄 寒 天拉 二 且esseノ 養二基 二 之 テ見 タ リ(1930)

然 ル ニVaudremer及 ビGessard(1922)ハ 「ク・

リセ リ ン」テ 含 マ ザ ル 蒸瑠 水 含 有 馬 鈴 薯或 ヒバ

貌 珀 酸 ア ンモ ニ ウ ム」 ノ ミテ 含 メ ル 培 養 基 二

Koch菌 ト共 二之 テ見 タ リ ト報 ゼ リ
。Hawthorn

(1903)・ ・S・Arloing及 ビP.Courmontノ 培

養 菌 テ 「ペ プ トン」水 二移 植後3日 ニ シテ分 枝 セ

ル菌 テ見 ル モ培 養久 シ キ ニ亙 レバ比 較 的 少 数 ト

ナ ル テ見 タ リ。 爾F.Arloing及 ビDufourt

ハ(1925)同 ジ クS .Arloing及 ビ』P.Courmont

ノ培 養 菌 テ馬 鈴 薯 汁 寒 天 二培 養 シテ 所 謂Scle 一
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rothrix型 結 核 菌 ノ著 シキ 長綜 拉 二分 枝 テ形 成

スル モ ノヲ得 タ リ。 余(1929)ハ 甘 藷 汁 寒 天等 二

於 テ之 テ見F.Arloing(1928)ノ ・蒸 鰹 水 中 二於

テ何 等 菌 形 二攣 化 ナ シ ト云 フモ、余(1929)・ ・之

テ見 ル事 ヲ得 タ リ。

Kedrowsky(1930)ハ 普 通 ノ人 参 又 ハKumbari

液 ニ テ塵 置 シタル人 参 上 二之 テ培 養 セ リ。

第 六 項 物 理 的作 用 ナ ル 高 温 ニ ヨ リテ、 所 謂

Sclerothrix型 結 核 菌 ノ 出現 ス ル ・・、 初 メ テ

Metchnikoff(1888)唱 道 シ其 ノ後 諸 家 ニ ヨ リテ

讃 明 セ ラ レMaffucci(]892)ハ 實 二囁i氏50度 二

於 テ鶏 結 核 菌 テ殆 ン ド全 部 之 二化 セ シメ タ リ。

低 温 二於 テハDixon(1889)之 テ認 メVaudre-

mer(1924-1925)、Roman(1927)マ タ室 温 二於

テ得 タ リ。

更 二高 厘i二於 テ、S.Arloing(1908)・ ・之 テ讃 明

セ リ。

第 七 項 化 學 物 質 テ培 養基 二加 ヘ テ此 ノ型 テ見

タ ル モ ノ_ハ.Fische1(]893)ガ 瑚 酸 「グ リセ リ

ン」寒 天 拉 二2%「 チ モー ル」飽 和 液 含 有 「グ リセ

リ ン」寒 天 二於 テ叉Skschivan(1900)ガ 且ankin

ノ培養 基 二鶏 結 核 菌 テ培 養 シテ之 ラ見Loebハ

(1902)2乃 至4%食 臨 拉 二G%「 グ リセ リ ン」寒

天 二結 核 菌 ラ 培 養 シテ之 テ 認 メ タ リ。 爾 、 又

Pejut及 ピRajat(1907)ハ 各 種 盤 類 含 有 培 養 基

L二 於 ケル人 型 結 核 菌 ノ形 態 ラ研 究7・ル ニ當 リ

S.Arloing及 ピP.Courmontノ 培 養 菌 ヲ用

ヒ テ4%沃 度 加 里含 有 「ペ プ トン」水上5乃 至6

代 ニ シテ著 明 ナ ル所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 テ

認 メ タ リ.同 ジクS.Arloiη9及 ピTh6vnot

(1921)ハ 「グ リセ リ ン」、「ペ プ トン」水 一Nodyme,

Samarium等 ノ 微 量 テ 加 ヘ テCultureho-

mog6neノ 菌 テ 移 植 シテ 之 テ認 ノ タ リ。 矢 部

(辰)(1923)ハ 「サボ ニ ン」味 之 素 寒 天 二綴 植 シテ

鮮 カ ナル此 ノ型 テ分 離 シ タ リ。

第 八項Dorsetハ(1901・-1902)Streptothrixニ

ヨ リ汚染 セ ラ レタル肉 汁 二於 テ人 型 結 核 菌 ノ所

謂Sclerothrix型 テ見 タ リ ト云 ヒVaudremer

拉 二 其 ノ共 同研 究 者(1927)ハAspergillusfu一

○

migatusFresenius培 養 濾 過 液 二結 核 菌 テ移 植

シテ之 ラ見 直 二穎 粒 二攣 化 スル トナ セ リ。

第 九項F・ntes一 ヨ リテ 唱 一 ラ レ タノレ濾 過 性

結 核Virusノ 培 養 ヨ リ所 謂Sclerothrix型 結

核 菌 ノ出現 ス ル テ認 メ タル モ ノテ次 二述 べ ン。

Vaudremer(1922)・ ・前述 ノ 姐 ク 結 核 菌 ノ馬 鈴

薯 汁 中培 養 ラChamberlandL・,一 テ 濾 過 後 同

ジ培 養 基 二於 テー種 特 異 ノ此 ノ型 テ見 タ リ・次

デSepPili及 ビRavasini(1929)へ 結 核 菌 ノ

Berkefeld濾 過 液 ノ培 養 ニ ヨ リ所 謂Sclerothrix

型 結 核 菌 ヲ見又 最 近Fejgin(1928-1933)ハ 種 々

ノ濾 過(Berkefeld)結 核Virus(人 型 、 牛 型 、鳥

型 、 結 核Ilth臓器 等)ヲ 「グ リセ リ ン」加Vaudre-

mer馬 鈴 薯 汁 又 ハ 其 ノ 他 ノ 培 養 基 二移 植 シテ

所 謂Streptothrix型 結 核 菌 テ得 タ リ ト報 ぜ リ。

第五節 所 謂Sclerothrix型 結

核菌 ノColonieノ 形態 蛇 二性 状

諸 家 ノ意 見 一 致 セザ ル モ液 膿 培 養 二於 テ表 面 二

膜 歌 テ呈 ス ル コ トテ得 ル モ亦深 部 二塊1伏 二畿 育

ス ル テ得 。

固形 培 養 基 上 一 テ・・Fischel(18～)3)ハ 乾 燥 ニ シ

テ滑 澤 ナ ラザ ル小 塊 歌 テナ シ癒 合 スル ラ得 ト云

フモLubarsch(]899)ハ 漁潤 膜 様iテ 累 ス トシ矢

部(1923-1924)一 ヨ レバ 菌 苔 帯 茶 褐 淡 灰 色 正 圓

形 ニ シテ周 邊 拉 二 中心 部 肥 厚 シ表 面 漁 潤 ニ シ テ

相 集 合 シ時 二縮 緬 状 ノ搬 髪 テ ナ シ時 二丘 陵 状 ニ

ナ ル テ見 ル、 爾Karwacki(]928)ハ 圓形 塊}伏 ヲ

ナ シ褐 、 黄 、 帯 赤 灰 白、 帯緑 黄 色等 種 々 ノ色 テ

呈 ス ト云 ヘ リ。 而 シテ更 二Kedrowskyハ(19・301

ハ奇 膿 ナ ル雛 髪 テ有 ス ル膜 歌 叉 ハ 表 面 鐵 髪 ラ有

ス ル小丘 状 テ呈 ス ル テ記 載 セ リ。

第 六節 所 謂Sclerothrix型 結

核 菌 トKoch菌 トノ關係

如 何 ナ ル 原 因 一 ヨ リKoch菌 ガSclerotbrix

型 結 核 菌 ニ ナ ル ヤハ前 述 ノ如 ク諸 家 ノ意 見 一 致

セザ ル モ大 膿Koch菌 ノ爽 育 二不 適 當 ト認 メ ラ

ル ・欺 態 二於 テ磯 牛 ス ル モ ノ ト云 フニー一致 ス。
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先 ヅ最 初Koch菌 ノ長 穫 ガ延 長 シ端 部 膨 大 スル

ト共 二次 第 二抗 酸 性 テ失 ヒ唯 所 謂Ziehl穎 粒 ノ

ミ抗 酸 性 テ保持 ス ル ニ止 マ ル ニ至 ル。 而 モ逡 ニ

ノ・之 モ抗 酸 性 テ失 フニ至 リカ ク シテ次 第 二所 謂

Sclerothrix型 結 核 菌 トナ リ而 シ テ分 枝 ラ形 成

ス。 分 枝 二就 テ ・・ 且ugoMiehe(1909)二 依 レ

バ 側面 ヨ リ登 芽 ス ル ハ明 カ ニ シ得 タ ル モ尖 端 ヨ

リス ル ヤ否 ヤ ラ解 決 スル能 ハズ トセ リ。 然 レ ド

モDorset(1901-1902)ハ 恐 ラ クノ、尖端 膨 大 部 二

於 ケル2個 ノ獲 芽 ニ ヨ リテY字 型 ヲ呈 ス ト圭張

ス、 故 二Dichotomieア リヤ 否 ヤハ ー致 スル

ニ至 ラズ。

要 ス ル ニ諸 家 ノ意 見 ハKoch菌 ガ直 接 此 ノ所 謂

Sclerothrix型 結 核 菌 二 攣 化 スル モ ノ ト大 禮 一

致 シ唯Karwacki(1928)ノ こ結 核 菌 ノStre-

ptothrix攣 性 ノ論 文 中 二Koch菌 直接 ノ攣 化 ニ

ア ラズ シテ非 抗 酸 性物 質 及 ビ其 ノ中 二殆 ン ド死

滅 二近 ヅ ケル短 小 ナル抗 酸 性 菌 集 團 トラ、 分 枝

セル菌 綜 網 ガ包 園 セル テ時 々 見又 殆 ン ド球 菌 ノ

如 クナ レル抗 酸 性菌 集 團 中 二菌 綜 網 ノ入 リ込 メ

ル テ見 ル ト記 セ爾或 ル時 期 二菌 二表 ハ ル ・非 抗

1酸性穎 粒 ガ此 ノ所 謂Streptothrix型 結 核 菌 ノ

出 現 ト關 係 ナ キ ヤ テ疑 ヘ リ。 余(1930)モ 亦 實 験

k所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ・・Koch菌 直 接

ノ攣 形 ノ ミ トハ思 考 シ得 ザ ル ラ以 テ ヵ ・ル攣 形

ノー 部 ハ非 抗 酸 性 「メ チー レ ン」青 嗜 好 性 物 質 二

關 係 ナ キ ヤ テ既 二記 載 シ置 キ タ リ.

翻1ツ テ マ ター 般 二此 ノ所 謂Sclerothrix型 結 核

菌 テ適 温 ニ シテ適 當 ナ ル培 養 基 二移 植 セ バ速 カ

ーKoch菌 二攣 ズル ハ略 ミ諸 家 ノ認 ム ル所 ナ ル

モ 如 何 ニ シテ愛 ズル ヤ ハ意 見 一 致 セ ズ或 ヒバ 分

枝 ノ分 離 ニ ヨル!・ナ シ或 ヒハ 菌 ノFragmenta-

tion一 ヨル トナ ス等 未 ダ観 察豊 富 ナ ラズ。

適 當 ナ ル普 通 ノ培 養 基 以 外 二F.Arloing及 ビ

Dufourt(1928)ハ 普 通 ノ水 道 水 拉 二蒸 鱈 水 中 二

於 テ菌 綜 ガ短 小 ナ ル抗 酸 陞菌 モ攣 化 スル テ見 タ

リ.余(1929)マ タ梢 、太 キ モ ノ ・Koch菌 形 二

攣 化 スル ノ時 内部 ヨ リKoch菌 化 スル ハ短 小 鮎

歌 菌 ラ呈 シ外 園 ヨ リスル ハ長 菌 ラ普通 トスル テ

屡 ζ見 テ報 告 セ リ.

第七節 結 核菌 二現 ハノレ・穎 粒

二就 テ

一般二結核菌ノ穎粒 二就 テ諸家 ノ研究 テ略述 セ

ンo

第 一 項 主 トシ テ 再 生 器 宜 ト シ テ認 メ ラ レ タ ル

穎 粒 二就 テ

a)細 菌 芽 胞 ト シ テ見 ラ レ タ ル モ ノ

Maffucci(1892)ハ 抗 酸 性 ノ 部 分 テ 以 テ 細 菌 芽

胞 二 匹 敵 ス ル モ ノ ト シ、 更 一一・・一・CoPPenJones

(1895)及 ビWherry(1913)等 ハhyperacido-

r6sistantノ 穎 粒 ラ以 テ 細 菌 芽 胞 二比 較 セ リn

Koch(1884)蛇 二FIUgge(1886)ハ 却 テ菌 ノ抗 酸

性 部 二介 在 ス ル 不 染 色 部 テ以 テ細 菌 芽 胞 二比 較

セ リ。 而 シ テ爾Gavina(1908)・ ・濃 染 穎 粒 テ以

テ 略k前 同 様 ノ モ ノ ト見 ナ セ リ.柳 原(1919)モ

ー 部 ノ穎 粒 テ以 テ芽 胞 トセ ル ガ 如 シ
.然 レ ドモ

諸 家 ハ 結 核 菌 穎 粒 ハ 細 菌 芽 胞 ノ如 キ 熱 二 封 ス ル

抵 抗 ナ キ モ ノ ト云 フ ニ ー 致 セ ル ガ 如 シ。

b)高 級 菌 類 ノ再 生 形 ト シ テ 見 ラ レ タ ル モ ノ

CoPPenJones(1895)ノ 、」比 ノ所 言胃Sclerothrix

型 結 核 菌 ノ穎 粒 ・・Mucorac6echlamydomucor

racemosus(Fresenius)ノchlamydospore二 比

シStraus(1895)及 ビNiessen(1902)・ ・結 核 菌

ヨ リ遊 離 ス ル 穎 粒 ハ 再 生 能 力 ア リ ト シFontes

(1910)ハEntomophtorac6eEmpusaMuscae

/conidies二 比 較 セ リ.爾Foulerton(1910)

・・抗 酸 性 ナ キGram陽 性 穎 粒 テ、Actinomyces

二 於 テ 温 度 ノ差 ニ ヨ リ謎 明 セ リ ト云 フconidies

ト同 意 義 テ有 ス トセ リ。Vaudremer(1927)・ ・結

核 菌 二 現 ハ ル ・穎 粒 ハ 細 菌 學 上 ノ芽 胞 ニ ハ ア ラ

ザ ル モ ー 般 植 物 學 上 ノ意 味 二 於 テ ノ再 生 能 力 ア

ル モ ノ トセ リ。

c)其 ノ他 再 生 機 能 ア ル モ ノ ト シ テ 見 ラ レ タ ル

穎 粒

Much(1909)ガ 其 ノMuchソ 穎 粒 テ 以 テ
、 粘 核

菌 再 生 能 力 ア ル モ ノ トセ リ。Fontes(191(り ハ

Muchノ 穎 粒 テ以 テ濾 過 性 結 核Virusナ ラ ン
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ト シKnol1(1910)、Sweany(1928)バ カ ・ル 穎

粒 ガ 號 芽 能 力 テ有 ス ト主 張 ス、 又Hollande及

ビMme.Hollande(1931)ハMuchノ 穎 粒 テ

以 テbiog6n6tique一 再 生 能 力 ア ル モ ト シ テ

r6nitocytenト 名 ヅ ケ タ リ.爾Minchin(1927)

Groh(19331、Lominskil1933)ハhyperacido-

r6sistant及 ビacido-r6sistantノ 穎 粒 ノ駿 芽 ス

ル テ 見 タ リ ト云 フ。

第 二 項 核 ト見 ラ レ タ ル穎 粒

Feinberg(1900》 ハRomanowski法 ニ テ菌 ノ青

色 基 質 二 赤 色 乃 至 紫 赤 色 穎 粒 テ 見 中 西(1901)・ ・

「メ チー レ ン」青 ノColorationpostvitaleニ テ

核 ヲ 染 色 シ タ リ ト構 シFontes(1910)・ ・且e1den-

hain及 ビDelafield/haematoxylinノ 染

色 一 テ核 ト同 性 質 ノ モ1テ 見 、而 モHartmann

(1911)ノpoly6nerg6tiqueノ 核 ノ全 性 質 テ有

ス!・ セ リ。 尚Kirchensteins(1922)・ ・核 ノ性 質

テ有 ス ルm6tachromatineト セ リ。 然 ル ニ

Petit(1928>ハ 所 謂Petitノ 腕 脂 腿 置 テ 行 ヒ テ

後 且eidenhain鐵haematoxylin及Safranine

ニ テ 染 ル 物 質 ハ種 々 ノ固 定 液 蚊 二種 々 ノ染 色 ニ

テKirchensteins及 ビFontesノ 云 フ ガ 如 キ

核 分 裂 様 ノ像 テ見 ル テ得 ズ 。 爾 中 西 ノ所 謂 核 ハ

m6tachromatiqueノ 穎 粒 ナ ラ ン ト云 ヘ リ。 然

レ ド モP.Vuillemin(1931)ハ 所 謂Sclerothrix

型 結 核 菌 ノ穎 粒 テCaryosomesナ ラ ン ト云 ヘ

リ。

第 三 項 其 ノ他 ノ細 胞 穎 粒 ト シ テ見 ラ レ タ ル モ

ノ

Schumowski(1899)ハ 菌 ノ頼 粒 ハ 菌 膿 ノcon-

denseシ タ ル モ ノ ト シSFengler(1905)・ ・最 少

限 度 ノ生 命 力 テ有 ス ル 菌 屑 片 ナ リ ト シBehring

(1907)バ ー 種 ノm6tachromatineナ ラ ン ト シ

Weismayr(1908)ハ 菌 膿 ノcondenseシ タ ル モ

ノ トナ シ次 デBabさs(1910)ハ 結 核 菌 ノ穎 粒 テ以

テm6tachromatine穎 粒 トナ シCalmetteハ

(1928)結 核 菌 二現 ハ ル ・Much穎 粒 ハLipoide

ノ性 質 テ 有 ス ル 原 形 質 穎 粒 二 外 ナ ラ ズ ト シ、

Hollande及 ビCr6mieux(1928)ハLipoide様

貯 蓄 物 質 ナ ラ ン モm6tachromatine穎 粒 ニ ア

ラズ トセ リ。Roman(1930)ハm6tachromatine

穎 粒 ニ シテappareilvacuolaire二 属 スベ キ モ

ノナ ラ ン1・考 ヘ タ リ。 百 瀬(1923)ハMuchノ

頼 粒 ハ菌 ノStroma内 ノ蝋 様物 質 ノ 凝 集 シタ

ル モ ノ トナ ス。

尚加 フル ニM.C.Kahn及 ビJ.C.Torrey

(1928-'29)ハ 結 核 菌 ガ其 ノ登 育 過 程 中穎 粒 トナ

リ更 二結 核 菌 テ構 成 スル ニ至 ル モ ノ トセ リ然 ル

ニOerskov(1932)ハ ヵ ・ル 事 ハ 退 行 攣1生 ト見

ナ スベ キモ ノ ト主張 ス。

以 上果 シテ諸 家 ノ稻ス ル頼 粒 ガ同 一物 テ示 スモ

ノナ リ ヤ、 又 ハ同 一 物 トス"モ 其 ノ本 態 ハ何 物

ナ リヤ、 或 ヒバ 生 物 ナ リャ 死物 ナ リヤ、 爾 又

Koch菌 二現 ハ ル ・穎 粒 ト所 謂Sclerothrix型

結 核 菌 ノ頼 粒 トハ同 一物 ナ リヤ蹄 一 スル所 ナ キ

ガ如 シ。 故 二其 ノ牛物 學 的 意 義 モ亦 甚 ダ不 明 ナ

リ。

第 八節 所 謂Sclerothrix型 結

核 菌 ノ生 物學 的意 義 二關 シ テ

Metchnikoff(1888)ハformeinvolutive一 屡

ス ル モ ソ ノ分 枝 ノ括 レニ ヨ リ テ登 育 分 離 ス ル モ

ノナ ラ ン ト シ軍 ナ ル 退 行 型 ナ ラ ズ1・ シMigula

(189s-1900)Minder(1916)等 ハ 退 行 型 トナ シ殊

二Migula(1898-1900)ハ 瀕 死 性 退 行 性 トナ セ

リ。

Maffucci(1892>、CoPPenJones(1895)等 ハ 嚢

育 型1・ ナ シ殊 二Fischel(1S93)・ ・其 ノ尖 端 膨 大

部 テh● ス ル モ ノ ハConidieノ ヨミグ充 分 畿 育 セ

ザ ル モ ノ ナ ラ ザ ル ヤ テ疑 ヒ繁 殖 二 關 係 ア ル登 育

期 ト シ而 モsaprophytismeナ ラ ザ ル ヤ テ疑 ヘ

リ。H.Brun3(1895)、Gotschlich(1903)、

Guiart(1922)等 モ 亦 畿 育 型 ナ リ ト シ殊 二H.

Bruns及 ビGuiartハsaprophytismeノ 型 ト

セ ル モ 且ugoMiehe(1909)ハsaprophytistne

二 反 封 ス。Kirchenstein9(1922)ハatavismeト

見 ナ シ 矢 部(辰)並 二 其 ノ共 同 研 究 者(1924)ハ

atavisme一 シ テ 且 ツsapropbytismeノ 型 ナ

σ
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ラ ザ ル ヤ テ疑 ヘ リ。Karwacki(1929)及 ビKe-

drowsky(1930)等 モ亦atavismeノ 型 ト見 ナ ス

ガ 如 シ。 爾Vaudremer(1927)ハsaprophyti-

smeノ ー 種 ナ ラ ン モ 高 級 菌 類 ノ 装 育 過 程 二於

ケ ル ー 時 期 ノ 型 ナ ラ ン トセ リ。 最 近Fejgin

實

(1931)モ 亦 或 ル鮎 二於 テVaudremerト 意 見 テ

同 ジ クス ル モ ノ ・如 シ。

以 上 ノ如 ク所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ノ生物 學

的 意 義 二關 ス ル諸 家 ノ設 未 ダ定 設 ナ ル モ ノテ見

ズ。

験

第一章 各 種培養 基;於 ケ ル所謂Sclerothrix型 結核 菌 出現

拉 ニー般 所見 二就 テ

余 ハ先 ヅ如 何 ナル時 叉 ハ如 何 ナ ル培 養 基 二所 謂

Sclerothrix型 結 核 菌 ガ 出現 ス ル ヤ テ見 ン トシ

テ各 種 培 養 基 二移 植 シタ リ。

第一節 實験菌株

菌 株 ハ全 部 人 型 結 核 菌 ニ シテ、 十 一株 長 峯、 高

島 、 金 澤 、 瀬 川 、 岡 野(竹 尾 研 究 所 保 存 株 テ 分

與 セ ラ レシ菌 株)、 肋 膜 炎W、 肋 膜 炎P、 關 節

株 、 拶 膜 炎A、 磯 膜 炎B・SA,ナ リ。 岡野 菌 テ

除 キ他 ハ分 離 當 時 「モ ル モット」叉 ハ家 兎、 幼 鶏

二接 種 シ人 型 結 核 菌 ナ ル事 テ決 定 シタル モ ノナ

リ^

第二節 實験方法

第 一項 標 本 固定 拉 二染 色

標 本 固 定 ハ 「アル コー ル」、 「エー テ ル」等分 叉 ハ

「メ チー ル・アル コー ル」或 ヒバ2%「 フェロ シ,ン 」

加 里 「フ、ル マ リ ン」及 ビ「フ。ル マ リ ン」蒸 氣 、 時

二全 氣 乾 燥 叉 ハ加 温 ノ ミニ テ行 ヘ リ。

染 色 ハ 主 トシテZiehl-Neelsen染 色 又 ハZiehl-

Gabbet及 ビGram並 二Much或 ヒ・・Spen-

glerFont6s,WeiB,Gas五s及 ビTelemannノ

諸 法 テ用 ピ タ リ。 外 二芽 胞 染 色 ラ行 ～ リ(染 色

二就 テ ハ穎 粒 ノ章 参 照) 。

第 二項 無 染 色 標 本 検 査

前 項 固定 染 色 検 査 ト同時 二無 染 色 標 本 検 査 テ行

ヘ リ。

第 三項 培 養 基

1)普 通 一 般 二結 核 菌培 養 二用 ヒ ラル ・モ ノテ

避 ケ榮 養 良 好 ナ ラザ ル モ ノテ使 用 セ リ、 而 シテ

Ph.ハ 補 正 セ ズ シテ 自然 ノ儘 テ用 ピ タ リ。

主 ナ ル モ ノハ 普 通 「ペ プ トン」含 有 「ブ イ ヨ ン」

(「グ リセ リ ン」テ含 マ ズ)、馬 鈴 薯 汁(Ph.7,2)、

甘 藷 汁 、人 参 切 片(0.85%食 盤 水 及 ビ蒸鯉 水)、

甘藷 切片 くO.86%食 盤 水)、馬 鈴 薯 切片(蒸 鯉 水)、

午 芽 切 片(0.85%食 盤 水)、 山 芋(自 然 薯)切 片

(0.85%食 盤 水)、 及 ビ硫 酸 「マ グ 子 シア」0.5、

硫 酸 「ア ンモ ニ ウ ム」0.5、 絢 構 酸 「ナ トリ ウム」

0.5、 食臨0・1%寒 天 及 ビ5%「 デ キ ス トロー

ゼ」寒 天(肉 汁 「ペ プ トン」テ含 マ ズ)及 ビSabou-

raud「 マ ル トー ゼ」寒 天等 ナ リ。

植物 切片 ハ120度10分 間24時 間 テ ヘ グ テ ・2

同 滅 菌 テ施 ス。

2)藥 品 、其 ノ他 ノモ ノヲ附 加 セル培 養 基 、

5%牛 脆 汁1

4%沃 度 加 里1附 加2%「 グ リセ リン」卵 黄 寒 天

此 ノ培養 基 ハ培 養 面 時 二ZF滑 テ鋏 キ タル ヲ以 テ

「グ リセ リ ン」テ除 キ タル モ ノテ代 用 セ ル コ トア

リ.

2乃 至3%沃 度 加里 水 含 有 馬 鈴 薯切 片 拉 二人 参

切 片(該 溶 液 二1時 間 浸 漬 後 其 液 切 片 テ 幾分 浸

ス程 度 二 入 ル)。

3乃 至5%「 エ チー ル ・ア ル コー ル」1

0.85%食 盤 水1附 加 馬 鈴

薯 切 片 蛇 二 人参 切片(製 法 上 記 ト同 ジ)。

所 謂Kumbari液 、(Kumbari;且ygiらneetSa-

nitarie,1910,No.1(enRussie)
、cit6par

Kedrowsky・P・905.(文 獣No.43)) 。(3%「 ア



40● 村 田=所 謂Sclerothrix(叉 ・・Streptothrix)型 結核 菌 二就 テ 【第12巻

ル コー ル」6%「 グ リセ リン」水 「ア ンモ ニ ア」ニ

テ 「ア ル カ リ」性 テ 幾 分 張 ク ス。 余 ハo.1乃 至

0.5%「 ア ンモ ニ ァ」テ入 レタ リ)附 加 馬 鈴 薯 拉 二

甘 藷 切 片(製 法 上記 ト同 ジ故 二Sclerothrixノ

法 トハ 梢 支異 ル所 ア リ)。

其 ノ他 前記 ト幾 分 異 レル種 々 ノ培 養 基 テ用 ヒ タ・

ル モ必要 二慮 ジテ之 テ記 サ ン。

第 四 項 前 記 培 養 、基二移 植 直前 ノ培 養

基 拉 二菌 形 二就 テ

1)卵 黄 寒 天(2%「 グ リ セ リンJ加 又 ハ輩 純)5

%兎 血液 寒 天 二1週 間 乃 至2週 間培 養 ノモ ノー

シテ菌 形 整 、Sclerothrix型 混 セザ ル コ トラ注

意 セ リ。

2)各 種 培 養 基 ノ陳 菖 培 養(3乃 至3ケ 年)ヨ リ

移 植 セ ル モ ノニ シテ菌 形 不 整 ニ シ テ多形 ナ リ勿

論Sclerothrix型 混 在 ス。

第 五 項 培 養 方 法

1)温 度37度 乃 至38度 テ以 テ シ 時 二室 温 一

放 置 セ シモ ノモ ア リ。 特 二38度 以 上 二 上 ル ラ

警 戒 セ リ(培養 ノ度 毎 二卵黄 寒 天 叉 ハ2%「 グ リ

セ リ ン」寒 天 二移 植 封 照 トセ リ)。

2)培 養 期 間 長 キハ5ケ 年 短 キ ハ1週 間 前後

其 ノ間 時 々菌 形 態 テ見 同種 又 ハ他 種 培 養 基 二移

植 セ リ。

3)液 膿 培 養 ハ振 温 スル コ トナ ク液 中拉 二液 表

面 二培 養 セ リ。

第三節 一般所見拉 二小括

第 一 項 榮 養 良 好 ナ ラザ ル培 養 基 二於

ケ ル所 見拉 二小 括

1)普 通 「ペ プ トン」含 有 肉汁 培 養

一般 二登 育 緩 徐 ナ ル モ長 峯 株 金 澤 株 表 面 培 養 ハ

6乃 至7ケ 月 ニ シテ 普通 「グ リセ リ ン」加 肉汁 ノ

如 ク全 表面 テ被 ヒ、 管 壁 二上 リ登 育 スル テ見 タ

リ。

登 育 最 モ盛 ナ リ ト思 ハ ル ・6乃 至7ケ 月 一シ テ

移 植 スル コ ト2乃 至3同 ニ シテ登 育 盆 々緩 徐 ト

ナ リ而 モ菌 形 多形 性 テ帯 ビ甚 グ長綜 ヲ形 成 シ時

二分 枝 ス ル ニ至 ル モ弱 抗 酸 性 ハ保 持 ス。

液 中培養ハ登育頗ル緩徐 ニシテ6乃 至7ケ 月ニ

シテ多形性 テ帯 ビ長綜テ形成 スルモ3乃 至4ケ

月毎二移植2乃 至3回 ニシテ爾19ケ 月同一培

養 ノモノニ於 テ長綜 ハ比較的稀ナル毛抗酸性弱

ク普通髄基性「アニリン」色素二易染 シ分枝又ハ

褒芽 スルガ如 矧 犬テ呈 スルモノ甚 ダ多キテ見

ノレo

此 ノ菌 形 テ呈 ス ル時期 二於 テ各 菌 株 共 二卵 黄 寒

天 二移 植2乃 至3同 ニ シテ定型 的Koch菌 形 ノ

登 育 盛 ナ リ。

尚 室 温 培 養1ケ 年 ノモ ノハ抗 酸 性 テ保 持 シー 部

分 ・・Coccobacillesノ 如 キ モ ノア ル モ多 数 二於

テ ハ長綜 テ形 成 シ 卵 黄寒 天 二 移 植 セ バ約10日

一 シテColonieノ 密 生 人ル テ 見 其 ノ菌 形 初 代

二於 テ ハ梢 ≧不 整 ニ シテ分 枝 スル モ ノ ア リ。

2)馬 鈴 薯 汁(Ph.7,2)

a)表 面 培 養 登 育 甚 ダ佳 良 ニ シテ、 海 膜 テ作

ル。4ケ 月 ニ シテ菌 形 長 ク分 枝 スル モ ノ漸 ク多

シ。4ケ 年 乃 至5ケ 年 培 養 ノモ ノハ液 ノ表面 ヨ

リ液 中 二沈 下 ス ル モ ノ ・如 キ モ爾 管 壁 二上 レル

モ ノテ見 ル ニ分枝 スル モ ノ甚 グ多 ク長 綜 テ形 成

スル モ ノ比 較 的 少 ク抗 酸 性 弱 シ。

b)液 中 培 養 本 培 養 二關 シ テハ拶 膜 炎A菌 拉

二金 澤 株 ノ卵 黄 寒 天 培養 ヨ リ移植 シ タル2ケ 年

培 養 ノ菌 形 拉 二非抗 酸 性 物 質 二就 テ ハ第8同 結

核 病 學 會 二登 表 シ タ リ。

Hesseノ 寒 天8ケ 月培 養 ヨ リ移 植 シ テ馬 鈴 薯 汁

中 二4ケ 年培 養 セ ル金 澤 株 ノ菌 形 ハ抗 酸 性 甚 ダ

弱 ク多形 ナ ル モ甚 ダ シ ク長 綜 ラ形 成 スル モ ノ比

較 的 少 キ モ分 枝 又 ハ騒 芽 ス ル ガ如 キ モ ノ多 キ テ

見 菌 ノ横 径 中央 部 二於 テ比 較 的 大 ナ ル モ ノ多 シ

即所 謂Oidiumノ 如 キ モ ノ多 シ。

此 ノ4ケ 年 培 養 テ卵 黄 寒 天 二移 植 スル ニ2週 間

前 後 ニ シテColonieノ 登 生 ヲ見Colonie正 圓

丘 歌 テ呈 シ表 面 滑 澤 ニ シテー種 ノ光 澤 テ有 シ第

1同 移植 ニ テ ハ比 較 的長 綜 ラ形 成 ス ル部 分 ト梢

太 キ菌 トヨ リナ ル モ第3同 以 後 普通 ノKoch菌

形 二復 スル ガ如 シ。

尚液 中培 養(李 温)10ケ 月 ノ モ ノハ抗 酸 性 幾 分 減
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弱 シ而 モー 般 二菌 形 長 ク8「 ミク ロ ン」以 上 テ普

通 トス。 コ レテ卵 黄 寒 天 二移 植 スル ニ1週 間 前

後 ニ シテColonieテ 見菌 形 梢 支不 整 ナ リ。

3)甘 藷 汁培 養

a)表 面 培 養 、 叢 育頗 ル緩 徐 ニ シテ約2ケ 月 一

シテ尚Colonieノ 」曾大 テ見 ズ。2ケ 月 以後 幾 分

登 育 ス。稽 」曾大 セルColonieノ 周 園 テ トリテ

鏡 検 ス ル ニZieh1-Neelsenニ テ梢 く紫 赤 色 ノ分

枝 セ ル長綜 様 物 質 ガ菌集 團 ヨ リ出 ヅル ヲ見而 モ

其 ノ長 綜 中 二明快 ナル赤 色 小鮎2個 其 ノ距 離 約

2「 ミクロ ン」宛4乃 至5「 ミ クロ ン」デ距 テ ・存

在 一・・ル ラ見 ル(SA,周 野 株)ハ 注 目 ヘル ー足 ル。

債13ケ 月 以 後 一バ カ ・ル モ ノテ見 ズ。

b)液 中培 養 卵 黄 寒 天 ヨ リ移 植 セ ル2ケ 年 培

養=二就 テ前 述 學 會 二述 ベ タ リ.爾 甘藷 汁 寒 天12

=ケ月 培 養 テ更 二同 寒 天 二櫃 植 後8ケ 月 ニ シテ 甘

藷 汁 中 培養 テ ナ シ2ケ 月経 過 ノ培 養 菌 ラ見 ル ニ

分 枝 スル モ ノCoccobacillesノ 如 キ モ ノ等 菌形

甚 ダ シ ク不 整 ナ リ。

4)5%葡 萄糖 寒 天(肉 汁 「ペ プ トン」食 盤 テ含

マ ズ)及 ピSabouraud「 マ ル トー ぜ」寒 天培 養 。

登 育 一般 二遅 キ モ7ケ 月 前 後 ヨ リ菌 株 ニ ヨ リテ

(岡野、 金 澤 、瀬 川)頗 ル 活 議 ナ ル登 育 テナ シ殊

チ5%葡 萄 糖寒 天 ニ テ ハ培 養 基 表 面 テ被 フニ至

ル コ トア リ.Colonieハ 汚 磯 灰 白色 漁潤 ニ シテ

育 易 二剥 離 スル テ得 菌 形 ハ7乃 至8ケ 月 一 シテ

幾 分 長 ク 且 ツ太 ク 波状 テ呈 シ17ケ 月前 後 ニ テ

而 モ凝 固水 附 近 ノ下 部 ノColonieヨ リ探 リタル

菌 ハ細 長 ニ シテ15「 ミ クロ ン」程 ノ長 サ ラ有 シ

分 枝 鮮 力 よ シテ弱 抗 酸 性 乃 至 非 抗 酸 性 ニ シ テ濃

染 穎 粒 少 ク移 植 ス ル コ ト困難 ナ ル モ不 可 能 ニ ア

ラ ズ。

5)硫 酸 「マ グ 子 シ ア 」0.5%

硫 酸 「ア ンモ ー ウ ム 」0.5%

絢 栃豪酸 「ナ ト リ ウ ム 」0.5%

盤 化 「ナ ト リ ウ ム 」0.1%

培 養 約2ケ 月 後 二 至 リ

寒天培養

育 甚 ダ佳 良 ニ シテ灰 白

色 非 薄 ナ ルColonieテ 作 リ表 面 ヲ被 フニ至 ル モ

8代 以 後 菌 株 ニ ヨ リテ登 育 ノ良 不 良 ア リ岡 野、

金 澤 、 長 峯 株 ハ約2ケ 月 侮 二、累 代 纏 植T7sル チ

得 。 菌形 ハ2ケ 月 ニ シテ幾 分 長 ク3ケ 月 ニ シテ

菌 細長 一 シテ紫 黒 色穎 粒 ラ含 ミ其 ノ穎 粒 ラ基 鮎

トシテ菌 綜 折 レ曲 レル モ ノ多 ク又 分 枝 スル モ ノ

ァ リ。1'ケ 月 ニ シテ菌Coccobacillesノ 如 クナ

ノレ0

6>人 参 切 片(0・85%食 盤 水 ビTsfi留水)培 養 蒸瑠

水 附 加 ノモ ノハ獲 育不 良 ナ リ唯 岡 野 株 ノ ミ相 當

ノ螢 育 ヲ ナ 人。

食 監 水 附加 ノモ ノハ各 菌 株 共 二相 當 ノ獲 育 テ ナ

シColonieハ 赤 色 又 ハ黄 褐 色 又 ・・灰 白 色 一7・シ

硬 粗 ナ リ。

移 植 當 時菌 形 時 二頗 ル大 ニ ナル モ ノト微 小 ナル

菌 ニ ナル モ ノ トアル モ長 綜 拉 二分 枝 スル モ ノテ

培 養 約8ケ 月迄 ハ多 ク.ル コ トテ得 ズ。 岡 野 株

最 モ登 育 ヨ シ金 澤 株 ハ 長 綜 ラ 形 成 スル モ ノ多

シ。 一 般 二普通 寒 天 二移 植 シテKoch菌 形 トナ

ノレ0

7)H'藷 切 片(0.85%食 盤 水)

獲 育 遅 々 ト シテ約3ケ 月 以 後 二養 基 面 二薄 膜 テ

作 ル9見Colonie・ ・灰 白 色菲 簿膜 又 ・・塊 状 テ ナ

スo

瀬 川、 拶 膜 炎B株 ラ除 キ他 ハ 移 植後14乃 至15

日早 キ ハ4日 前 後r一 シテ長 綜 テ形 成 シ時 二分 枝

シ菌 形 不整 ナ リ。12ケ 月 前 後 ニ シテ菌 株 ノ如 何

二關 セズ殆 ン ド全 部長 綜 テ形 成 シ分 枝 スル モ ノ

多 シ。3ケ 月毎 二累 代 纏 植 シ得 ル ガ如 シ。2%

沃 度 加 里 水馬 鈴 薯 切片 培 養 ヨ リ移 植 セ バ前 記2

株 二於 テ モ早期 二於 テ同攣 化 テ呈 ス.岡 野 株 、

瀬 川 株 ニ テ ハ20日 毎 甘 藷 切 片3同 移 植 ノモ ノ

ハ普通 盤基 性 「ア ー リ ン」色素 ニ ヨ ク染 色 スル ニ

至 ル。 爾 本培 養12ケ 月 前 後 ノ 菌 モ 普 通 肉 汁寒

天 二移 植 シ易 シ。

8)馬 鈴 薯 切 片(蒸 鰹 水)

何 レ ノ菌 株 モ褒 育 相 當 二良 好 ニ シテColonieハ

灰 白色 乃 至 赤褐 色 叉 ハ淡 緑 色 ラ呈 シ3ケ 月 以 後

二長綜 テ形 成 シ15「 ミク ロ ン」以 上 一及 ブモ ノ ア

リ。本 培 養 モ亦 普通 寒 天 二移 植 容 易 ナ リ。

9)午 鯵 切片(0・85%食 監 水)



村 田=所 謂Sclerothrix(叉 ハStreptothrix)型 結 核 菌 二 就 テ 【第12巻

嚢 育 緩 徐 ニ シテ3ケ 月 遅 キ ハ7ケ 月以 後 ニ ナ ラ

ザ レバ 登 育 ス ル テ肉 眼 ニ テ 見 ル テ得 ズ。

Colonieハ 正 圓丘 歌 ニ シテ頗 ル脆 弱 ナ リ.菌 形

ハ微 小 ニ シテ抗 酸 性 弱 ク2ケ 年 以 上 テ経 過 スル

モ略 支同様 ノ菌 形 ラ保 持 ス。 然 レ ドモ菌 株 ニ ョ

リテハ(關 節 殊)コ ノ微 小 ナ ル菌 集 團 中 ヨ リ長 綜

ノ出 ヅル テ見菌 形 モ亦 長 綜 ト微 小菌 ト混交 ス。

10)「 バ ナ ナ」切片(0.85%食 盤 水)

約1-2ケ 年 経 過 スル モ 登 育 ヲ見 ズ。 コ ノ時期

二於 ケル菌 形 ハ弱 抗 酸 性 ニ シテ菌 形 一 般 二小 ニ

シ テ之 テ卵 黄 寒 天 二移 植 ス ル ニ盛 二Colonieテ

登 生 ス。

11)山 芋(自 然 薯)切 片(0.85%食 聴 水)

褒 育 一 般 二良 好 トハ云 ヒ難 キ モ移 植 早期 二於 テ

ハ微 小 ナル菌 集 團 ト時 々長 綜 テ見 ル モ6乃 至7

ケ月 二至 リColonie・ ・緑 色 又 ハ灰 白色 ラ呈 スル

モ ノ ア リ^

菌 形 ハ短 小 ナ ルCoccobacillesノ 集 團 ト約10

「ミ クロ ン」以 上 ノ抗 酸 性 又 ハ非 抗 酸 性 菌 ト相 牛

バ スル ラ見 ル 殊 二 長 菌 ノー一端 ニ コ ノCoccoba-

cillesノ ノ」・集 團 アル コ ト屡 け リ。 殊 二瀬 川 株

二於 テ ハ分枝 著 明 ニ シテ菌 綜 ノ尖 端 又 ハ 中央 部

或 ヒバ分 岐鮎 二Gram陽 性 ノ約2乃 至4「 ミク

ロ ン」大 ノ 膨 大部 テ見尖 端 部 ニ アル モ ノ 圓錐 形

テ呈 セ ル ガ如 キ モ ノ ア リ其 ノ状 恰 モ高 級 菌 類 ノ

Conidiesノ 如 シ。 術 培 養6ケ 月 ノ頃 ヨ リ移 植

Colonieノ 上部 二帯 黄 灰 白 色Colonieノ 出現 ス

ル テ見 ル。 之 ハ全 部 非抗 酸 性 物 質又 ハ非抗 酸 性

菌=綜多 ク抗 酸 性 菌 ハ 少 シ。 而 シテ コ ノ非 抗 酸 性

物 質 ラGram染 色 ス レバZiehl-Neelsen染 色

トハ驚 クベ キ相 違 テ示 シ爾 カ ノ膨 大 部 テ有 スル

菌 集 團 叉 ハ カ ノ膨 大 部 二僅 カニ菌 綜 ノー 部 附 著

セ ル ガ如 キ モ ノ ・集 團 ノ ミラ見 ル故 二 ヵ ノ膨 大

部 ハ非 抗 酸 性 ニ シテcyanophileナ ラザ ノレgen-

tianophileノ 時 期 ア リ トモ セザ ル 〈ごカ ラズ。 此

ノ時期 二於 テ之 ラ蒸 鯉 水 一 テ乳 剤 トシテ卵 黄寒

天、 普 通 寒 天、0.85%食 盤 水加 馬 鈴 薯切 片等 二

移 植'ヘル ニ15日 乃 至1ケ 月早 キ ハ1週 間前 後 一

シテColonieノ 螢 生 テ見 全部Koch菌 形 ラ呈

ス。 而 モ カ ・ル際 ニ ハー 面 二Colonieノ 瑳 生 テ

見 ル モ乳 剤 ニ セ ズ シテ、 其 ノ儘 移 植 セ ル モ ノハ

Colonieノ 登 生 甚 ダ不 良 ナ ル モ而 モ普 通 寒 天馬

鈴 薯 切片 ニ モ 移 植 可能 ナ リ.菌 形 ハKoch菌 形

ノ短 小 ナ ル モ ノ テ見 ル。

然 レ ドモ之 ヲ同 ジ ク山芋 切 片 二纏 植 セ バ後 二所

謂Sclerothrix型 結 核 菌 テ見 ル ハ勿 論 ナ リ。

以 上榮 養 良 好 ナ ラザ ル培 養 基 ノ殆 ン ド全 部 二於

テ其 ノ培 養 経 過 中 所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 テ

見 ル ヲ得 タ リ而 モ其 ノ登 現 時 期 パー 定 セ ザ ガ如

シ。

養 基 ニ ヨ リテ ハ敷 ケ月後 二菌 ノ登 育 著 明 トナ ル

テ見撒 年 二亙 リテ生 命 デ持 緬 スル モ ノアル テ見

ル。 一般 二所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ハ移 植 早

期 拉 二陳 蕪培 養 二於 テ之 テ見 ル テ得 タル モ褒 育

盛 ナル 時 ニ ハ 比 較 的 少 キ 傾 向 アル ハ 是 レ 所 謂

Sclerothrix型 結 核 菌 ガKoch菌 ノ退 行 攣 性 ト

云 ハ ル ・鮎 ナ ラ ンモ後 二述 プル 「アノレコー ル」附

加 ノ培 養 基 二於 ケ ル早 期 分 裂 盛 ナ ル時 ノ鮎 状 ノ

菌 ト陳 藷培 養 二於 テ展 支見 ラル ・短 小 ナ ル黒胡犬

菌 トー?・考察 シ生物 學 上 ヨ リ此 ノmULR菌 トKoch

菌 ト所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ト其 ノ何 レガ結

核 菌 ト云 ハ ル ・モ ノ ・普 通 形 二薦 スベ キ モ ノカ

バ礎 育 盛 ナ ル貼 ヨ リ之 テ速 断 シ得 ベ キ ー ア ラズ

ト思 考 ス。

爾結 核 菌 ノ普 通培 養 基 二於 ケ ル陳 菖 培 養 ト構 ス

ル モ ノ ト榮 養不 良 ナ ル培 養 基 二於 ケ ル陳 薔 培 養

トハ唯 移 植後 ノ時 後 ノ時 日 テ以 テ ハ律 スル能 ハ

ズ何 トナ レバ前 述 ノ如 ク榮 養 不良 ナ ル培 養 基 ニ

テハ移 植後 撒 ケ月 迄 ハColonieノ 登 生 テ見 ザ ル

コ トアル モ後 相 當 登 育盛 ナ ル モ ノア レバ ナ リ
。

故 二結 核 菌 ノ生 命 テ論 ズ ル ニ ハ其 ノ使 用 セ ル培

養 基 ノ如 何 ラ顧 慮 スル必 要 ア ラ ン。

更 二前 記 ノ如 ク移 植 後 数 ケ月 ニ シテColonieノ

叢 育 テ見 ル モ ノ又 ハ見 ザ ル モ ノモ卵 黄 寒 天殊 二

普 通 寒 天 一 モ移 植 シ得 テKoch菌 形 二復 ス印嚢

育緩 徐 又 ハ停 止 ノ状態 二於 テ数 ケ月 後 省 登 育 可

能 而 モ菌 株 ノ如何 ラ問 ハ ズ此 ノ期 二於 テモ普 通

寒 天 二 移植 磯 育良 好 ナル ハ 注 目 スル ニ足 ル。
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第 二 項 藥 品其 ノ他 添 加培 養基 二

於 ケ ル所 見 拉 二小 括

1)3乃 至r)%「 エ チー ル・ア ル コー ル」0 .85%

食 盤 水 馬 鈴 薯切 片。

褒 育 佳 良 ・・;・:・シテ1ケ 月 以 内 ハ 短 小 ナ ル 殆 ン ド

「イン フル ェ ンザ 」菌IPfeiffer菌)ノ 如 キ モ次 第

二不 整 トナ リ約3ケ 月 前 後 一 シテ10「 ミク ロ ン」

以 上 ノ菌 又 ハ分枝 著 明 ナ ル菌 多 敷 トナ ルモ最 初

ヨ リ抗 酸 性 子保 持 ス。

2)3%「 エ チー ル ・アル コー ル」6%「 グ リセ リ

ン」0・1% 、 「ア ンモ ニ ア」(又 ハ0.f'%「 ア ンモ_

ア」)水馬 鈴 薯切 片。

獲 育 甚 ダ佳 良 一 シテ菌 株 ノ如何 ニ カ ・ハ ラズ新

鮮 ナル培 養,基 二移 植 後1週 間 前後 ニ シテColonie

全 表 面 子被 フ ニ至 ル コ トア リ。Colonie・ ・黄 色

褐 色、 赤 色等 種 々あ シ テ硬 阻 ナ リ.

菌 ハ最 初2乃 至3週 間 ハ短 小 ニ シテ而 モ淋 菌 様

愛 球 菌 排 列 ノ モ ノ多撒 ラ見 ル モ1ケ 月後 菌 形 漸

ク長 クナ リ不 整 トナ リ約3ケ 月前 後 ニ シテ分 枝

拉 二長 菌綜 デ形 成 ス。 後 述 沃 度加 里 水添 加 馬 鈴

薯 切 片 二卵 黄 寒 天 培 養 ヨ リ初代 移 植 困 難 ナ リ菌

株(瀬 川 、高 島、磯 膜 炎A,B)等 ハ1乃 至2同 此

ノ培養 基 縄過 後 ハ移 植 容 易 ナ リ。
'爾同檬 ノ

・液 ニ テ庭置 セル け藷 切 片 上 ノ培 養 ハ獲

育 不 良 ナ ル モ約1ケ 月 一 シテ相 當 ノ礎 育 テ ナ ス

モ ノ ・如 シ。

尚前 記馬 鈴 薯拉 二甘 藷 切 片培 養1ケ 年 前後 ノモ

ノモ普 通 寒 天 二移 植 」得 テKoch菌 形 ラ トル
。

3)3乃 至5%「 」一チー ル・アル コー ル」0 .85%

食 盤 水人 参 片。

此 ノ培 養 基 二於 ケ ル 菌 ノ 磯 育 ハ0,85%食 盤 水

ノ ミニ於 ケル モ ノヨ リモ ハル カ ニ佳 良 ナル モ菌

形 ハ略 支相 等 シ。

4)2乃 至3%沃 度 加 里水 馬鈴 薯切 片
。

獲 育 ハ緩 徐 ニ シテ1ケ 月 乃 至2ケ 月 一 シテ養 基

面 二最 初一種 ノ光澤 テ有 ス ル油 テ ヒキ タ ル ガ如

キ部 生 ジ灰 白 色乃 至黄 白色 膜 テ形 成 ス。 然 レ ド

モ3%沃 度 加 里 ノモ ノハ移 植 セルColonie緑 色

乃 至 深 緑 色 子帯 ブル傾 向 ア リテ爽 育 尚一 層 緩 徐

ナ リ。 菌 形 ハ肋 膜 炎W株 、 瀬 川株 テ除 キ テ他 ハ

1週 間 内外 一 シテ大 トナ リ前 記 二 株 ハ却 テ短 小

ナ ル菌 集團 トナ ル。 此 ノ最 初 ノ菌 形 攣 化 ハ後 ノ

登 育 二影 響 ナ キ モ ノ ・如 キ モ瀬 川 株 ハ後 ノ登 育

頗 ノレう屋…々 タ リo

高 島株 拶 膜 炎A,Bハ 早 期 二攣 化 ア リテ而 モ獲

育 頗 ル緩 徐 ナ リ。 時 二初 代 培 養 二於 テ前 記 五 株

・・死滅 ス ル コ トア ル モ前記 所 謂Kumbari液 ニ

テ庭 置 セ ル馬 鈴 薯切 片 二移 植後 ハ ヨ ク コ ノ培 養

基 二 移 植 スル コ トテ得 。

7ケ 月 乃 至1ケ 年 又 ハ2ケ 年 培 養 菌 ハ 分枝 及 ピ

長 綜 テ形 成 スル モ ノ殆 ン ド全 部 ラ占 ム ル モ菌 ノ

死 滅 シタ ル ガ如 キ余 ノ所 謂 死 滅型 非 抗 酸 性 物 質

テ見 ル コ トテ得 。 コ ノ期 二於 テ術 同培 養 基 二纏

植 スル コ トテ得 ル外 普 通 寒 天 二移 植 スノレニ登 育

良 好 ニ シテ3週 間 以 内 二Colonieノ 登 生 テ 見

Koch菌 形 テ呈 スn

5)5%牛 膿 汁、+%沃 度 加 里、2%「 グ リセ リ

ン」卵 黄 寒 天(又 ハ「グ リセ リン」テ除 ク)

褒 育良 好 ナ ラザ ル モ約20日 乃 至30日 頃 ヨ リ移

植Colonie大 トナ リテ圓形 テ呈 シ光澤 テ帯 ビ帯

白黄 色 トナ ル。

菌形 ハ移 植4日 頃 ヨ リ不 整 トナ リ分 枝 ト長 綜 テ

呈 シ且 ツ菌 幅大 トナ リ2ケ 月前 後 二至 リ抗 酸 性

テ失 フモ ノア リ。

又 他 ノ培 養 二於 ケ ル ガ如 クー 部 短 小 ナル菌 集 團

トナ ル モ ノモ ア リ。 瀬 川 、 岡 野 雨 株 二於 テ ハ 山

芋切 片 二見 タ ル ガ如 ク直径2乃 至3「 ミ クロ ン」

前 後 ノ膨 大 部 、 菌 ノ中央 叉 ハ分 枝 セ ル菌綜 ノ分

岐部 、 又 ハ所 々或 ヒバ 菌 ノ 尖 端 部 二 存 シ 恰 モ

Sporangiumノ 如 ク而 モ其 ノ膨 大 部 中 二穎 粒 ノ

存 スル テ見 ル。

而 シテ2ケ 月前 後 一 シテ同 培 養 基 二糧 植 セ ル モ

ノハ菌 長 頗 ル長 ク20「 ミ ク・ ン」以 上 ノ分枝 セ ル

モ ノ又 ハ分 枝 セザ ル モ ノア リ。 而 モ其 ノ所 々 ニ

カ ノ膨 大 部 ラ見 ル モ其 ノ数 少 シ故 二 ヵ ノ膨 大 部

ハ或 ル時 期 二出 現 入ル モ ノ ・如 シ
。

一般 二2乃 至3ケ 月 前 後 ハ頗 ル長 綜 ヲ形 成 シ穎

粒 テ見1ケ 年 前後 二至 レバ菌 綜 却 テ短 トナ リ穎
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粒 ラ減 少 ス ル ガ如 シ。 カ ・ル期 二於 テ蒸 鰹 水 ニ

テ乳 剤 トナ シ 卵 黄 寒 天 一 移 植 セバ15日 前 後 ニ

シテColonieノ 密 生 一勺 レテ見 其 ノ菌 形 幾 分 不 整

ナ ル モ3同 繊 植 セ バ定型 的Koch菌 形 テ呈 スル

ニ至 ル。1

叉 乳 剤 トセ ズ シテ其 ノ儘i移植 セ バ 移植ColQnie

ラ中心 二 正 圓 丘 ラ 呈 シ 中部 陥 凹 スル 光 澤 アル

Colonieラ 生 ズ。

更 二又 培 養1ク'年 前 後 一 シテ普 通 寒 天 二乳 剤 様

ニ シテ、 移 植 セ バ3週 間 前 後 二 灰 白色 薄 膜 様

Colonie密 生v代 々 瞥通 寒 天 二纏i植'i得 初 期 ノ

菌 形 ・・大 艦Koch菌 形 ナ リ。

爾 約2ケ 年 培 養 ノモ ノハ時 二弱 抗 酸 性 穎 粒 性 菌

綜(長 キ ハ10「 ミ.クロ ン」乃 至50「 ミ クロ ン」)又

ハ朦 朧 タル非 抗 酸 性 物 質 二化 セ ン ト ヘル如 キ モ

ノ ア リ。 然 レ ドモ菌 株(肋 膜 炎W.長 峯S.A.

等)一 ヨ リテ ハ 菌 綜 左程 長 カ ラズ 短細 ナ ル菌 集

團 二介 入 シテ時 二長 菌 綜 テ見 ル コ トア リ。

カ ・ル期 二於 テ卵 黄寒 天 二移 植 スル ハ困 難 ナ ル

モ ノ ・如 シ。

次 二此 ノ培 養 基'二於 ケ ル初 代 培 養20乃 至30日

又 ハ2ケ 月前 後 二繊 植 セ バ或 ル程 度 二繊 植 シ得

ル モ4乃 至 昌代 一一シテー 般 二纏 植困 難 トナ ル。

而 シテ2ケ 月培 養 第2同 纏 植 後1週 間 ニ シ テ

Gram染 色 一 テ カ ノ菌 膨 大 部 ハ微 小 頼 粒 ノ集 團

ニ ナ レル モ ノ多 シ約1ケ 月 ニ シテ膨 大 部 少 薮 ニ

シ テGram弼 陽 性 菌 綜 拉 二朦 朧 タルGram弱

陽 性 菌 綜 及 ビ穎 粒 ノ ミ トナ ル而 シテ カ ・ル期 二

卵 黄 寒 天 二移 植 セバColonie多 ク獲 生 スル 子見

ル ガ故 二縫 植 スル ハ 困 難 ナ ル モ菌 ハ死1威 シ居 ル

モ ノ_ア ラザ ル ガ如 シ。

以 上 ヲ小 括 スル ニ或 ノセ程 度 「エ チー ル ・アル コー

ル」ラ培養 基 二附 加 スル時 ハ 菌 形 短 小 トナ リ而

モ登 育 ラ促 進 ス ル ハ既 二明 カ ナ ル所 ナル モマ タ

所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ノ出 現 テ妨 ゲ ザ ル コ

トラ見 タ リ。

又4%沃 度 加 里含 有 培 養 二Culturehomog6ne

ノ菌3移 植 シテ所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ラ得

タル ハ朗 二前 記 ノ如 クP6jut及 ビRajat(1907)

ノ報 ズル所 ナ ル モ余 ハ卵 黄 寒 天 直接 又 ハ兎 血 液

寒 天 培 養 直 接 又 ハKumbari液 ニ テ虎 置 セル馬

鈴 薯切 片 二培 養 シタ ル菌 ラ2乃 至3%沃 度 加 里

水 馬 鈴 薯切 片 二移 植 シテ所 謂Sclerothrix型 結

核 菌 ノ出現 スル テ見 タ リ。

更 二所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ハ4%沃 度 加 里

5%臆 汁加 卵 黄 寒 天 一・]・一早期 ヨ リ出 現 スル テ見 タ

ル モ之 ラ櫃 植 ス ル コ ト困 難 ナ ル モ ノ ・如 シ。 然

レ ドモVaudremerガ 結 核 菌馬 鈴 薯 汁 中培 養 ノ

ChamberlandL3濾 過 液 ノ培 養 二於 テ見 タ ル圓

形 物 質 ラ連 ヌ ル織 維 様盟 ハFessler及Roman

ニ ヨ リテ人 工 的産 物 ト見 ナ サ レ居 ル モ余 ノ沃 度

加 里'1・膀 汁 加卵 黄 寒 天培 養 二於 テ確 カニ結 核 菌

ノー ナ ル コ トラ詮 明 シタ リ ト思 考 ス。

第 二章ColonieJ形 態虹 二性状

前 章 二於 テ ー 部 述 ベ タル モ コ ・一 詳 述 セ ン ト

フ・
O

前 述 ノ液 膿 培 養 表 面 二礎 育 セル所 謂Sclerothrix

型 結 核 菌Colonie・ ・灰 白 色膜 ラ形 成 シ液 ・・澗 濁

セズ。

液 中培 養 二於 テ ハ何 レ ノ培 養 基 二於 テ モ粉 月犬又

ハ塊 歌 テナ シ時 二樹 枝}伏 ラ ナ ヘモ1ア リ。 液 ノ

漏 濁 ラ起 サ ズ粗 硬 ニ シテ脆 クボ ロボ ロ ー コ ワ レ

易 キ傾 向 ア リ。

固 形 培 養 基 二於 テハ 汚嚴 灰 白 色 ニ シテー般 二漁

潤 ノ外 観 ラ呈 シ5%膿 汁 、4%沃 度 加 里 、2%

「グ リセ リ ン」卵 黄 寒 天 二於 テハ灰 自 色 圓 丘 テ中

心 二圓 形 漁 潤 ニ シテ コ レテ 合 シテ 所 々 二隆 起

テ作 ～ル恰 モ 泥 膏 テ 梢{厚 ク塗 リ タル ガ 如 キ

Colonieラ 作 リ幾 分粘 稠 性 ラ帯 ビ、 乳剤 ト シ易

シo

植物切片培養基 ニテハ淡赤、緑、黒緑色等 テ呈
一2Nルコ ト多 シ。殊 二2%乃 至3%沃 度加里水加

馬鈴薯切片0・85%食 聰水加山芋切片 二於 テ著

シ 。
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Colonieノ 形 態 ハ馬 鈴 薯 切片 上 ニ テハ美麗 ナ ル

浮 彫 模 様 状 ラ呈 ス ル コ ト多 シ。 又 廿藷 切 片 上 ノ

モ ノハ正 圓 丘 状 ラ呈 スル傾 向 ア リ。

一 般 二植 物 切 片 上 ノColonieハ 乾 燥 ノ感 ア リテ

脆 弱 ナ リ.然 レ ドモ0.85%食 盤 水 加IJ」芋 切 片

上 ノColonie上 面 ヨ リ出 ヅ ル娘Colonieノ 如 キ

ハ粘 稠 性 ラ帯 ピ帯 黄 灰 白 色乃 至 白色 ニ シテ4%

沃 度 加 里牛 膿 汁2%「 グ リ セ リ ン」卵 黄 寒 天 上 ノ

Colonieノ 如 シ。

爾 、 蒸 鯛 水 加 馬 鈴 薯 切 片 、0.85%食 聴 水 加又 ハ

Kumbari液 加 馬 鈴 薯 切 片 上 ノ陳 菖Colonieハ

所 謂Coremienbildung(文 献No.152,P.79.)

ノ如 キ像 テ呈 スル コ ト屡 け リ。 是 恐 ラ クハ登

育 良 好 ナ リシColonie中 二特 二生 活 力大 ナ ル菌

ノ集 合 残 存 セ ル爲 メナ ラ ンカ。

以 上 ノ諸 性 質 ハ不 明 ナ ル僅 カナ ル磯 育條 件 及 ビ

菌 株 ノ如 何 ニ ヨ リ左 右 サ ル ・コ トア ル ガ故 ニー

般 的 通 則 トハ ナ シガ タ キ ガ如 シ。 但 シ菌 株 ノ如

何 テ 問 ハ ズ 培 養 基 質 内部 二 入 リ 込 ム コ トナ ク

Colonieテ 剥 離 ス ル コ ト容 易 ナ ル ・・一 般 固形 培

養 基 二於 テ見 ル所 ナ リ。

Colonie中 二於 テ菌 形 相 互 ノ關 係 ・・概 シテCo-

lonieノ 外 邊遊 離 部 即 室氣 二鯛 ル ・面 二、 所 謂

Sclerothrix型 多 ク内部 及 ビ 培 養 基 二接 鰯 面 ニ

ハKoch菌 形 及 ビ非 抗 酸 性短 小 菌 多 キ ガ多 キ モ

亦 必 然 的 ニ ア ラズ シテ輩 二Colonieノ 性歌 ノz

テ以 テ ハ菌 形 テ ト知 シ難 クー 々鏡 検 ノ必 要 アル

コ ト論 テマ タズ。

第三章 菌 ワ形態拉;分 枝 ワ性朕

形

最

學

レ

ノ

、
胞

叩

性

細

㏄

繭

色

シ

ー

結

染

載

粒

型

的

記

穎

ン。

x

學

テ

染

ラ

瑠

鷹

穣

膿

脚
蹴
庫

S

状

キ

ル

ー

謂

性

就

ス

恥

所

ノ

ニ

關

画

膨
縫

翫

ニ

ノ

色

ノ

㎞

章

其

染

其

C

本

二

無

二

s　

ハ

拉

二

拉

ω

余

態

後

的

鍵

第一節 形 態

形 態 ハ勿 論 各種 ノ移 行 型 ア リテ判 然 ト匠 別 ス ル

テ得 ザ ル モ大 膿 次 ノ3型 二分 ツテ得 。

第 一 項 綜 状 形

一 端 又 ハ雨 端 又 ハ 中央 部 ノ幾 分膨 大 セ ル モ ノ多

キ モ何 等膨 大 部 ナ キ モ ノア リ。 而 シテー端 又 ハ

雨 端 膨 大 部 テ有 スル モ ノ ハ其 ノ膨 大部 ヨ リ更 二

細 キ菌 綜 テ鈍 角 テ以 テ登 生 セ ル ガ如 キ モ ノ ア リ

又膨 大 部 ノナ キ モ ノモ ー端 叉 ハ雨端 二前 述 ノ細

キ淡 染 スル菌 綜 ラ有 ス ル テ見 ル。

一 般 二綜 状 形 ハ直 線 ヨ リモ種 々 二轡 曲 セ ルモ ノ

多 シ。 又 菌 長 ハKoch菌 形 ノ撒 倍 ラ普 通 卜 人。

第 二 項 分 枝 形

分枝 ハBurriノ 墨 汁 検 査 法 ニ テ モ讃 明 シ得 ル ガ

如 ク眞 正 分 枝(繊 細 ナ ル分 枝 二於 テハ保 留 ス〉、

(後章 参 照)一 シテ原 菌 枝 ヨ リモー般 二淡 染 ス。

Y字 型 分 枝 二於 テー 枝 ガ他 枝 ヨ リ淡 染 ス ル コ ト

多 ク更 二直 角分 枝 ト正Y字 型 ト ノ間 二移行 不 整

型 直角 分 枝 及 ビ不 整Y字 型 分 枝 ノ存 在 スル ハ所

謂Sclerothrix型 結 核 菌 二果 シテDichotomie

ア リヤテ 疑 ハ シメ 自py字 型 分 枝 ・・monopode

ラ普 通 トス。 分 枝 ノ撒 パー 定 セ ズ又 菌 長 モー 定

セザ ル ガ如 シ。

第 一 分 枝 ヨ リ第 二分 枝 テ出 ダ スモ ノアル モ第 二

分 枝 ヨ リ第 三分 枝 ラ出 衣モ ノ稀 ナ ル ガ如 シ。 菌

綜 ノ異 レル鮎 ヨ リ異 レル方 向 二2條 又 ハ3條 ノ

分枝 テ出 スモ ノアル モ亦 同 一一ノ鮎 ヨ リ2條 又 ハ

3條 分枝 スル7見 ルモ1ア リ。

更 二術 織 細 ナ ル短 キ同長 同形 ノ分 枝 ラ時 二見 ル

モ後 章 二詳 述 セ ン。

然 レ ドモー般 二各 分 枝 ノ分 岐 鮎 二必 ズ シモ濃染=

部 ア リ トハ云 フラ得 ズ。

第 三項 濃 染穎 粒 含 有 形

所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ノ何 レ ノ形 二於 テ モ

濃 染 穎 粒 ハ 多少 見 ル ラ得 ル モ特 二著 シキ モ ノア

リ。

以 上3形 何 レモ菌 幅 ハKoch菌 形 ノ:;乃 至4倍

ヲ11翁重 トス。

第二節 細菌學的染色
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第 一 項Ziehl-Neelsen染 色

一般 二抗 酸 性 弱 ク紫 赤 色 又 ハ淡 桃 色 又 ハ青 色 一

染 リ前記 膨 大部 ノ或 ル モ ノ又 ハ所 謂 粒 ハ濃 紫 赤

色 ヲ呈 ス。

第 二項 「テ ル ペ ン チ ン・フ ク シ ン」及 ビ「メ ン ト

ー ル・フ ク シク 染 色後 腕 色 「メ チー レ ン」青染 色

ニ テ前記 ト同様 ノ所 見 テ得 タ リ
。 殊 二後 者 二於

テ甚 ダ鮮 明 ナ ル像 テ得 ル モ ノナ リ。

第 三項Gram蚊 二Mucb染 色所 見 ハ大 盟 前記

ト同檬 ナ リ。 即 チ前 記 ニ テ濃 染 スル部 ・・Gram

ニ モ濃染 ス。 菌 全 部 ガ濃 紫 色 二染 ル モ ノ ト穎 粒

性 ノモ ノ トア リ。 又 膨 大 部 モ濃 紫 二等 質 二染 ル

モ ノ ト微 小 ナ ル 穎 粒 ノ 集 團 トシテ 染 ル モ ノア

リ。

Much染 色 ハGram染 色 ト全 然 同 一一=一シテ所

謂Sclerothrix型 結 核 菌 二於 テ ハ特 二穎粒 状 テ

呈 ス ル トハ云 ヒガ タ シ。

第 四 項Fontさs拉 二Weissノ 染 色 ニ テ淡 赤 色

ラ トレル部 アル モGram染 色 ト略 く同様 ナル像

ラ呈 ス。

カ ・ル鮎 ヨ リ ス レバ所 謂Sclerothrix型 結 核 菌

ノZiehl-Neelsenニ テ紫 赤 色 濃染 部 卜沃 度 嗜好

性 部 トハ略 く同 一 ノモ ノ ナ ラ シ。

第 五 項Gasis及 ビTelemannノ 染 色 ・・前 項 ノ

・染色 卜何 等異 リ タル所 テ見 ズ即Zieh1-Neelsen

ニ テ濃 紫 赤色Gram陽 性 ノ濃 染 部 同 ジ ク濃染

シ抗 酸 性 ニ シテ抗 「アル コー ル」性 部 ハ 抗 「アル

カ リ」性 ナ ル モ ノ ・如 シ。

第 六項 芽 胞,染色 、此 ノ,染色 ハ本 來 抗 酸 性 菌 染

色 ト略k一 致 スル モ ノナ ル モBuchner,M611er,

Aujeszky等 ニ テ 前 項Zieh1・Neelsen染 色 ト

大 差 ナ シ。

第三節 無染色標本槍査

一 般 二前 記 染 色 ニ テ菌 綜 二於 テ濃 染 スル部 ト然

ラザ ル部 ハ之 ヲ無 染 色 標 本 二於 テ モ識 別 入ル コ

トラ得 。 故 二、染色 ト屈 折 トハ略 支正 比 例 スル ガ

如 シ即 濃 染 スル部 ハ光 線 ノ屈 折 強 ク顯 微 鏡 ノ調

飾 ニ ヨ リ明 暗 何 レ テモ トル。 又 非 抗 酸 性 物 質 卜

思考 サ ル ・モ ノハ 光線 ノ屈折 甚 ダ弱 キ モ爾 之 テ

識 別 シ得 ル モ ノ ト得 ザル モ ノ トァ リ。 又 前 記 膨

大 部 パ ー般 二屈 折 強 キ モ亦 弱 キ モ ノモ ア リ。

Burriノ 墨 汁検 査 法 ニ テ ・・分 枝 甚 ダ著 明 二 見 ル

ヲ得 眞正 分枝(Sclerothrix型 結 核 菌 ヨ リKoch

菌 形 移 行 ノ際 ハ保 留 ス)(後 章 参 照)ナ ル コ トテ

謹 明 シ得 尚穎 粒 モ屈 折 ノ差 ニ ヨ リテ見 ル ヲ得 テ

穎 粒 ノ中 心 部 ハ特 二光 線 ノ屈 折 強 シ。

第四節 懸滴培養

菌 ノ生長拉 二檜 殖 チ見 ン トシテ次 ノ實 験 テ行 ヘ

リ。

第 一 項2%沃 度 加 里 馬鈴 薯 切片1ケ 月 培 養 菌

(金澤 株)テ 馬 鈴 薯 汁(Ph.7・2)一 テ 懸 滴 標 本 テ

製 シー ノ菌 塊 ノ尖 端 ノ菌2個 テ選 ビ顯 微鏡 二 固

定 シ タル儘 注 意 シ テ370C二 培 養 セ リ。

観 察 時 日 ハ4週 間 ナ リ。

第 一 菌 ハ最 初尖 瑞 二 光線 屈 折強 キ微 小穎 粒 ア リ

テ菌 二連、レル カ否 力不 明 ナ リ シモ1週 間 ニ シテ

ソ ノ穎 粒 ト菌 トノ間 長 クナ リ原 菌綜 ト鈍 角 テ ナ

シ明 カ ニ原 菌 綜 ト連 絡 テ認 ム。

ソ ノ新 生 シタ ル部 分 ハ光 線 屈 折 原 菌 綜 二比 シテ

甚 ダ弱 シ。3週 間 ニ シテ新 生 部 ト原 菌 綜 トハ殆

ン ド直 角 一 ナ ル テ見 ル モ4週 間 一 シテ新 生 部 ノ

尖 端 穎 粒 ノ ミナ ラズ尖 端 部 ノ菌 綜 ノー 部 梢 ≧光

線 屈 折 彊 クナ ル ト同 時 二原 菌綜 ト直 線 的 ノ位 置

二幾 分 復 蹄 スル ガ如 シ
。4週 間 ニ シテ新 生 部 約

2「 ミクロ ン」ヲ算 ス後 ソノ儘 ニ テ獲 育 淳1Lシ タ

ル ガ如 シ。

・C:i7=''"r//一

(1)(H)(皿)(IV)

他 ノ第二菌ハ直線二延長 セズシテ殆 ンド原菌綜

ト直角ヲ以 テ新生 シ然モ第一菌 ノ如 ク幾分直線

的 ノ位置二復蹄 ノ傾向 テ見ズ。

第二項 馬鈴薯汁中3ケ 年培養菌 テ前同檬庭置

シ観察時間ハ1ケ 月ナリ。

培養4日 ニシテ尖端二微小ナル頼粒 テ有 スル光
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線 屈 折弱 キ部分 ア ル ガ如 キ モ明 カニ ソ レ トハ知

リ得 ザ ル程 度 ナ リ シモ後3日 一 シテ少 シク ノ ビ

テ明 カ ニ新 生 シタ ル コ トテ知 リ最 初 ヨ リ11日 目

二約2「 ミク ロ ン」トナ リ新 生部 ノ起 鮎 ヨ リ菌 分

離 ス。其 ノ分離 シタ ル菌 ハ光線 屈 折 張 ク其 ノ菌

ノ分 礁 貼ニ ハ頼 粒 ヲ有 セ ズ筒 菌 ヨ リ長 クナ リテ

分 離 セ リ(余 ノコ ノ観 察 ハ 母 菌 ガ登 芽 ノ如 キ形

L

・
へ

L
へ

㌧

へ

」

へ

L

へ

(1)(皿)(皿)(1▼)(V)

態 ナ ル ニ ヨ リ母 菌 ガ分 離 セ ンヤ ラ見 ン トス ル 目

的 ナ リ シニ、 バ カ ラズ モ此 ノ母 菌 ヨ リ新 生 シ分

離 セ ル テ見 タル モ ノナ リ)。

第 四 章

本 章 二於 テ・・先 ヅinvitroKoch菌 ヨ リ所 謂

Sclerothrix型 結 核 菌 移行 ノ状 態 拉 二所 謂Sc-

1erothrix型 結 核 菌 テKoch菌 二本 來 適 常 セル

又 ハ不 適 當 ナ ル培 養 基 二 移植 セル時 ノ攣 化 ラ経

過 テ追 フ テ記 述 セ ン。 而 シ テ本實験 ハ前 記 二加

フ ル ニ昇乗 「アル コー ル」固 定 後Heidenhain鐵

Haematoxylin(1邊i夜)拉 二1メ チー ル・アル コ

ー ル」固定Giemsa染 色(1豊 夜)及 ビBenoit

液 、{文献No.162,P.473)固 定 後Altmann染

色 等 テ併 用 セ リ(穎粒 ノ章 参 照1。

所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 卜Koch菌Fl關 係

第 一節Koch菌 ヨ リ所 謂Sclerothrix

型 結核 菌移行 ノ状 態 二就 テ

Koch菌 テ前 述 適 當 ノ培 養 基 二 移植後 早 キ ・・4

乃 至5日 ヨ リ1乃 至2ケ 月 籐 ニ シテ菌 ノ長 座 テ

増 ス ト共 二尖 端 幾 分 膨 大 シ又 ハ菌 ノ中央 部 二膨

大 ヲ生 ズ ル モ ノア リ。 然 モ カ ・ル菌 綜 甚 ダ シ ク

長 ヵ ラザ ル時 二翫 二分枝 スル モ ノモ認 メ得 ル モ

後 、 菌 ノ長 脛 ト幅 径 ラ次 第 二檜 ス ト共 二分 枝 菌

ノ数 テ増 ス。 分 枝 ハ直 角 又 ハY字 型 ラ呈 シ3乃

至4以 上 ノ分 枝 原 菌綜 ヨ リ岐 レ其 ノ分 枝 更 二分

枝 ス ル モ ノア リ、 菌 ノ抗 酸1生パー 般 二減 弱 シ盤

基 性 「アニ リ ン」色 素 二 易染 性 トナル。 更 二進 ミ

テ菌綜 ノー部 抗 酸 性 テ失 フニ至 リ自ロチ 「チー ル・

子一 ル セ ン」染 色 ニ テ 青 色部 分 ト紫 赤 色 部 分 テ

認 メ青 色部 分 ハ… 般 二細 長 ク紫 赤 色 濃 染 部 分 ハ

比 較 的短 ニ シテ幅 径 大 ナ リ シ故 ニー 見 菌 綜 ト所

謂 濃染 大穎 粒 ノ如 シ、 然 レ ドモ其 ノ形 軍 ナ ル穎

粒 ニ ア ラズ シテ菌 綜 ノー 部 又 ハ時 二分 岐 部 又 ハ

分 枝 部 長 方 形 テ呈 シ濃 染 スル ハ或 ヒバ其 ノ染 色

上 ヨ リ所 謂 細 菌 芽胞 ノ如 ク 又 ・・actinomyces

二現 ハ ル ・Vierhyphensporen(R.Lieske)ノ

如 ク又 ハ前 述 膨 大 部 ノ濃 染 残 存 ス ル ガ如 シ。 更

二進 ミテ青 色 不 定 型 物 質 ノ朦 朧 タル 中 二所 謂 前

述 ノ濃 染 部 分 ノミ ノ存 在 ラ見 ル、 カ ・ル時 期 二

於 テ爾 普 通 寒 天 二移 植 拉 二綴 植 ス ル コ トラ得 ル

ハ注 目 スル ニ足 ル ト思 考 ス。

省 進 ミテ コ ノ濃染 部 分 ハ形 態 上 拉 二染 色 上 ヨ リ

細 菌 芽 胞 二酷 似 シ更 二進 メバ 微 小 ナ ル鮎 ノ如 ク

ナル ガ如 シ。

Ziehl-Neelsen染 色 二於 テ 所 謂 濃 紫赤 色部 甚 グ

僅 少 トナ リ青 色物 質 ノ ミ朦 朧 トシテ存 スル 時期

二至 ル モGram又 ハMuch染 色 ニ テ ・・沃 度 嗜

好 性gentianophile穎 粒 ラ甚 グ多 数 二然 モ明瞭

二見 ル コ ト前 述 山 辛 切片 培 養 ノ項 二述 ベ タ リ
。

後更 二進 メバ此 ノGram又 ・・Much陽 性 穎 粒

ハ微 小 ナ ル穎 粒 二分 離 破 壊 サル ・ガ如 キ状 テ呈

シカ ノ所 謂 不 定型 青 色物 質 中 二離 散 スル ニ至 ル

ガ如 シ。

第二節 所謂濃染膨大部 ト菌分

裂拉 二分枝 トノ關係

第 一項 所 謂 濃 染膨 大 部 ト菌 分 裂 トノ關 係

所 謂Sclerothrix型 結 核菌 ノー端 又 ・・雨 端 二濃

染 膨 大 部 ノ存 スル ハ菌 ノ畿 育 成 長 ト關 係 アル モ

ノ ・如 ク且 ッ菌 ノ中 央 二存 在 スル モ ノア ル ハ該

部 登 生上 菌 分裂 ト關 係 アル モ ノ ・如 キ モ、 マ タ

ー 方 叢 育 停 止 シタ ル所 更 二成 長 シ分 裂 セ ン トス

ル 所 トモ考 へ 得 ラ レザ ル ニ ア ラズ
。

第 二 項 所謂 濃 染膨 大 部 ト分枝 トノ關 係
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膨 大 部 ト分枝 トハ ホ ・"同時期 二培養 中 二出 現 ス

ル ガ如 キモKoch菌 テ山 芋 汁 寒 天(山 芋5009.

テ水1000ccm.二 浸 出 後 寒 天150g.テ 加 へ 性 補

正 ナ シ)二 培 養2乃 至3週 間 前 後 ノモ ノー 分 枝

テ明 カ ニ見 ル モ膨 大 部 テ有 スル菌 ラ見 ル ラ得 ズ

然 モ此 ノ培 養 ハ菌 ノ獲 育 良 好 ナ リ。

更 二分枝 菌 ニ シテ、膨 大 部 ラ有 セザ ル菌 多 々 ア

リ。 故 二分 枝 ト所 謂 濃染 膨 大 部 トハ何 等 褒 生 上

關 係 ナ キ モ ノ ・如 キ モ亦 分枝 菌 ノ分 岐部 二濃 淡

膨 大 部 テ有 ス ル菌 ノ存 花 スル ハ余 ノ4%沃 度 加

里%牛 脆 汁2%「 グ リセ リ ン」卵 黄 寒 天 培 養 菌 二

於 テ屡 支見 ル所 ナ ル テ以 テ前 述 膨 大 部 ガ菌 ノ分

裂 異 常 トスル ナ レバ分 枝 ノ異 常 トモ考 へ得 ラル

ベ キ モ前 述 ノ如 クー 旦登 育停 止 シタル モ ノ再 ビ

成 長 分 枝 セル モ ノ トモ 解 シ 得 ラ レザ ル ニ ア ラ

ズ。 兎 二角 膨 大 部 ハ菌 ノ登 育 成 長 トハ 關 係 ア ル

モ ノ ・如 ク其 ノAnlageノ アル場 所 二起 リ得 ル

トスル モ必 ズ シモ菌 ノ分 裂 又 ハ分 枝 ト登 生 上全

然 同意 義 テ有 ス ル モ ノ トハ簡 輩 二断 言 ス ル テ

得 ザ ル ベ シ。

第三 節 所 謂Sclerothrix型 結

核 菌 ヨ リKoch菌 形 二移行 ノ

状態 二就 テ

所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ラ普 通Koch菌 培 養

二適 當 ナ ル培 養 基 二移 植 セバ3乃 至4同 綴 植 ノ

後 ニ ハ全 部 定 型 的Koch菌 形 トナ ル コ トハ第 一

章 二於 テ既 二記 載 セ リ、

余 ハ此 ノ復 蹄 ノ際 如 何 ナ ル形 態 ノ攣 化 テ トル ヤ

テ見 ン トシテ5%牛 膿 汁 、4%沃 度 加 里 、2%

「グ リ セ リ ン」卵 黄 寒 天 培 養3ケ 月 乃 至7ケ 月 又

ハ0.85%食 盤 水II」芋 切 片5ケ 月 乃 至10ケ 月 培

養 菌 ラ主 トシテ使用 シ之 ラ2%「 グ リセ リ ン」卵

黄 寒 天 二移 植 シ370C二 培 養 シ侮 日検 査 セ シニ

1乃 至3日 ハ 別 二攣 化 ナ キ モ4乃 至5日 目頃 ヨ

リZieh1-Neelsenニ テ前述 菌 ノ濃 染膨 大 部 ノ或

ル モ ノハ淡 染 スル ト共 二濃 紫 赤 色Gram陽 性 ノ

小 頼 粒 ノ多 撒 デ見 ル ニ至 リ其 ノ部 ノ原形 質 更 二

膨 大 スル ガ如 ク途 二邊 縁 朦 朧 ト シテ染 色 不 能 ト

ナ ル カ又 ハ僅 カ ニCyanophileト ナ リテ其 ノ輪

廓 テ保 テル 中 二濃 紫赤 色穎 粒 ノ ミラ見 而 モ此 ノ

穎粒2個 宛 淡 赤 色 ノGram陽 性(頼 粒 ヨ リモ幾

分 弱 陽 性)ノ 細 キ短 キ 菌 綜 様物 質 ニ テ 連 絡 セル

モ ノテ残 ス カ或 ヒバ カ ・ル モ ノ ガ小 分 枝 又 ハ爽

芽 ノ如 ク膨 大 部 ヨ リ突 出 スル ガ如 キ像 ラ呈 ス故

二雨 端 濃染 ス ル頼 粒 テ有 スル極 小 ナ ルKoch菌

形 ノ小 集 團 ノ如 キ観 テー 時 呈 スル テ見 ル。 カ ・

ル攣 化 ハ遊 離 濃 染 膨 大 部 ノ或 ル モ ノニ於 テ モ見

ル ラ得 。 ●

『↑楴
(1)(皿)(皿)(IV)

然 レドモ亦或 ルモ

ノニ於 テハ菌綜 ノ

ー部 二甚ダ淡染ス

ル小不整形膨大部

ヲ生 ジ其 ノ邊縁部 ノ2乃 至撒個 ノ濃染頼粒 テ先

端 トシテ繊細ナル同長同形殆 ンド同距離二拉行

(註、此 ノ分枝型 ハ所謂Sclerothrix型 ノ培養

中ニモ屡k見 ルテ得或 ヒバ遠山氏至織罷iP(文

献No.72.P.7ヨ リ引用)、 又ハ⊥ 型 二分

枝 シ又ハ恰モ假性分枝 ノ如 ク原菌綜 ト拉行 シテ

織細ナル雨端又ハ雨端及 ビ中央 二濃染穎粒 ヲ有

スル菌 ノ分離 スルガ如キテ見 ルハ注 目二値 ス。

ABC

一上ニゴ_」 」⊥.」 コL-⊥ 」ヒ三L」 トー●

(1)(皿)(1)(il)(1)(皿)

爾 又 膨 大 部 ニ ア ラザ ル部 分或 ヒバ又 長 菌 綜 ノ或

ル モ ノニ於 テ内部 淡 染 シ膨 大 シ側 方 ノー 方 叉 ハ

多 クハ雨 方 ヨ リ前 述 ノ如 キ尖 端 二 「チー ル ・子 一

ル セ ン」ニ テ濃 紫 赤 色Gram穎 粒 ラ有 ス ル細 キ

≒ 融 紛撚 欝 烈
短 キ菌 ノ ミテ残 ス。

故 ニ カ ・ル慶 化 ハ菌 ノ膨 大 部 ノ ミニ限 ラザ ル モ

カ ノ膨 大 部 ノ攣 化 ハL6hnis(1922)ノ 構 スル

Gonidiangeノ 如 キ モ ノ ト見 ル テ 得 ンカ或 ヒバ

又,Beauverie(1925)ノ 唱 フルCorpsr6novateur

ノ如 キ モ ノナ ラザ ル ヤ テ思 ハ シム。

日 ト共 二前 述 ノ小 ナ ル爾 端 頼 粒 テ有 ス ル菌 多数
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トナ リ6日7日 二至 リ小 ナ ルKoch菌 形 ノ梢k

大 ナル集 團 ノ出現 スル テ見、 カ ・ル時 期 二於 テ

・・前 述 ノ攣 化 ト此 ノKoch菌 形 集 團 ト ノ關 係 ハ

多 撒 ノ標 本 二就 キ之 テ究 メン トス ル モ詳 カー ス

ル ラ得 ズ。

是 恐 ラ クハ 雨 者 ノ登 育 速 度 ノ關係 ニ ヨ リー 度

Koch菌 形 出現 シ而 モ適 當 ノ駄 態 二於 テ ・・所 謂

Sclerothrix型 結 核 菌 ノ別 個 ノモ ノ ・如 ク登 育

分 裂 ス ル ニ ヨル ナ ラン。

又 一 方所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ノ或 ル モ ノハ

菌 綜 又 ハ分 枝 ノ濃 染 膨 大 部 又 ハ屡 支頼 粒 部 ノ難

染 叉 バー 見 不染 性 トナ ルニ ヨ リ所 謂 分 割lfrag-

mentation}サ レKoch菌 形 二移 行 ス ル モ ノ ・如

クStreptobacillus!如 キ排 列 拉 二分 枝 ノ分 岐

部 ニテ分 離 シタル ガ如 キ像 テ見 爾 是 等 ガ分 離 シ

タ ル ガ如 キ梢 ζ太 キ短 キ紫 赤 色菌 ラ見 ル而 モ之

ヨ リ前 述 ノ如 キ短 小 織 細 ナ ル菌 テ生 ズ ル ヤ否 ヤ

ハ不 明 ナ リ。

然 ル ニ 又 瀬 川 株0.85%食 鞭 水 山 芋 切 片培 養6

ケ月 更 二同 培養基 二縫 植後6ケ 月 テ経 タル或 ル

培 養 二於 テ所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ト共 二前

述2%「 グ リセ リ ン」卯黄 寒 天 移 植1乃 至5日 ノ所

見 ト略 く同一 ノ像 子見 而 モ カ ノ膨 大 部 ノKoch

菌 形 様 攣 化拉 二長 菌 綜 ノ小 分枝 ノ存 在 ト同時 二

雨 端 紫赤 色 頼 粒 ラ有 スル短 小 ナル菌 ノ遊 離 散 在

ス ル テ見 タ リ。 即 所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ト

Koch菌 形 トノ移 行 ノ各 階梯 テ見 タ リ。 而 モ之

テ2%「 グ リセ リ ンJ卵黄 寒 天 二移 植 シテ毎 日検

査 テ行 ヘ ル ニ前述 ノ攣 化 ト共 二雨 端 又 バー 端 紫

赤 色 頼粒 テ有 スル淡 赤 色 短 小菌 蚊 二穎 粒 テ有 セ

ザ ル淡 赤 色 菌 ニ シテ短 小 ナ ル モ ノ及 ビ其 ノ集 團

日 ト共 二多撒 トナ リ又 一方 ヵ ・ル憂 化 テ起 サ ザ

ル所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ハ亦 、 前 述 ノ如 ク

fragmentationニ ヨ リ或 ヒバ却 テ カ ノ膨 大 部 又

ハ穎 粒 部 ト思 ハル ・濃 染 部 分 ヨ リ分 離 スル ガ如

ク分 離 部 二=濃紫 赤 色 穎粒 テ有 ス ル比 較 的 短大 ナ

ル菌 トナ リ鮮 明 ナ ル染 色 テ ナ ス ニ至 リ後 邊 レテ

逡 二Koch菌 形 トナル モ ノ ・如 シ。

故 二所謂Sclerothrix型 結 核 菌 ヨ リKoch菌 形

移 行 ニ ハニ 様 ノ攣 化 ヲ呈 スル モ ノ ト云 フベ ク ソ

ノ如 何 ナル理 由 ニ ヨル ヤ ハ不 明 ナ ル モ恐 ラ ク所

謂Sclerothrix型 結 核 菌 ノ登 育stade二 關 係 ス

ル モ ノナ ラ ンカ。

第 四節 所 謂Sclerothrix型 結核

菌 ヲKoch菌 二不適 當 ナノv培養

基 二移植 シ タノレ後 ノ形態 二就 テ

余 ・・前 節 二於 テ 所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 テ

Koch菌 二適 當 ナル培 養 基 二移 植 シテKoch菌

形 二復 スル ノ駄 態 テ見 タ リ因 ツ テー部 前 二述 ベ

タル モKoch菌 二不 適 當 ナ ル培 養 基 二於 テ如 何

ナル形 態 テ トル ヤ テ見 ン トシテ前 記 第 一 章 二記

載 シ タル菌 株 拉 二各 種 培 養 基 二於 テ7ケ 月 乃 至

12ケ 月 培 養 菌 ラ普 通 寒 天 、 山芋 汁寒 天拉 二Va-

udremerノ 馬 鈴 薯 †1寒天 及 ビ 山 芋切 片其 ノ他

第 一章 二記 載 セル榮 養 不 良 ナ ル培 養 基 拉 二Ku-

mbari液 馬 鈴 薯 切 片 等 二移 植 セ リ。

一 般 二使 用 培 養基 ハ 新鮮 ナ ル ラ用 ヒ凝 固 水 ノ乾

個 セル モ ノ・・避 ケ タ リ。 乾 燥 セ ル培 養 基 ハ装 育

緩 徐 ナ リ.故 二塊 状 テ ナ セ ル移 植Colonieハ 其

ノ儘 又 ハ凝 固 水 二浸 シテ乳 剤 様 トナ シ養 基 二移

植 セル モ養 基 新 鮮 ナ レバ何 レニ ヨル モ磯 育 二影

響 ナ キ ガ如 シ.

第 一 項 普 通 寒 天(Ph.7.2)二 於 ケル形 態

何 レノ菌 株 二於 テモ前 培 養 基 ノ如 何 テ問 ハ ズ悉

ク移 植 スル テ得 早 キ ハ1週 間前 後 ヨ リ2週 間 前

後 二Colonieノ 無 数 二登 生 ス ル テ見菌形 ・・雨 端

又 ・・一端 二m6taChromaSieテ 呈 スル穎粒 テ見

ル短 小 菌 又 ハ 中央 二濃 染 頼粒 ラ有 スル鮎 ノ如 キ

菌 多 シ。 カ ・ル菌 ハ後次 第 二長 径 ラ増 シ菌 型 不

整 トナ リ2ケ 月 前 後 ニ シテ所 謂Sclerothrix型

結 核 菌 トナ ル。 此 ノ期 二於 テ代 々普 通 寒 天 二移

植 シ得 ル モ 移 植初 期 ハ 前 述 イ 如 久 短 小 ナル

Koch菌 形 ラ呈 ス ルガ如 シ。

Colonie・ ・灰 白色 菲 薄膜 様 ニ シテ塊 歌 ノ モ ノテ

移 植 セ ル揚 合 ハ明 カ ニ周 園 二叢 育 スル ラ見 ル。

第 二 項 山 芋 汁寒 天(性 修 正 ナ シ)及 ビVaudre-

merノ 馬 鈴 薯 汁寒 天(性 修正 ナ シ)一 於 ケ ル形
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態 。

其 ノ嚢 育 前 記普 通 寒 天 ヨ リ盛 ニ シテ菌 形 ハ初 期

二於 テ ハ同 ジ ク短 小菌 又 ハ 軍球 菌 ノ如 ク或 ヒバ

隻 球 菌 ノ如 キ排 列 ノモ ノ ア リ1乃 至2ケ 月 前後

一・…シテ所 謂Sclerothrix形 結 核 菌 トナ リ此 ノ期

二代 々 移植 シ得 ルモ初 期 ハ前 記 ノ如 ク短 小菌 又

ハ球 菌 ノ如 ク菌 形 小 ナ ル モ不 整 ナ リ.

議 育Colonieハ 帯 黄 叉 ・・樽 赤 灰 色 ニ シテ梢 ≧厚

キ膜 檬 ヲ ナ ス。 一般 二短 小 ナ ル菌 形 ノ間 ハCo-

lonieノ 嚢 育 盛 ナ ル ガ如 シ。

更 二 以 上 ノ3培 養 基 二 於 ケル 初 代 培 養 ノ 所 謂

Sclerothrix型 結 核 菌 ヨ リKoch菌 形 移行 ノ状

態 ノ毎 日 ノ検 査 テ10日 間O. .85%食 盤 水 山芋 切

片7ケ 月 培 養 笥(瀬 川 株、 岡 野 株)移 植 二就 テ行

ヒ タル ニ前 記 第三 節 二記 載 シタル ト略 支同檬 ナ

ル2様 ノ所 見 テ得 タル モCoccobacille-forme又

ハ短1J・菌 二攣 化 ス ル コ トKoch菌 二適 當 ナ ル培

養 基 二於 ケ ル ヨ リモー般 二速 カナ ル ガ如 シ。 而

シテ以 上3種 ノ培 養 基 二於 ケル褒 育菌 ハ弱 抗 酸

性 ニ シ テGram陽 性Giemsa蚊 二 且eidenhain

鐵Haematoxylin二 特 二易 染 性 ナ リ。山芋 汁拉

二馬 鈴 薯 汁寒 天 上 ノ菌 穎 粒 ノindoph6nophilie

及 ビ好 銀 性 弱 キ ガ如 シ。

第 三 項 其 ノ他 ノ養 素 不 充 分 ナ ル培 養 基 二於 ケ

ル形 態 。

前 述0.・S5%食 監 水 山 芋 切 片 、 馬 鈴 薯 切片 、 人

参 切 片 、Kumbari液 馬 鈴 薯 切 片 等 ノ 縫 植 テ見

ル ニ初期 二於 テ ・・多 ク前 述 ノ如 クCoccobacille

ノ如 キ菌 形 ラ呈 シ後 所 謂Sclerothrix型 結 核 菌

トナ リ之 テ代々同 ジ培養基 二縫植 シ得ルガ如

シo

更 一14泪 ス ベ キ ハ所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 テ

0.85%食 盤 水 ノ表 面 又ハ液 中 二培 養 ス ル ニ10日

前 後 ・・一…シテ微 小 繊 細 ナ ル 抗 酸1生菌 又 ハCocco-

bacille二 攣fヒ スル モ ノ 多 キ ラ 見 ル コ トナ リ而

シテ之 ヲ代 々 食 盤 水 二縫 植 スル コ ト不 可 能 ナ ル

モ1週 間 後 ニ テ普 通 寒 天 等 二移 植 スル コ ト困難

ナ ラズ。

要 ス ル ニKoch菌 二 不 適 當 ナ ル 培 養基 二 所 謂

Sclerothrix型 結 核 菌 ラ移 植 スル モKoch菌 二

適 當 ナル培 養 基 二於 ケ ル ト同 様 又 ハ寧 ロ速 ヵニ

ー 度 ・・抗 酸 性Coccobacille叉 ハKoch菌 形 テ

呈 スル コ ト多 久 後 所 謂Sclerothrix型 結 核 菌

トナ ル ガ如 シ。

以 上 テ綜 合 スル ニ先 ヅ所 謂Sclerothrix型 結 核

菌 ノ経 過 的観 察 二於 テ見 タ ル諸 鮎 蚊 二Koch菌

形 復 蹄 二關 スル2様 ノ所 見 テ考 へ 尚 所 謂Scle-

rothrix型 結 核 菌 ノKoch菌 二不 適 當 チル培 養

基 上 二於 ケ ル態 度 テ併 セ按 ジ テ余 ハ 早 計 二Ac・

tinomyces/Vierhyphensporen(R .Lieske)

叉 ハSchizosaccharomyces/Arthrospores

/Conjugaison一 比 較 シテ所 言胃Sclerothrix

型 結 核 菌 二Sexualit5tア リ ト云 フニ ア ラザ ル

モ少 ク トモ其 ノー部 ハ生 物 學 的 見 地 ヨ リ見 ル モ

分 裂 菌 二於 ケル定 義 テ簡 軍 二適 用 ス ル ラ留 保 シ

或 ヒバ結 核 菌 二Symplasmeテ 否 定 シ得 ベ カ ラ

ズ ト考 フル モ ノナ リ。

第五章 所謂Sclerothrix型 結 核 菌 卜Koch菌 トノ抵 抗比 較

菌 株 ・・岡 野瀬 川 雨 株 テ用 ヒKoch菌 ト シテ ハ豫

メ2%「 グ リセ リ ン」卵 黄 寒 天 二約3週 間毎 二3

同纏 植 シ4同 目 ノ綴 植後2週 間前 後 ノ培 養 菌 テ

用 ヒ所 謂Sclerothrix型 結 核 菌Dテ ノ・0.85%

食 盤 水 山芋 切片7ケ 月 及 ピ4%沃 度 加 里5%牛

膿 汁2%「 グ リセ リ ン」卵 黄 寒 天 培 養4ケ 月 前 後

ノ菌 ニ シテ特 二分 枝 ト穎 粒 多 キ所 謂Sclerothrix

型 結 核 菌 ヲ選 ビ實 験 二供 セ リ。

第一節 理學的作用 二封 シテ

第 三 項 乾 燥 ・ 滅 菌 試 験 管 壁 二1白 金 耳 テZIS等

二塗 抹 シ叉 ハ覆 蓋 硝 子2板 二ZF等
二塗 抹 シ滅 菌

「シ ヤー レ」内 二入 レテ 言熾
二供 シ後 ・.85%食

堕 水 ニ テ洗 ヒ落 シ2%「 グ リ セ リ ンJ卵 黄 寒 天3

本 二移 植 シ1ケ 月 乃 至3ケ 月 解 竈(37。C)二 納 メ

Colonieノ 登 生 スル ヤ否 ヤー ヨ リ決 定 セ リ。
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1)室 温(3月 下 旬)-72時 間 放散 光線 中 二 放

置 シタ ル菌 ハ雨 者共 二培 養 陽 性 ナ リ。

2)37℃ ノ解 竈 内 ニ テ1週 間 乾燥 セ シモ ノ・、

雨 者 共 二培 養 陽 性 ナ リ。 然 レ ドモ 所 謂Sclero・

thrix型 結 核 菌 ・・一 般 二幾 生Colonieノ 数Koch

菌 二比 シテ少 シ。

第二 項 温 熱

1)乾 熱 、 前 記 ノ如 ク試 験 管 壁 二1白 金 耳 テ塗

リ之 ラ乾 熱950C二10分 間、20分 間 作 用 セ シ

ニKoch菌 ・・何 レモ10分 間 ニ テ無 敷 二Colonie

ノ登 生 ラ見 所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ハ3本 ノ

中1・ ・Colonie7個 テ生 ジ他 ノ1ニ ハ5ケ 月 後

1個 ノColonieテ 見 タ リ(岡 野 株)瀬 川 株 ニ テ ハ

1本 二3個 ノColonieテ 見 タル他 全 部 陰 性 二終

レ リ。20分 間作 用 ノKoch菌 ハColonie3乃

至4個 テ見 タル モ所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ハ

何 レモ6ケ 月後 一 至 ル モColonieノ 獲 生 ヲ見

ズ。

2)漁 熱1白 金 耳 テ3ccm/0.S・:%食 盤 水

;テ 乳 剤 トナ シ之 テ80℃1時 間、100℃-1,5分

作 用 セ シニ雨 者 共 二何 レモ培 養 陰 性 二終 レ リ。

第 三 項 寒 冷

氷 室(8。 乃 至9℃)内 ニ テ10日 間 放 置 シタル 菌

ノ、雨 者 共 二培 養 陽性 ナ リ。

第 四 項 日光

前 記 ノ如 ク試 験 管 壁 二塗 リタル モ ノ ト滅 菌 載 物

硝 子 二塗 抹 シタル モ ノ ラ滅 菌 「シヤー レ」二入 レ

テ直射 日光 二曝 露 セ リ。.
　

直 射 日光(大 氣 ノ温 度280C)曝 露5分 間 ノモ ノ

ハ雨 者共 二無 敷 ノColonieノ 登 生 スル テ見 タ

リ。 曝 露15分 間 ノモ ノハ 培 養 雨 者 共 二 陽性 ニ

シテKoch菌 二於 テ・・CoLonie20個 内外 ナ ル

モ所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ニ テ ・・3乃 至15

個 ナ リ。 前 記 各實 験 ニ テ所 謂Sclerothrix型 結

核 菌 ノ培 養 基 ニ ヨル差 ナ キガ如 シ。

第二節 化學 的物質 二封 シテ

此 ノ試 験 二際 シテ・・同 ジ條 件 二於 テ各 藥 品作 用

後 何等 ノ塵 置 テ 加 フ ル コ トナ ク 直接 二2%「 グ

リセ リ ン」卵 黄 寒 天 二培 養 セ リ。

藥 品 名
一

作用時間
1所 謂Sclerothrix型 菌

K・・h菌 成 績 成 緒
一,-冒 一

無 水 「ア ルレ コ ー,レ 」 5分 Colonie無 敷 陰 性
「エ ー テ ノレ1

一 5分 Colonie無 数 陰 性

4%「 ク レ ゾー,レ 」水 15分 陰 性 陰 性

0.1%昇 禾 水 10分 Colonie1乃 至2個 陰 性

1%「 カ ルレボ ー ル 」水 1分 Colonie無 数 Colonie無 数

5%「 加 レボー ル」水 1分 陰 性 陰 性

0.25%1サ リ チ ー ノレ」酸 曹 達 水 5分 Colonie1乃 至2個 陰 性

4%棚 酸水 5分 Colonie稽 ζ多 数 Colonie稽 く多 籔

0.3%「 チ モ ー ル 」 30分 陰 性 陰 性

「「オ イ カ リプ ト繭
15分 Colonie18乃 至24個 陰 性

■

以 上 テ小 括 スル ニー般 二所 謂Sclerothrix型 結

核 菌 ハKoch菌 ヨ リ抵 抗 弱 ク温 熱 殊 二化 學 藥 品

し

二封 ス ル抵 抗 甚 グ シク劣 レルテ見 ル モ緩 慢 ナ ル

作 用 二封 スル抵 抗 相 當 ニ アル モ ノナ ラ ン。
`

第六 章 生 燵 内 呂於 ケルKoch菌 卜所謂Sclerothrix型 結核 菌;就 テ

既述 ノ 如 ク 養 素不 充 分 ナ ル 各種 培 養 基 二 於 テ

Koch菌 ハ所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 二 移行

ス。 爾 卵 黄 寒 天 ノ如 キ榮 養 良 好 ナ ル培 養 基 及 ビ

5%兎 血 液 肉汁 寒 天 、2%「 グ リセ リン」寒 天及

ビ2%「 グ リセ リ ン」、 「ブ イ ヨ ン」ノ表 面 培 養拉

一Hesseノ 「ハ イデ ン」榮 養 素 「グ リセ リ ン」寒

天 等 ノ陳 菖培 養 二於 テモ屡 ヒ之 テ見 ル。

余 ハ更 二 生艦 内 二於 テ カ ・ル攣 化 テ生 ズ ル ヤ否
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ヤ或 ヒ・・所謂Sclerothrix型 結 核 菌 ガ生 艘 内 一

於 テ如何 二攣 化 スル ヤ テ見 ン トシテ次 ノ實 験 テ

施 行 セ リ.

術 禮 外 二於 テKoch菌 ノ所 謂Sclerothrix型 結

核 菌 二攣 ズ ル條 件 ノ性 質 ト人 型 結 核 菌 ノ家 兎 二

封 スル態 度 テ併 セ考 慮 シテ實 験 動 物 ハ家 兎 テ主

ト シテ用 ヒ「モル モ.ト 」ヲ併 用 セ リ。

第 一 節Koch菌 接 種 ニ ヨノレ實 験

第 一 項 家 兎 二於 ケ ル實 験

1)大 艦Babさs及 ビLevaditi(1897)ノ 法 二則

リKoch菌 ハ 弱 毒 菌 テ 選 ビ服膜 炎A株 ノ2%

「グ リセ リン」寒 天 培 養 拉 二瀬 川 株 テ馬 鈴 薯 汁 中

培 養5ケ 月後2%牛 鷹 汁加2%「 グ リセ リ ン」寒

天 二移 植 シ3週 毎 二4同 綴 植 シタ ル菌 チ用 ヒ使

用前 二Koch菌 形 ナ ル テ確 カ メ菌 量 ・・1ccm中

二1睡 テ含有 スル 如 クo.部%食 鞭 水 ニ テ菌 乳 剤

テ製 シ之 テ0.2ccmテ 用 ピ タ リ。

以 上 ノ菌 テ家 兎(維 色10頭(2う0(一38009)及 ビ

白斑 黒 色(2800-32009)二tr6panationラ 行

ヒ硬 脳 膜 下又 ハ磯 内 二注射 シ5日 及 ビ13日 一 テ

「ク ロ ロ フ
。ル ム」痂 醇 致 死 又 ハ 約1ケ 月 後 自然

死 後 磯 ノ塗 抹 標 本 テ作 ル ト同 時 二切 片標 本 ヲ作

リ菌 形 テ見 タ リ。

前 述 ノ家 兎 中瀬 川 株 接 種 、白 斑黒 色家 兎(2800g)

翌 朝 死 亡 シ居 レル ラ見 タ リ。

塗 抹 標 本 ノ染 色 ハZiehl-Neelsen法 、 切 片 標 本

ハOrthノ 液(2日)MUllerノ 液(5日)又 ハ6

%「 フ。ル マ リン」(1乃 至2日)一 テ固 定 シ「ッエ

ロ イ ヂ ン」包 埋 ニ ヨ リ製 シ染 色 ハHaematoxylin

(Derafidld)Carbolfuchsin及 ビBab6sノ 法

(Safranine-Anilineiode)_ヨ ル。

所 見。.

a)2菌 株 共 ニ ー 般 二 大 差 ナ ク5日 乃 至13日

致 死 ノ家 兎 ハ局 所 ノ外 全 身臓 器 二著憂 ナ シ。 局

所 ・・肉 眼 上磯 血 管 怒 脹 シ拶 膜 肥厚 ス ル モ接 種 ノ

部 位 ハ必 ズ シモ認 ムル テ得 ズ。

拶 膜 二灰 白 色粟 粒 大 ノ結 節 テ明 カ ニ認 ムル モ ノ

ト極 小 黒胡犬ノ結 節 捻 珠 歌 二血管 二沿 ヒテ認 メ得

ル モ ノ ア リ。

結 節 ノ塗 抹 標 仁二於 テハ大 小 長 短 不 同 ノ而 モ紫

赤 色 顯 粒 テ有 スル菌 テ見、 ソ ノ頼 粒 ノ菌 幅 ヨ リ

大 ナ ル モ ノ多 ク時 二著 シ ク細 長 キ波歌 テ ナ セ ル

菌 ア リ又 分 枝 シテY字 形 テ呈 シ分 岐 鮎 二紫 赤 色

穎 粒 ラ有 ス ル モ ノ テ時 二 見 ル。

切 片 標 本 且aematoxylin-Carbolfuchsin染 色 二

於 テ モ略 ミ同 様 ナ ル モ多 核 白血 球 ニ テ包 マル ・

赤 色 菌 塊 所 々 二散 在 ス ル外 壌 死 二陥 レル部 分 二

長 綜 テ形 成 シ黒 赤 色 頼粒2乃 至3個 デ有 スル赤

色菌 ノ混 在 スル大 小長 短 不 同 ノ赤 色菌 多撒 二散

在 スル ラ見 ル。

b)約1ケ 月 自然 死 テマ チ タル3頭 二於 テ ハ接

種 菌 株 ノ如 何 二關 セ ズ接 種 後 次 第 二削 痩 シ18乃

至21日 前 後 ニ シテ下 腿 ノ庶 癖 及 ビ下痢 テ起 ス モ

死 ノ直 前 迄 食 慾 ・・衰 ヘ ザ ル ガ如 シ。

所 見。

全 身 二著 憂 ナ ク、 磯 二於 ケ ル肉 眼 上 拉 二塗 抹 標

本 、 切 片 標 本 ノ所 見 ハ略 ヒ前 者 ト同 ジキ モー 般

二太 ク濃 染 シ短 ニ シテー 端 又 ハ雨 端 二梢 支大 ナ

ル紫 赤 色頼 粒 テ有 スル菌 多 ク分 枝 又 ハ長 菌 綜 ノ

分 離 シ タル カ又 ハ染 色 不 能 ナ ル部 分 ニ ヨ リ連 レ

ル長菌 綜 又 ハ分 枝 セ ル菌 テ思 ハ シム ル ガ如 キ排

列 ヲ ナ スモ ノ多 シ。 爾 時 二穎 粒 ラ4乃 至5個 有

ス ル著 シク長 キ菌 及 ビY字 形 又 ハ直 角 二分 枝 セ

ル菌 モ散 見 ス ル コ ト前 記 比 較 的 早期 二致 死 セ シ

メ タ ル家 兎 ノ所 見 二同 ジ。

2)Schulze(1899)、Lubarsh(]899)ノ 法 二則 リ

家 兎3頭 維 色2850-36009)一 開 腹 術 テ行 ヒ、

左 腎 臓 内 二前 記 ノ菌 乳 剤o.2ccmテ 接 種 シ1頭

(磯膜 炎A株)ハ15日 後 「ク ロ ロ フォル ム」麻 酔 致

死1頭(瀬 川 株)ハ30日 後 「ク ロ ロ フ,ル ム」麻 酔

致 死 、 残 リ1頭 ハ 同 日自然 死 テ 來 セ リ(H&・me炎

A株)、 塗 抹 標 本 切 片 標 本 ハ 何 レモ 前 記 ニ ヨ リ

染 色 ス。

所 見。

a)15日 後 「ク・ ・ フ・ル ム」致 死 ノ家 兎 ハ左 腎

二隣 接 セルー 部 腹 膜 二粟 粒 大 ノ結 節 テ僅 カニ見

ル モ腸 間 膜 淋 巴腺 ノ腫 脹 ヲ見 ズ。
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右 腎 約2倍 二肥 大 シ暗 赤 色著 シキ モ結 節 ラ認 メ

ズ。 其 ノ他 ノ臓 器 二著攣 ナ シ。

左 腎 ハ 肉眼 上灰 白 色 ノ接 種 部位 テ明 カ ニ認 メ其

ノ附 近 二2乃 至3個 ノ粟 粒 大結 節 ヲ見 ル。

割 面 ハ接 種 線 二 沿 フテ 不 整 ナ ル約1-2mm幅

ノ帯 黄 灰 白 色 ノ部 分 テ匪 別 スル テ得。

左 腎及 ビ腹 膜 ノ粟 粒 大 結 節 ノー 部 ノ塗 抹標 本 二

於 ケ ル菌 形 ハ雨 端 二菌 幅 ヨ リ鞘 気大 ナ ル紫 赤 色

穎 粒 テ有 スル短 大 ナ ル赤 色菌 及 ピ殆 ン ド穎 粒 ノ

ミ明 カニ シテ菌 膿 幾分 不 明 瞭 ニ シテ淡 赤 色 二染

ル モ ノ多 撒 テ占 メ長 菌 綜 及 ビ分 枝 テ形 成 ス ル モ

ノテ認 ム ル ラ得 ザ ル モ彼 ノ帯 黄 灰 白色 部 ノ塗 抹

標 本 二於 テ波形 テナ セル著 シ ク長 綜(20「 ミクロ

ン」)ラ形 成 スル モ ノヲ散 見 スル テ得 タ リ
。 又 小

鮎 状 菌 ノ小集 團 テ諸 所 二散 見 ス。 切片 標 本 二於

テモ菌 形 同様 ナ ル モ彼 ノ短 大 菌 ハ小 塊 状 テ ナ ス

コ ト多 ク ソ ノ周 圃 ハ細 胞 層 テ以 テ包 マ ル ・モ ノ

ア リ然 レ ドモ放 線 状 菌 塊 テ認 ム ル能 ハ ズ6

b)菌 接 種 後30日 ニ シテ 致 死 又 ハ 艶 死 シタ ル

家 兎 ハ何 レモ左 腎 肥 大 シ殆 ン ド灰 白色 テ呈 シ表

面 凹凸 甚 ダ シク乾酪 憂 性 二陥 レル部 分 多 キ テ認

ムn

左腎 ノ隣接部附近ニハ、多撒二粟粒大 ノ結節ラ

見、腸間膜淋巴腺マタ腫脹 シ右腎肥大 シ小結節

2-3テ 認 ム。

尚氣管枝淋巴腺腫脹 シ時 二乾酪憂性二陥 レルモ

ノアリ、雨肺共二小結節 テ多撒二認ム。

肝臓梢 支肥大 セルガ如キモ結節 ラ認メズ。

脾臓 ハ著 シク肥大 シ少撒 ノ結節 ラ認ム。

要 スルニ全身結核 ラ惹起 セルガ如 シ。

左腎 ノ塗抹標本 ラ検 ヘルニ菌形甚ダ不整ニ シテ

多クハ前述 ノ如 キ菌形ナルモ短小菌ニシテ殆 ン

ド紫赤色 ノ貼状菌モアリ、長綜 テナスモノ前述

ヨリ其 ノ数梢 く多 シ。頼粒ラ分岐錨 トシテ直角

又ハY字 形二分枝 スル赤色菌 テ稀二認ム。

以上 ノ菌形 ハ氣管枝淋巴腺 ノ或ルモ ノ脾臓 ノ結

節等 二於 テモ認ムルモ右腎、肺臓 二於テハ菌形

甚グ不整 ト云 フニ止マル。

右腎蛇二氣管枝淋巴腺及 ビ脾臓 ノ結節 ノ切片標

本 テ見 ル ニ塗 抹 標 本 ト略 丸同檬 ノ菌 形 ナ ル モ放

線 状菌 塊 ハBab6setLevaditiノ 染 色 ニ テ モ

之 ラ見 ル テ得 ザ リキ然 レ ドモ小 黒胡犬菌 圓 形 集 團

ラ諸 所 二散 見 ス。

第 二項 「モ ル モット」二於 ケル實 験

1)前 述Koch菌(磯 膜 炎A株1各5mgテ0.85

%食 鷺 水2ccmニ テ 乳剤 トシ 「モ ル モ ノト」2頭

(茶白黒 色2009、 黒 白250g)ノ 腹 腔 内 一2ccm

宛 テ接 種 セ リ。7日 一10日 後 艶 死 、 解 屍 、 前 同

様 庭 置 ス。

所 見。2頭 共 二略 く同 様 ノ所 見 ナ リ自P6piploon

ノ、小 ナ ル結 節 テ以 テ被 ハ レ腹 腔 内 二漿 液 性 ノ液

約5ccm瀦 溜 ス。

6piploonノ 小 結 節 ノ塗 抹 標 本 二 於 テ大 小 長 短

不 同 ノ穎粒 性 抗 酸 性菌 テ多数 認 メ時 二Y字 形 分

枝 セル赤 色菌 テ明 カ ニ見 ル テ得 。 肝 臓 ノー 部 ハ

結 節 テ表 面 二見 ル コ トラ得 ルモ他 ノ臓 器 ニ ハ充

血 ノ像 テ呈 スル外結 節 テ認 メ ズ。

切 片 標 本 二於 テ放 線 状 菌塊 テ認 ムル ラ得 ズ。

2)前 述Koch菌(磯 膜 炎A株)0.1mgテ0.85

%盒 盤 水0・ ・5ccm一 テ 孚L剤ニ シ 「モ ル モット」2

頭(黒 茶 白3509、 白黒:・',So9)ノ腹 膣 内 二〇jccm

宛 ラ接 種 セ リ.

黒 茶 白 「モル モ.ト 」ハ107日 一 シテ艶 死7・(農 重

3009)、 白黒 「モ ル モット」ハ1`}8日 目二 僕 殺 セ

リ(膿 重3う{)9)、 解屍 後 前 同様 塵 置 ス。

所 見。 黒 白茶 「モ ル モ,ト 」・・胸 腔 及 ビ 腹 腔 共 二

少 量 ノ出血 性 滲 出 液 ラ見6piploon・ ・癒 著 シ小

腸 ノー 部 腹 膜 、 結 節 テ以 テ被 ・・ル。

肝 ハ梢ほ 肥 大 シ大 小 ノ結 節 ラ見 脾臓 ハ約3倍 二

肥 大 シ大 小 ノ結 節 テ多撒 認 ム。

腎臓 ハ左 右 共 二肉眼 上異 常 ナ キ ガ如 シ。

肺 ハ左 右共 二大 小 ノ結 節 ラ以 テ被 ハ レ氣 管枝 淋

巴腺 腫 脹 著 シ ク時 二乾 酪 憂 性 二陥 レル モ ノテ認

ムo

白黒 「モル モ。ト」ハ胸 腔 腹 腔 二 液 ナ キモ 他 ・・黒

白 茶 ト略 、同様 ナ リ.

雨 者共 二肺 拉 二脾 臓 ノ塗 抹 標 本 ニ テ短 小 ナ ル赤

色 菌 及 ビ短 大 ナ ル雨 端 叉 バー 端 二紫 赤 色 穎粒 テ
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有 スル赤色菌テ梢 丸多撒 二認 メ稀二Y字 形分枝

菌 テ見ルコトテ得爾15「ミクロン」以上 ノ頼粒性

淡桃色菌 ラ時二認ムルコ トアリ。

氣管枝淋巴腺 二於 テハ小髭胡犬菌 ノ小集團テ見稀

二2乃 至5個 ノ穎粒 ラ有 スル梢 支細長 キ菌 テ少

藪認ムルモ分枝菌 ヲ認 ムルヲ得 ズ。

切片標本ニテ肺脾臓ニハ放線歌菌塊 テ認 メガタ

.シ 。

第 二節 所 謂Sclerothrix型 結

核 菌接 種 ノ實瞼

所 謂Scler(曲rix型 結 核 菌 ・・4%沃 度 加 里5%

牛 脆 汁2%「 グ リセ リ ン」卵 黄 寒 天4ケ 月乃 至7

ケ月(岡 野 株)培 養 菌 又 ハ0.85%食 盤 水 山芋 切 片

6ケ 月 前 後(瀬 川 株)ノ 培 養 菌 ニ シテ分 枝 著 明 デ

ル モ ノテ選 ピタ リ。

菌 量 ハ5mgテ0.85%食 盤 水1ccm二 含 ム ガ如

ク乳 剤 ニ シテ1ccm宛 テ接 種 セ リ。

第 一 項 家 兎 二於 ケ ル實 験

以 上 ノ所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 テ前 述 ノ如 ク

家 兎10頭(維 色25009-30009)ノ 硬 磯 膜 下 又

ハ磯 内 二接 種 シ21日 及 ビ25日 後 各1頭29日 後

2頭 艶 死 、34日 後 一 「クロ ロ フ,ル ム」庶 酔 致 死

(3頭)セ シメ解屍 後 前 同様 二庭 置 ス。 但 シ1頭

(28009岡 野 株 接 種)接 種 ノ翌 日、2頭125009

岡 野 株 、25509瀬 川 株)3日 目 一 艶 レタル テ以

テ3日 目発 死 ノ2頭 ハ念 ノ爲 メ前 同様 解 屍 後 庭

置 ス。 又 残 存 セ シ各 家 兎 ハ前 記Koch菌 接 種 ノ

際 二 見 タル ガ如 ク菌 接 種 後 次 第 二削 痩 シ]8日

前後 ニ シテ下 腿 ノ庶痺 テ起 シ又 ハ下痢 テ件 フモ

ノア リ^

一般 二 食 慾 ハ 死 ノ2乃 至3日 前 ヨ リ著 シ ク衰

フ。

所 見

a)3日 目 二艶 レタル2頭 二於 テ ハ全 身 二著 憂

ナ ク局所 ハ注 射 部 位 テ明 カ ニ認 ム ル テ得 、驕 膜

血管 梢 く怒脹 セ ル テ見 ル。

塗 抹 標 本 ニ テハ爾 明 カ ー所 謂Sclerothrix型 結

核 菌 多 撒 ヲ認 メ切 片 標 本 ニ テハ菌 集 團 所 々二散

在 シ附 近 二多 少 ノ細 胞 浸 潤 テ認 ム ル モ菌 集 團 テ

包 ム前 記 多 核 細胞 層 テ認 メズ。

b)21日 以 後 二艶 死 又 ハ致 死 セ.シメ タル各 家 兎

ハ接 種 菌株 ノ如 何 二係 ハ ラズ肺 二多 少 ノ結 節 テ

認 メ胸 腔 叉 ハ腹 腔 二漿 液 性 ノ滲 出 液 テ瀦 溜 スル

外 全 身 二著 攣 ナ シ。

局 所 ハ磯 膜 肥 厚 シ血 管 怒 脹 スル コ ト著 シ ク時 二

粟 粒 大 ノ結 節 ノ梢 ヒ多 撒 二存 スル モ ノナ キ ニ ア

ラ ズ。

塗 抹 、 切 片 雨標 本 二於 テ多 少 ノ紫 赤 色 穎 粒 テ有

スル大 小長 短 不 同 ノ種 々 ノ赤 色菌 テ見 ル モー 般

二菌 形 長 シ、 時 ニ カ ・ル菌 ノ集 團 ガ細 胞 層 二園

続 サ ル ・テ見 ル外 前 記 ノ如 ク菌 ノ排 列 恰 モ分 枝

又 ノ・長 菌 綜 ノ分 離 シタル ガ如 キ即長 菌 綜 又 ハ分

枝 菌 ノ不染 或 ヒバ難 染 色 部 又 ハ淡 染 而 モ 光 線 張

屈折 部 ニ ョ リテ連 レル ガ如 キ駄 テ呈 スル モ ノ多

シ。 爾 長 菌綜(15乃 至20「 ミクロ ン」)及 ビY字

形 又 ハ直 角 分 枝 セル赤 色菌 モ ア リテ大 抵 ハ ソ ノ

分 枝 部 二 紫赤 色 穎 粒 アル テ常 トス ル モ然 ラザ ル

モ ノモ ア リ。 又 肺 二結 節 テ有 スル モ ノニ於 テハ

其 ノ結 節 二 短 小 ナ ル 赤 色菌 ラ多 ク 見 ル モ ノア

リ。

尚放 線 状 菌 塊 ハ陰 性 二終 レ リ。

第 二 項 「モル モ.卜 」二於 ケ ル實 験

前 記 瀬 川 株 ノ所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 δmg

テ1ccm/0・85%食 盤 水 ニ テ 乳 剤 ニ シ1ccm

宛 テ 「モ ル モ,ト 」5頭(白 黒300-3709三 毛350

9)ノ 腹 腔 内 二接 種 セ リ。

接 種 後 一 般 ニー時 食慾 梢 く減 退 セ ル ガ如 キモ他

ニー 般 状 態 サ シ タル攣 化 ナ ク75頭 ノ内3頭(300

3709)ハ80日 目 二撲 殺 セ リ。 膿 重 ハ`SO--90g

テ減 ズ。

残 リ2頭(300-一 一3509)ハ137日 後 僕 殺 セ リ。 膿

重 ハ最初3009ノ 白 黒 「モル モ。トJ・・309テ 減

ジ3509三 毛 「モル モ ・ト」ハ509ヲ 却 テ 檜 加 セ

ル テ認 ム。

所 見。

a)80日 一 シテ 撲 殺 セ ル ニ噸 ノ「-e7レモ
。ト」ハ

多 少 ノ程 度 ノ差 ア ル モー般 二全 身結 核 テ起 シ肝
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著 シ ク肥 大 シ粟粒 大 結 節 テ以 テ被 ハ レ脾 モ亦 同

ジク肥 大 シ大 小 ノ結 節 テ以 テ被 ハ レ時 ニ ボ ロ ボ

ロニ シテ碑 ケ易 キ傾 向 ノモ ノア リ。

肺 同 ジ ク左 右 共 二大 小 ノ結 笛 テ認 メ腸 間膜 淋 巴

腺 氣 管 枝 淋 巴腺 ハ乾 酪 疑 性 二陥 レル モ ノア リ。

肺 ノ塗 抹 標 本 二於 テ菌 形 一 般 二繊 細 ニ シテ穎 粒

テ雨 端 二含 ム菌 多 シ。 脾 及 ピ肝 二於 テ ハー般 二

梢 ≧細長 キ菌 形 テ呈 シ穎 粒2乃 至3個 テ有 スル

菌 多 キ モ長 菌 綜 ヲ形 成 スル モ ノ甚 ダ稀 ナ リ.腸

間 膜 淋 巴腺 ノ或 ル モ ノニ於 テ波 形 ニ ウ子 リタル

長 菌 綜(15「 ミクロ ン」)テ形 成 スル菌 頗 ル多 ク分

岐 鮎 二紫 赤 色 穎粒 ラ有 ス ル淡 赤 色Y字 形 分枝 菌

モ認 ム ル コ トラ得 ル モ ノア リ。 然 レ ドモ亦 或 ル

モ ノニ於 テ ハ殆 ン ド定 型 的Koch菌 形 叉 ハ小鮎

歌 菌 ノ小 集 團 ノ ミラ見 ル モ ノア リ。

切 片 標 本 二於 テ何 レモ放 線 状 菌 塊 テ認 ム ル ヲ得

ズ。

b)137日 ニ シテ撲 殺 セル2頭 ノ「モ ル モット」モ

同 ジ ク全 身 結 核 テ起 シ 三 毛 ノ 「モ ル モ.ト 」ハ右

肋 膜 織 維 性 癒 著 テ起 セル テ認 メ タ リ。

菌 形 バー 般 二織 細 ナ ル モ ノ多 キ モ大 膿 前 同 様 ノ

所 見 テ呈 ス。 然 レ ドモ菌 集 團 テ見 ル コ ト少 ク菌

撒 一般 二少 キ ガ如 シ。

切 片 標 本 二於 テモ菌 形 略 、同様 ナル モ放 線 状 菌

塊 テ認 メ ザ リキ。

以 上 ノ所 見 テ概 括 スル ニKoch菌 接 種 又 ハ所 謂

Sclerothrix型 結 核 菌接 種 何 レ ノ揚 合 二於 テ モ

分 枝 スル菌 撒 甚 ダ少 キ モ、 兎 二角 生禮 外 二於 ケ

ル ガ如 ク生 艦 内 二於 テ菌 接 種 後 ノ早 期 又 ハ晩 期

二於 テモ長 菌 綜 テ形 成 シ分 枝 スル菌 テ明 カ ニ認

ム ル コ トテ得 タ リ。 省 小 黒胡犬菌 ノ小 集 團 及 ビ分

枝 叉 ハ長 菌 綜 ノ分 離 ス ル ガ如 キ状 テ呈 スル モ ノ

更 二短 小 菌 ヨ リ長 菌 綜 及 ビ分 枝 菌 二至 ル各 種 ノ

不 整 ナル菌 形 テ生 膿 内 二於 テモー 部 見 ル コ トテ

得 タ リ。 而 シテ 兎 二角 雨 者 何 レニ於 テ モ動 物 二

結 核 テ惹 起 スル テ認 メ タ リ。

然 レ ドモ余 ハBabさs及 ビLev・aditi等 ニ ヨ リ

テ 見 ラ レタル所 謂actinomyces二 於 ケ ル放 線

状 菌 塊 テ認 ム ル テ得 ザ リキ。

第 三節 動 物實験 所 見 一於 テ放線 状

菌塊(grainsenmassuesradi6es)

ヲ認 メザ リシ貼 二就 テ

Spitz及 ビLigni6re(1904)ニ ヨ レバ 分 枝 ト コ ノ

放 線 状 菌 塊 ラ作 ル 性 質 トハ 全 然 異 ル モ ノ ー シ テ

何 等Constantノ 關 係 ナ ク 從 ツ テactinomycose

ナ ル 疾 患 ハ 統 一 性 ヲ 有 ス ル モ ノ ナ ラ ズ ト シ、

actinomycesナ ル 語 ハ 軍 二放 線 駄 菌 塊 テ意 味 ス

ル ニ過 ギ ザ ル モ ノ トナ ル モ 語 ノ傳 統 的 錯 雑 テ避

ク ル 爲 メ ニactinophyteナ ル 語 テ 用 ヒ タ リ。

而 シ テactinophytoseastreptothrixハ 條 件 ノ

如 何 ニ ヨ リ テ 生 艦 内 二於 テstreptothricoseト

ナ リ得 ル モ ノ ナ ル コ ト テ謹 明 セ リ。

カ ・ル 見 解 ヨ リ セ バA.Petrone(1884)結 核 性

拶 膜 炎 液 中 ニ ノ・ジ メ テ 之 テ 見CoPPenJones

(1895)・ ・ジ メ テ結 核 患 者 二 喀 疾 中 二認 メJensen

(1918)之 テ 承 認 シLevaditi(1897)及 ビ 其 ノ他

ノ諸 家 ニ ヨ リ テ 實 験 的 二結 核 二於 テ 時 ・々一 時 性

一 見 ラ レ タル放 線 歌 菌 塊(formeact{nophytique

d'aprさsLigniさreetSpitz,grainsenmassues

radi6es)ガ 余 ノ實 験 二 於 テ之 テ明 カ ニ 見 ザ ル モ

不 思 議 ト ス ル ニ 足 ラ ズ 爾 又Magrou(1919)二 依

レバstaphylococcuspyogenesaureusハfo-

rmeactinophytiqueテ 作 リEastwood(1911),

Mayer及 ビMayer(1927-1928)拉 二Zeyland

(1929)ハ 結 核 菌 屍 盟 ノ注 射 ニ ヨ リ テ之 テ作 リ爾

Levaditi及 ビ 其 ノ 共 同 研 究 者(1926,1928)ハ

「テ ル リ ウ ム」油 剤 注 射 及 ビ 「ヴ 。ナ ヂ ウ ム 」注 射

ニ ヨ リ テ 之 ノ生 ズ ル テ 見 タ リ。

既 二CoPPenJones(1893)ガ 云 ヘ ル ガ 如 ク、 カ

ク シ テLevaditi及 ビ其 ノ共 同 研 究 者 等(1928)

ハ 此 ノformeactinophytique・ ・化 學 物 質 虹

二 其 ノ注 射 セ ラ レ タ ル 生 膿 ノ反 磨 ニ ヨ リ テ 起 リ

得 ル モ ノ ト セ リ。

今 余 ノ實 験 結 果 二 見 ル ニ家 兎 二於 テ多 核 白 血 球

ニ テ包 マ ル ・菌 塊 ハ 之 二類 似 ス ル モ ノ ナ ラ ザ ル

ヤ テ 思 ハ シ メ ー ノ生 罷 反 慮 ナ ラ ザ ル ヤ テ否 定 シ
の

得 ズ。
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既 二1900年Bendaガactinomycose二 於 テ

此 ノformeactinophytiquejノ 形 成 二多 核 白血

球 ガ重 大 ナ ル 關 係 ア ラ ン ト考 へ 更 二Zeyland

(1929)・ ・多核 白血 球 殊 二 「エ オ ジン」嗜 好 細 胞 ト

密 接 ナ ル關 係 ア リ ト云 ヘ ル等 ハ余 ノ所 見 ト大 罷

一 致 ス ル モ ノ ・如 シ6

何 レニ シ テ モ 以 上 テ 綜 合 シ テformeactino・

phytiqueノ 、結 核 菌 ノ 瑳 育 圏 二 属 ス ル モ ノ ナ リ

ヤ ハ 疑 問 ナ ラ ン。

第 七 章 所 謂Scler・thrix型 結 核 菌1所 謂 濃 染 穎 粒(C・rpuscules

chromophiles);就 テ

其 ノ出 現 拉 二形 態 、 位 置 及 ビ顯 微 化 學 的 拉 二細

胞 學 的 二之 ラ研 索 セ ン トス。

以 上 ノ研 索 二當 リKoch菌 ノ ソ レ ト比 較 シ從 ツ

テ所 謂 濃 染 穎 粒 ノ経 過的 研 究 テ ナ シ ソ ノ生物 學

的 意 義 テ考 察 シ所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ノ生

物 學 的 意 義 ラ明 カニ スルー 助 タ ラ シメ ン トス。

第一節 所謂濃染穎粒 ノ出現

拉 二消失 二就 テ

一 般 二幼 若 ナ ル菌 二於 テ ハ頼粒 テ有 セ ザ ル テ普

通 トス ル ガ如 キ モ所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ヨ

リ生 ズ ルKoch菌 形 二於 テ ハ頼 粒 テ雨 端 叉 バー

端 二有 ス ル モ ノ多 キ ハ醜 二述 ベ タ リ。

尚3乃 至5%「 エ チー ル・アル コー ル」加0.85%

食 盤 水 又 ハKumbari液 加 馬 鈴 薯吻 片 及 ビ0.05

%乃 至0.1%監 酸 加0.85%食 盤 水 馬 鈴 薯 切 片

叉 ハ 軍 二 〇.85%食 盤 水 馬鈴 薯 切片 上 ノ 嚢 育 盛

ナ ル培 養 二於 テ短 小 又 ノ・小 鮎 状 ノ幼若 菌 二於 テ

モ頼 粒 テ含 有 スル ラ見 加 フル ニ住 吉 ノ攣 法 タ ル

且ohnノ 法 ニ テ分 離 セル初 代 ノ卵 黄 寒 天 上 ノ盛

二登 育 中 ノ培 養 二於 ケ ル幼若 ナ ル結 核 菌 二於 テ

モ穎 粒 テ含 有 ス ル テ以 テ獲 育 盛 ナ ル時 ノ幼弱 ナ

ル菌 二必 ズ シモ穎 粒 ナ シ トハ断 言 ス ル ラ得 ズ。

爾 懸 滴 標 本 二於 テ頼 粒 ナ キ菌 ノ蒸 鱈 水 中 ニ テ1

週 間 ニ シテ次 第 二穎 粒 ノ出現 スル テ見 力 ・ル憂

化 ハ15%「 フォル マ リ ン」液 ニ テ1時 間以 内 二惹

起 セ シ ムル コ トテ得 タ リ。

叉 一 方 卵 黄 寒 天 等 榮 養 良 好 ナル培 養 基 上 二累 代

綴 植 シテ生 ズ ル菌 バー 般 二頼 粒 テ有 セザ ル モ 之

ラ0.85%食 盤 水 二 移 シ約2乃 至3週 間前 後 ニ

シ テ頼 粒 テ有 スル ニ至 ル モ更 二之 テ卵 黄 寒 天 二

纏 植 セ バ次 第 二穎 粒 テ失 フ。

而 シテ陳 蕎 培養 二於 ケル菌 バ ー般 二穎 粒 テ有 ス

ル テ普 通 トスル モ4%沃 度 加 里、4%牛 膿 汁 、

2%「 グ リセ リン」卵 黄 寒 天 二於 テ所 謂Sclero-

thrix型 結 核 菌 トナ ル ニ 及 ブ時 其 ノ出現 最 モ著

明 ニ シ テ培 養 ノ甚 ダ シク陳 薔 トナ ル ニ從 ヒテ頼

粒 清失 ノ 傾 向著 シ 然 レ ドモ亦0.85ζ 食 盤 水 山

芋 切片 上 ノ所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ハ頼 粒 永

緬 的 二存 スル ハ 就述 ノ如 シ。

以 上 テ綜 合 シ尚Valtis(1932)ニ ヨ レバ 濾 過 性

結 核Virusヨ リ生 ズ ル幼 若 ナルKoch菌 形 二

於 テ常 二穎粒 テ有 ス トナ シ又 一般 二初 メ ハ穎 粒

ナ キ菌 モ過 激 ナ ル染 色液 等 ニ ヨ リテ穎 粒 ノ出現

スル テ否定 シ得 ベ カ ラザ ル テ併 セ考 慮 シテ カ ・

ル鮎 ノ ミニ於 テ之 テ考 フル時 ハ此 ノ所 謂 濃 染 穎

粒 ・・菌 ノ存 在 スルmilieuノ 攣 化 叉 ・・菌 自身 ノ

内的攣 化(例 ヘ バ盛 ナ ル檜 殖 時 等)一 ヨ リ從 ツテ

菌 ノprot601ipoideノ 不 安 定 ナ ルColloide駄

態 ノ李均 ノ破 ラル ・一 ヨ リテ 生 ズル ニ ア ラザ ル

ナ キ ヤ。

第二節 形態及 ビ位置拉 二数

大 小不 同 ニ シテ形 態 種 々 ナ ル モ概 子 圓形 又 ハ楠

圓顧 粒 男犬ヲ呈 ス又 ハ時 二欄 圓 ノー 方 ガ劃 然 ト切

リ トラ レタ ル ガ如 キ モ ノ、 又 ハ ボ カ シ タル ガ如

クナ レル モ ノア リ、或 ハ菌 ノ尖 端 二行 ク ニ從 ヒ

テ濃 クナ ル ガ 如 キ モ ノ ア リ(2%沃 度 加 里 水馬

鈴 薯切 片 培 養)。

時 二菌 幅 ヨ リ大 ナ ル モ ノア リ、 又 指 環 ノ如 キ又

ハ隻 球 菌 ノ如 キ或 ハ時 二角 形 テ呈 スル モ ノ ア リ

テー 定 セズ。
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位 置 マ タ甚 ダ不 定 ニ シテ菌 ノ尖 端 及 ビ菌膿 内 二

存 スル ガ如 キ テ普 通 トスルモ所 謂Wandst5ndig

ノモ ノア リ。 爾分 枝 ノ分 岐 鮎 二必 ズ シモ存在 ス

ル トハ限 ラズ。 菌 ノ尖 端 ニ アル モ ノニ シテー 鮎

二終 ル モ ノ ト連 絡 ナ キニ 鮎 二終 リ恰 モ菌 ノ縦 裂

ス ルガ如 キ又 ハdichotomie様 綾 芽 ノ如 キ状 ラ

呈 スル モ ノ ア リ。 其 ノ桶 圓形 ノモ ノハ菌 ノ縦 軸

ト蛇 行 スル ラ常 トス ル モ、 マ タ斜 二存 スル モ ノ

ア リ。

讐 球 菌 形 テ呈 ス ル モ ノハ菌 ノ縦 軸 ト讐 球 菌 形 ノ

縦 軸 トガ拉行 叉 ハ直角 二位 置 スル モ ノ ア リ.3

角形 テ呈 スル モ ノハ尖 端 ニ ア リテ ソ ノ頂 馳 ガ菌

二連 ル テ普 通 トスル モ、3角 ノ邊 ガ菌 二連 ル モ

ノナ キ ニ ア ラズ(0・85%食 盤 水 山芋 切 片 培 養 瀬

川 株)。

撒 マ タ甚 ダ シ ク不 定 ニ シテ5乃 至6テ 算 スル テ

=普通 トス ル モ時 二10乃 至20テ 数 フル モ ノア リ

(4%沃 度加 里 、5%牛 膿 汁、2%「 グ リセ リン」

加 卵 黄寒 天培 養 岡野 株)。

菌 ノ大 小 ト穎 粒 ノ数 ノ多 少 拉 二此 ノ穎 粒 ノ大 小

トソ ノ数 トハ必 ズ シモー 致 セ ズ。 尚頼 粒 ハ遊 離

ス ノレコ トヲ」そ尋。

第三節 所 謂濃染膨大部 ト穎粒

トノ關係

所 謂 濃 染 膨 大部 ノ紫 赤 色濃 染 物 質 ハ菌 内部 二存

セ ズ'シテectoplasme力 叉 ハmembrane上 二

存 ス ル ガ如 ク「ペ ンキ」ノ剥 ゲ カ ・ リタル ガ如 キ

観 テ呈 ス ル モ ノテ時 二見 ル テ得 而 シテ此 ノ際 膨

大 部 ノ輪 廓 ハ微 赤 色 乃 至 淡 青 色 テ トリ内部 二濃

染 頼 粒1乃 至2個 テ明 カ ニ認 ム ル モ ノ ア リ。 故

二所 謂 濃 染 穎 粒 ノ梢 為大 ナ ル モ ノ ト此 ノ濃染 膨

大 部 ハ甚 ダ匪 別 シガ タ キ モ爾 一般 二濃染 膨 大 部

ノ・所謂 濃染 穎 粒 トハ匠 別 セ ラ ルベ キ モ ノニ シテ

恐 ラ ク抗 酸 性沃 度 嗜 好 性物 質 ヲmembraneノ

如 ク蓄 積 サ レタル ガ 如 キ菌 綜 ノー 部 ト考 フル ラ

安 當 トセ ン(MasyMagroノ 穎 粒 参 照)。

第四節 細菌學的一般性質

所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ノ濃 染 穎 粒 ガ無 染 色

標 本 一 テ菌 禮 ノ他 ノ部 ヨ リ光 線 ノ屈 折 強 キハ前

二述 ベ タル モ各 種 ノ染 色 ノ場 合 ニ モ明 カニ之 テ

認 メ得 ル コ トア リ。

省 前 記 ノ如 クGram,Much何 レモ 陽 性 ニ シテ

抗 酸 性、 抗 「アル コー ル」抗 「アル ヵ リ」{生ナ リ而

モ菌 膿 他 部 ヨ リモ其 ノ性 質 張 シ。

Biotノ 法(「 フォル モー ル」脱 色 ノZiehl-Neelsen

攣 法)』 ヨ リ庭 置 スル ニ 「フ,ル マ リ ン」二封 スル

抵 抗 張 シ次 デCzaplewskiノ 法(Ziehl,染 色一 酸

性 亜 硫 酸 曹 達 睨 色一 石 炭 酸 「メ チ ー レ ン」青 染

色)ニ ヨリ酸 性 亜 硫 酸 曹 達 ニ モ 抵 抗 強 ク 前 雨 者

テ混 合 セ ルGavinaノ 法(「 クロ ロ フtル ム」-10

%「 ク ロー ム」酸 一Zieh1染 色一 酸 性 亜硫 酸 曹 達

一40%「 フ
。ル モー ル」-L6ffler染 色)ニ テ 却 テ

明瞭 ナル赤 色 テ呈 ス ル テ見 ル。

尚 瀬 川 株 ノ4%沃 度 加 里 、5%牛 膿 汁 、2%「 グ

リセ リ ン」卵 黄 寒 天 培 養1乃 至2週 間 ノモ ノニ

於 テZiehl-Neelsen法 ノ ミ・一・bテ菌罷 淡 赤 色 二染

リ時 々穎 粒 殊 二菌 ノ雨 端 又 ハ 中央 部 ノ穎 粒 青 色

テ呈 スル テ見 ル。MasyMagro(1912)ニ ョ リ

テ見 ラ レタル所 謂MasyMagroノ 穎 粒 二相 當

ス ルモ ノナ ラ ンモMasyMagroノ 穎 粒 ハ更 二

「メ チー レ ン」青 ノ強 染 ニ ヨ リテ
=染色 ス,レ穎 粒 ニ

シテ菌 ノ雨 端 二厘 支見 ル テ得 、 コ ・二云 フ青 色

頼 粒 トハ異 ル ガ如 キ モ其 ノ位 置 及 ビ前 記 膨 大部

ノアル モ ハ 染 色 ラ考 慮 ス ル時 ハ余 ノコ ・二問

題 トセル所 謂 濃染 頼 粒 ヵ又 ハ前 記 濃 染 膨 大 部 ノ

或 ル モ ノ ト同 一部 ナ ラ ン ト思 考 サル ・ラ以 テ所

謂MasyMagroノ 穎 粒 ハ或 ヒ・・所 謂 濃 染 穎 粒

力又 ハ寧 ロ所 謂 濃 染 膨 大 部 ノ経 過 ノ或 ル時 期 二

相 當 ス ル モ ノナ ラ ンカ。

第五節 顯微化學的蛇 二細胞

學的研究

本研索ハ頗ル複雑 ニシテ多岐 二亙 リ而モ相互關

聯 シ個々別々二記載 スルコト困難ナルモ重複 ス
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ルテ避 ケ便宜上主 トシテ顯微化學的及 ビ頼粒 ノ

m6tachromasie拉 二所謂生禮染色二就 テ述べ

後主 トシテ細胞學的研究ラ記 シ次 デ是等 テ総括

セ ンo

第 一 項 主 トシ テ顯 微 化學 的 研 究

弱Lugol液 テ以 テ 染 色 スル ニ、 黄 色 二染 リ強

Lugol液 ニ テ・・菌 膿 幾 分褐 黄 色 ラ呈 シ穎 粒 梢 支

褐 色 テ呈 ス故 二穎 粒 ハ 「グ ラ ヌ ロー ゼ」ノ反 慮 テ

呈 セ ズ、 爾 沃 度 硫 酸 反 慮 ニ テ青 色 乃 至 紫 色 テ ト

ラ ズ。

Bestノ 「グ リ コー ゲ ン」染 色(「デ キ ス トロー ゼ」

'飽 和 「フ
ォル マ リ ン」固 定)ニ テ菌 拉 二穎 粒 染 色 セ

ザ ル ガ如 シ故 二穎 粒 ハ「グ リコー ゲ ン」テ主 膿 ト

ス ル モ ノニ ア ラ ザ ルベ シ。

Mucikarmin(G.)ニ テ菌 膿 拉 二 頼粒 染 色 セ ズ。

Lugol及 ビ25%硫 酸 ニ テ 鬼 置 ス ル モ穎 粒 ハ青

色 乃 至赤 色 テ呈 セ ズ爾Golodetzノ 法 ニ テ庭 置

ス ル モ 何 等 ノ反 慮 ヲ 呈 セズ故 二 穎 粒 ・・Chole-

sterinテ 主 栂豊 トス ル モ ノニ ア ラザ ルベ シ。

所 謂Feuglenノ 核 反 慮(定 規 賂 酸 ニ テ塵 置 シ亜

硫 酸 瓦斯 ニ テ還 元 セ ル 「フ ク シ ン」染 色)ニ テ菌

禮 モ穎 粒 モ赤 色 テ トラ ザ ル ガ如 ク故 二Thymo。

nuclein酸 テ特 二穎 粒 ガ 含 有 スル ト・・言 ヒガ タ

シo

更 二、 顧 粒 ハBenzidin-peroxydase及 ビ α一

Naphtol。peroxydase拉 二 〇xydase反 磨 ス ベ

テ 陰 性 ニ シ テ 筒Guajaktinktur-oxydase及 ビ

peroxydase反 慮 亦 陰 性 ナ リ。

Paraphenylendiamin・oxydase及 ビperoxdase

反 慮 蛇 二 所 謂Nadi-Reaktion(α 一Naphtol-Di・

methylparaphenylendiaminbase-Reaktion)ノ

諸 反 癒 ニ テ 多 ク ハ1時 間 以 内 二 紫 色 乃 至 青 色 テ

呈 セ ザ ル モ殊 二Nadireaktion二 於 テ ハ1萱 夜

経 過 後 二穎 粒 深 青 色 二染 リ菌 禮 殆 ン ド色 ナ ク梢

深 青 色 ノMembraneテ 有 ス ル ガ 如 キ又 ハ 頼 粒

及 ビ彼 ノMembraneノ ・紫 色 ヂ呈 ス。 爾Chlo-

roforme,6ter,alcool等 ニ テ前 庭 置 セ ル モ ノ

ニ モ 穎 粒 ノ形 梢 支不 整 トナ ル モ カ ・ル 呈 色 テ ナ

シ殊 二昇 乗 飽 和 水5時 間 固 定 ノ モ ノ ニ 愈 ヒ明 力

而 モ1時 間 内外 ニ シテ現 ハ ル ・テ見 又 加 温80。C

5分 間 ニ テ省 梢 曳膨 大 シテ明 カニ出 現 ス。

余 ・・其 ノ反 慮 時 間 及 ビ後 二記 ス ルNilblau及 ビ

Naphtolblauノ 染 色等 テ考 慮 シテ コハoxydase

及 ビperoxydase反 磨iニ ア ラズ シテ染 色 ナ ラ ン

ト思 考 ス。 尚Unna/RongalitweiBmethode

ニ テ穎 粒 ノ ミ染 色 ス ル トハ云 ヒガ タ シ故 二頼 粒

ガSauerstofforteト ハ云 ヒガ タ シt、

叉穎 粒 ハPh.8.0及 ビ6.0ノ 「ト リ プ シン」液

50。C1時 間 又 ハ37。C1豊 夜 ニ シ テ影 響 ナ キ ガ

如 シ。 更 二 〇.1%盤 酸 「ペ プ シ ン」水溶 液 中 ニ テ

同様 ニ シテ影 響 ナ キ ガ如 シ。

而 シテ頼 粒 ・・100℃ ノ水 溶 液 ニ テ1乃 至2分 ニ

シテ形 ラ攣 ズ ル ガ如 シ。

爾5%ヌ ノ・飽 和 炭 酸 曹 達 水5分 間 又5%苛 性 曹

達 水5分 間作 用 セ ≒ム ル モ穎 粒 ハ溶 解 セ サ ル ガ

如 ク次 亜 盤 素酸 加 里液 ニ モ5分 間 ニ テ同 ジ ク溶

解 セ ザ ル ガ如 シ。

5%硫 酸 又 ハ 盤 酸 ニ テ15分 間作 用 セ シム ル モ

筒溶 解 セザ ル ガ如 ク25%硝 酸 又 ハ盤 酸 ニ テ5分

乃 至10分 間 ニ テ 溶 解 セザ ル ガ 如 キ モ 第 四 日本

藥 局 方硫 酸2乃 至5分 ニ シテ殆 ン ド穎 粒 ノ浦 失

テ見 ル。

叉1%錯 酸10分 間 ニ テ 何 等 ノ影 響 ヲ 蒙 ラ ズ5

%錯 酸 亦10分 間 ニ テ影 響 ナ キ ガ如 シ。

「アル コー一・・一.ル」、 「エ ー テル」等 分 液5分 間 作 用 後

「ア セ ト ン」、「キ シロ・一 ル」及 ビ「ク ロ ロ フォル ム」

ノ順 序 一 テ各5分 間 宛 作 用 セ シムル ニ影響 ナ キ

ガ如 シ。 省 各10分 間 ニ テ モ 大 部 分影 響 ナ キ ガ

如 シ。 爾Petitノ 法(10日 間 「ク ロ ロ フ4ル ム」10

日間 「エー テル」次 デ10日 間 無 水 「ア ル コー ル」)

一 ヨ リ脱 脂 後 モ大 部 分 穎 粒 二影 響 ナ ク、穎 粒 ノ

m6tachromasie一 層 明 カ トナ ル傾 向 ア リ.

更 二抱 水 「クロ ラー ル」飽 和 水 溶 液 蚊 二 「アル コ

ー ル」溶 液5分 間 作 用 セ シム ル モ 影 響 ナ キ モ ノ

ノ如 シ。

一 般 二 同 ジ穎 粒 ニ テモ
、 ヨ リ榮 養 不 良 ナ ル養 基

ノ菌 叉 ハ培 養 初 期 或 ヒバ末 期 ノ菌 ノ穎 粒 程 是等

ノ試 瞼 ニ テ影 響 テ受 ケ易 キ ガ如 シ。
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爾 以 上 ノ試 験 二 於 ケ ル頼 粒 ノ憂 化 ノ検 定 ハfri-

schニ テ検 微 鏡 下 二 見 得 ル モ ノ ア ル モ然 ラザ ル

モ ノハKUhhne,L6fHer,Giemsa,且eidenhain

鐵 且aematOXylin等 ノ後 染 色 テ ナ シ 封 照 ト比

較 セ リ.

穎 粒 ハ 又 「ル テ ニ ウ ム 」赤 ニ テ 幾 分 濃 染 ス。 尚 更

二穎 粒 ハMillon液 ニ テ 反 鷹 ナ クXanthopro-

tein,Biuret各 反 慮 陰 性 ナ リ.

以 上 ノ鮎 ノ ミ ニ ヨ リ考 察 ス ル ニ穎 粒 ハ含 水 炭 素

ラ主 禮 トス ル モ ノ ニ ア ラ ザ ル ベ ク又Mucin,」 又

ハ 蛋 白 質 テ 主 艦 ト ス ル トモ云 ヒ ガ タ クoxydase

叉 ハperoxydase穎 粒 トモ 構 シ ガ タ ク又Meyer

/volutineト モ 云 ヒ難 ク 脂 肪 溶 解 性 物 質 二 封

ス ル態 度 等 二 疑 義 ア ル モindoph6nophilieノ 鮎

テ 考 へ 恐 ラ ク ハ1ipoide檬 物 質 二 近 似 ス ル 複 雑

ナ ル 物 質 ナ ラ ン カ。

第 二 項 穎 粒 ノm6tachromasie拉 二

生 禮 染 色 二 就 テ

1)頼 粒 ノm6tachromasie二 就 テ。

Unna/polychromesMethylenblau酷 酸 重

「ク ロ ー ム」酸 加 里 染 色 ニ テ穎 粒 ハ 紫 赤 色 二染 リ

菌 禮 ・・青 色 テ ト リm6tachromasie明 ヵ ナ リ。

又Mansanノ 液(瑚 砂methylenblau)ニ テ モ

穎 粒 ノm6tachromasieヲ 見 ル テ得Nicolleノ

液(石 炭 酸thionin》 ニ テ 染 色 幾 分 困 難 ナ ル モ ノ

ア ル モA.Petitノ 法(10日 間Chloroforme,

10日 間6ther,10日 間 無 水alcool)ニ テ 腕 脂 シ

タ ル モ ノハ 穎 粒 紫 赤 色 乃 至 赤 色 テ ト リ菌 禮 淡 紫

青 色 テ ト リ穎 粒 ノm6tachromasieテ 見 、 又

Bordet-Gengoux(石 炭 酸toluidinblau)液 ニ テ

モ 穎 粒 ノm6tachromasie明 瞭 ナ リ.又0.2%

Kresylblau水 溶 液 ニ テ頼 粒 ノm6tachromasie

明 カ ナ リ、尚Kifhne(石 炭 酸methylenblau)及

ビL6ffler(「 ア ル カ リ」methylenblau)液 ニ テ モ

加 温 又 ・・1叢 夜 染 色 一 テ穎 粒 ノm6tachromasie

テ明 カ ニ 認 ム。 爾 卵 黄 寒 天2週 間 前 後 ノKoch

菌 二 於 テ モKUhne又 ハL6ffler液 ニ テ殊 二 雨

端 二m6tachromasieノ 穎 粒 ラ 見 ル コ ト屡 支 ナ

リ。

然 レ ドモー 般 二以 上 ノ 色 素 ノalcool加 水溶 液

又 ハ軍 二水 溶 液 テ以 テ染 色 スル ニ穎 粒 明 カ ニ染

色 スル モm6tachromasieハ 以 上 ノ張 染 色 液 テ

以 テ ス ル程 明 カ ナ ラ礼

爾Carbol-Nilblausulfate,Naphtolblauニ テ

ハ穎 粒m6tachromasieテ 呈 セズ シテ深 青 色 二

濃 染 ス。

2)所 謂 生 禮,染色 二就 テ。

a)Methylenblau(且.,G.)0.02%溶 液 ニ テ所

謂 生艦 染 色 ス ル ニ 菌 罷 ハ、 淡 青 色 二 染 リ頼 粒

m6tachromasieテ 呈 シ 紫 赤 色 テ 呈 スル モ ノ多

シ、 又 襲 育 時 期 ニ ヨ リテノ、穎 粒 深 青色 二染 ル モ

ノ ア リテー 定 セ ズ。0.85%食 盤 水 馬 鈴 薯 切片6

ケ月培 養 ノモ ノハm6tachromasieテ 呈 セ ズ シ

テ穎 粒 深 青 色 二染 色 スル コ ト多 シ。 而 モKoch

菌 ノ穎 粒 テ 有 スル モ ノハ 稀 二雨 端 又 ハ 中央 二

m6tachromasieテ 呈 スル 穎 粒 ラ 見 ル モ多 クハ

青 色 穎 粒 ニ シテ三 般 二染 色 困 難 ナ リ。

b)Toluidinblau,0.02%溶 液 ニ テハ前 者 ヨ リ

モ穎 粒m6tachromasieテ 呈 シ易 シ。 殊 二5%

牛臆 汁、4%沃 度 加 里 、296「 グ リセ リ ン」卵 黄

寒 天 及 ビ0・85%盒 盤 水 山 芋切 片 培 養菌 二於 テ

著 シ然 レ ドモ 前 記 ノ0.85%盒 懸 水 馬 鈴 薯切 片

培 養 菌 ハ穎 粒m6tachromasieヲ 呈 シガ タ シ。

c)CresylblauO・05%-0.1%溶 液 ニ テ
、 穎 粒

m6tachromasieテ 呈 セザ ル モ ノ多 シ 即 菌 艦 淡

青 色 二染 リ穎 粒 深 青 色 二染 ル。

d)JanusgrUn,0.01%-0 .02%液 ニ テ染 ラ

ズ。 ソ レ以 上 ノ濃 度 二於 テ モ明 カ ニ穎 粒
、 菌 膣

共 二 染 ラザ ル ガ如 シ.省0・02%液,染 色標 本 ノ

乾 燥 テ防 ギ テ370Cノ 解 竈 二納 メ24時 間後 明 カ

ニ菌 膿 拉 二穎粒 染 色 セ ザ ル ガ如 シ
。

e)Neutralrot ,o.01-{).05劣 ニ テ穎 粒 ・・赤 色

乃 至 灰 赤 色 テ呈 シ菌 膿 ハ淡 灰 色 テ呈 ス。

卵黄 寒 天培 養2乃 至3週 ノKoch菌 二於 テハ大

部 分 ハ染 ラザ ル モ時 二灰 色 テ呈 スル菌 ノ雨 端 又

ハ 中央 部 二赤 色 ノ穎 粒 テ認 ムル モ ノア リ
。

然 レ ドモ前 述 所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 デ普通

寒 天(Ph7・2)二 移 植 後2乃 至3週 ニ シテ爽 育 中
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ノモ ノ又 ハ普 麺寒 天 培 養 数 代 綴 植 ノKoch菌 形

二於 テ ハ大 部 分 雨 端 又 ハ 中央 二鮮 明 ナ ル赤 色穎

粒 テ見菌 罷iハ灰 色 ラ呈 スル テ見 ル。

f)Nilblausulfate,0・003-0.005%溶 液 ニ テ

穎 粒 深 青 色 一小 ナ ル鮎 ト シテ染 リ菌 艦 カ ス ヵ 二

青 染 ス ル モ ノ アル モ0.01--O.1%二 於 テ穎 粒 深

青 色 二濃染 シ菌 龍 淡 青 色 二染 ル テ認 ム ル モ穎 粒

ノm6tachromasieラ 認 ム ノレラ得 ズ。

前 述 ノ普 通 寒 天 培 養 ノKoch菌 形 ハ前 同様 二染

色 ス ル モ卵 黄 寒 天 培 養 ノモ ノハ0.01%ノ 濃度 二

於 テ ハ染 色 スル コ ト困 難 ナ リ。

以 上 ノ所 謂 生 膿,染色 二於 テ色素 溶 媒 ハ10%fザ,

カ ロー ゼJ水 溶 液 テ以 テ シ〔).]%色 素溶 液 テ原 液

ト シテ製 シ タ リ。

色 素液 ト菌 トノ混 和 後 直 二覆 蓋 硝 子 ニ テ被 ヒ鏡

検 セ リ。 而 シテ念 ノ爲 メ以 ヒノ色 素 濃 度 二於 テ

菌 トノ混 和後 乾燥 テ防 ギ テ5時 間 放 置 シ之 テ卵

黄 寒 天 二移 植 シテColonieノ 無 撒 二登 生 スル ラ

見 タ リ。 卵 黄 寒 天 培 養Koch菌 子 同様 ニ シテ

37。Cノ 卵孚塞笹i二糸内メ24時 間後 検 ス ノレニ 崖fハb

Methylenblau,Toluidinblau,Cresylblauニ テ

李 等 二淡 紫 青 色 二染 リNeutralrotニ テ菌waZF一

等 二微 赤 色 二染 リ尚 コ レ ラテ卵 黄 寒 天 二移 植 ス

ル ニ無 撒 二.Co10nieテ 登 生 シ封 照 ト同程 度 二良

好 二登 育 ス ル テ認 メ タ リ。

以 上 ノ穎 粒 ノm6tachromasieテ 見 ル ニ、 本來

corpusculesm6tachromatiques/metachro。

masieハ 生 艦 染 色 二於 テ殊 二Methylenblau,

Nilblauニ テ 紫 赤 色 テ呈 ス ル テ 普 通 トスル(E.

Roman,1930)モ ノナル ニ 此 ノ問題1・ セ ル濃染

頼 粒 ハNilblau二 於 テ ハ全 然m6tachromasie

ラ呈 セ ズ 爾Cresylblau,Methylenblau二 於 テ

モ明 カ ニm6tachromasieテ 呈 ス1… 云 ヒガ タ

キガ 如 シ、却 テ強 染 色 テ以 テ セバMethylenblau

二於 テ明 カ ニ之 テ見 ルハ所 謂Corpusculesm(S-

tachromatiquesト 云 フテ得 ザ ルガ 如 シ。

第 三 項 主 トシテ細 胞 學 的研 究

Flemming液1書 夜 固定2%「 オ ス ミウ ム」酸1

時 間 牛 ニ テ穎 粒 モ、菌 膿 モ染 ラズ街Flemming

液 又 ハChampy液 ニ テ10日 間 固定 後 幾分 菌 罷

モ穎 粒 モ灰 色 ラ呈 ス ル モ ノアル モ特 二穎 粒 黒 色

ラ呈 スル テ認 メ ズ爾 「オ ス ミウ ム」酸 庭 置後 長 ク

水 洗 シ 「アル コー ル」ニ テ 後 庭 置 ス ル モ 同様 ナ

リ。 又Fontana-Tribondeau(註A.Calmette:

LaVaccinationpr6ventivecontrelatuber。

culoseparle``BCG";P.139-141.)ノ 法 ニ

テ鍍 銀 スル ニ菌 膣 黄 色 乃 至 褐 灰 色 テ呈 ス ル モ穎

粒 ハ黒 色 テ呈 ス。

「メチー ル ・アル コー ル」或 ヒバ弱Flemming液

固定 後Giemsa染 色 一 テ菌 艦 他 部 ハ青 色 、穎 粒

ハ紫 赤 色乃 至赤 色 テ呈 ス ル モ ノ多 キ モ時 二頼 粒

深 青 色 二染 ルモ ノ ア リ。 又 ハ長 菌 綜 ニ シ テ穎 粒

ハ紫 赤 色 二染 リ菌 膿 ノ或 ル頼 粒 間 ノ ミ青 色 二染

リ他 ハ赤 色 ヲ トル モ ノ叉 ハY字 形 ノ雨分 枝 ノ ミ

赤 又 ハ青 色 二,染リ原 菌 綜 其 ノ反 封 二染 ル モ ノ ア

リ又 直 角分枝 ノ ミ青 色 二染 リ原 菌 綜 ト思 ハ ル ・

モ ノ赤 色 テ呈 スル ラ見 ル。 故 二分 枝 モ亦 青 色 赤

色何 レテ モ トリ得 ル モ ノ アル テ認 ム。

カ ・ル染 色 ノ相 違 ハ培養 基 ノ如 何 菌株 ノ如 何 二

關 セザ ル ガ如 ク尚Koch菌 ト所 謂Sclero七hrix

型 結 核 菌 トノ關係 及 ビ所 謂Sclerothrix型 結 核

菌 ノforme6volutiveテ 此 ノ染 色 二就 テ見 ル

ニ彼 ノ新 生 菌 ナ ル短 小菌 ニ シテ青 色菌 ア リ赤 色

菌 ア リ又forme6volutiveニ シテ 青 色 ア リ赤

色 ア リテー 致 セ ザ ル ガ如 シ。 故 ニ カ ・ル染 色 ノ

相 違 テ以 テ菌 ノ新 薔 ラ断 言 シ得 ザ ル ガ如 シ。 ト

ニ角 此 ノ染 色 二於 テ化 學 作 用 ラ異 一 ス ル頼 粒 テ

同 一 菌 禮 中 二見 ル ヲ得 尚 結 核 菌 二化學 作 用 テ異

一 ス ル菌膿 テ匠 別 シ得 而 モ同 一 菌 盟 二於 テ モ殊

二所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 二於 テ各 穎 粒 間部

又 ハ分 枝 ト菌 幹 ト染 色 ラ異 一 スル モ ノアル ハ注

目 スル ニ足 ル ト思 考 ス。

次 二昇 天 「ア ル コ ー ル」固 定Heidenhain鐵

且aematoxylinニ テ黒 色 乃 至 紫灰 色 二頼 粒 ハ染

リ菌膿 ヨ 膿 染 ス.f"iDerafieldHaemat・xylin

ニ テ濃 紫 色 、叉 ハ淡 紫 二,染 リ菌 膿 ヨ リ幾分 濃 染

ス・1%Haematoxylin水 溶 液 ニ テ モ黒 紫 色乃

至 紫 色 二染 リ穎 粒 同 ジク菌 膣 ヨ リ濃染 ス。 然 レ
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ドモ 経 過 ノ進 ミ タ ルforme6volutive一 於 テ

ハ 穎 粒Haematoxyiin二 染 ラ ズ シ テ 光 線 ノ屈

折 大 ナ リ而 シ テ 却 テ 菌 龍 梢 支濃 染 ス ル ハ 注 目 二

値 ス。

更 二昇 禾 飽 和 水 又 ハ 「フ 。ル マ リ ン」固 定 或 ヒバ

frisch一 テDimethylamidoazobenzol及 ビ

Herxheimer/Scharlach-Rot=テ 穎 粒 菌 艦

共 二 明 カ ニ 染 ル テ 認 メ ズ 爾Sudanlll「 ア ル コ

ー ル」飽 和 液 ニ テ モ 染 ラザ ル ガ 如 ク爾Ciaccio

ノ法 ニ テ 染 ラズ 。

然 レ ド モ前 記 ノ如 ク頼 粒Haematぐ)xylin一 テ

染 ラザ ルforme6▽oluti▽eニ テ ノ、頼 粒Ciaccio

陽 性 トナ リ 殊 二 α一Naphtol-Alkali-「 ア ル コー

ル 」-SudanlII及 ビa-Naphto1-Alkali-「 ア ノレコ

ー ル 」-Scharlach-Rot二 染 ノレニ 至 ル
。

省Eisenberg/Nilblau-Base(Nilblau-Alkali,

Nilblau-Alkali-「 ア ル コー ノレ」)ニ テ 頼 粒 ・・赤 色

二 菌 膿 ハ 青 色 テ1・ リforme6volutive二 於 テ

モ 同 様 ナ リ 而 シ テNilblau,Naphtolblauハ

forme6volutive二 於 テ ハ 深 青 色 二染 リ穎 粒 ハ

m6tachromasieテ 皇 セ ズ
o__」」●

最 後 二Altmann液 固 定(37。C1豊 夜)又 ハ、

Champy液 固 定(室 温14日 間 ニ シ テAltmann

,染色(Aurantia又 ハ 「ヒ.クリ ン」酸 脱 色)一 テ菌

禮 黄 色乃 至 赤 黄 色 ヲ トリ穎 粒 黒 色又 ハ黒 赤 色 テ

呈 ス尚Benoit液 ニ テ氷 室1蓋 夜 又 ハ室 温3日

間 固 定後 二Hollandeノ 法(Altmann-fuchsin染

色 後 、燐 「モ リブ デ ン」酸Methylblau-Aurantia)

ニ ヨ リ染 色 ヲ ナ ス ニ穎 粒 ・・黒 色菌 膿 ハ淡 赤 色又

ハ灰 色 テ呈 ス。

以 上 ノ所 見 テ以 テ考 察 スル ニforme6volutive

二於 テ穎 粒 ・・Haematoxylin二 染 色 セズ シテ

却 テ菌盟 梢 丸濃 染 ス ル ニ至 ル ガ如 キ テ考 慮 シ尚

穎 粒 ノ形 態 拉 二 位 置等 テ 併 セ 按 ジテ 核 染 色 二

最 モ用 ヒ ラル ・Haematoxylin及 ビGiemsa

染 色 ニ テ核 願似 ノ染 色 ヲナ ス1・モ核 トハ断 ジ難

キ ガ如 シ。 且Giemsa染 色 ニ テ該 物 質 各 個 ノ染

色 異 ル コ トモ考 慮 ス ル テ要 シ、 術Hefenuclein

酸 ノ例 外 ア リ ト ス ル モFeuglen反 慮 ニ ヨ リ

Thymonucldn酸 ノ存 在 ナ キ モ ー ノ考 慮 二 一置ク

ニ 足 ル ト信 ズ。

更 二又 固 定 標 本 二於 テmitochondria染 色 ニ テ

黒 赤 色 ラ呈 ス ル コ トア ル モJanus-grifnノ 生 艦

染 色 陰 性 ナ ル 鮎 ヨ リmitochondriaニ ア ラザ ル

ガ如 シ。而 シ テ此 ノ穎 粒 ハSilberimpr乞gnation

陽 性 ナ ル モ 「才 ス ミ ウ ム」酸 ニ テ染 ラ ズ 故 二 所 謂

Golgiノ 装 置 ト・・云 ヒ難 キ モA.Guilliermond

(1929)ハ 酵 母 其 ノ他 ノ植 物 細 胞 ノGolgiノ 装

置 ノ研 究 二 於 テ該 装 置 ノ 「オ ス ミ ウ ム 」酸 二封 ス

ル態 度 ハ 頗 ル 不 規 則 一 シ テ 而 モ 生 膿 染 色 二於 テ

此 ノ装 置 テ 見 ル テ得 ズ 。 此 ノ 置 ハVacuome

中 二存 ス ルColloide拉 二mitochondriome/

Colloideノ 性 質 二陰帯ス 〈ごキ モ ノ ト セ リ。 債i飢 二

M.Parat(192S)ハ 動 物 細 胞 二於 テ 同 様!見 解

テ登 表 シ居 レ リ。

然 ル ニ余 ノ前 記 實 験 ノ結 果 所 謂Sclerothrix型

結 核 菌 ノ穎 粒 ・・mitochondriomeニ ァ ラ ザ ノレ

ガ 如 ク而 モNeutralrotノ 生 膿 染 色 二 於 テ 赤 色

テ トル テ 見 更 二 其 ノ形 態 位 置 及 ビ撒 拉 二前 記 或 ,

ル 種 ノ實 験 等 テ 併 セ考 慮 シ テParat ,Guillie-

rmond等 ノ意 味 二 於 ケ ルvacuomeナ ラ ザ ル

ヤ テ思 ハ シ ム ル モ 該 穎 粒 ハ 前 記 ノ如 クvolutine

ヲ 主 罷iト ス ル モ ノ ニ ア ラ ザ ル ベ ク前 記m6tac-

hromasieノ 鮎 テ考 慮 セ バParat,Guilliermond

等 ノ意 味 二 於 ケ ルvacuomeト モ 云 ヒ ガ タ キ ガ

如 シ。

余 ハEIE二 此 ノ穎 粒 ノindoph6nophilieノ 鮎 二 於

テ1ipoide様 物 質 二 近 似 セ ル 複i雑 ナ ル 物 質 ナ ラ

ン ト云 ヒ更 二脂 肪 溶 解 性 物 質 二 封 シ テ 相 當 ノ低

抗 テ有 スル ・・第 一 項 二 於 テ 述 ベ タル モA.Meyer

(1899-1904)二 依 レ バ 菌 禮 内 部 二 存 ス ル脂 肪 ハ

無 水 「ア ル コー ル 」、 「ク ロ ロ フ、ル ム」 ノ作 用 テ

受 ケ ズ トス ル モ 債iDimethylamidoazobenzol

染 色 及 ビGram染 色 拉 二抱 水 「ク ロ ラー ル 」二

封 ス ル 態 度 等 ヨ リ シテMeyerノ 構 ス ル 脂 肪 穎

粒 トモ 異 リ、 爾Eisenbergノ 脂 肪 穎 粒 トハ

Nilblau,Naphtolblau染 色 等 ヨ リ旺 別 ス ル テ

得 而 シ テNilblau及 ビNeutralrot二 封 ス ル
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・一 部 ノ態 度 ヨ リLipofuscin(Borst)ラ 考 慮 セ ザ

ル ベ カ ラ ザ ル モ1・ipofuscinハSilberimpr蕊 一

gnation陰 性 ナ ル テ 以 テ 異 ル 。

脂 肪 酸 又 ハSeifen・ ・Ciaccio陽 性 ナ ル テ 以 テ

Neutralrot二 染 色 ス ル モ 所 謂Sclerothrix型

結 核 菌 ノ穎 粒 トハ 異 ル 。

爾 又A.Petitノ 脱 脂 法 ノ如 キ長 期 二亙 ル無 水

「ア ル コ ー ル 」二 封 ス ル 抵 抗 及 ビNilblau染 色

不 攣 性 ニ ヨ リmyelinigeSubstanzenト ハ 云

ヒ難 キ ガ 如 シ。更 二Nilblau二 深 青 色 二染 ル ガ

・故 二Glycerinester,Cholesterinesterト モ 異 ル

ガ 如 クー 般 二 「オ ス ミ ウ ム」酸 二 封 シ テprim乞re

undsekund5reSchw5rzung共 二 陰 性 其 ノ他

ノ脂 肪 染 色 色 素 二 封 ス ル 貼 等 ヨ リ全 然 ノ脂 肪 性

穎 粒P、 断 ジ 難 キ ガ 如 ク叉Nilblauニ テ 深 青

色 ヲ 呈 ス ル ガ 故 二 此 ノ頼 粒 ハ 酸 性 反 慮 テ呈 ス ル

ガ 如 キ モEisenberg/Nilblau-base一 テ赤

色 テ ト リ菌 艦 青 色 テ呈 ス ル ハ ー ノcolloideノ 性

ラ 思 ハ シ メ更 二forme6volutiveノ 頼 粒 ノ、

lCiaccio陽 性 トナ リHaematoxylin二 染 ラ ズ}F
、

,α一Naphtol/Beizung二 於 テAlkali-「 ア ル コ

ー ル 」-SudanIII又 ハScharlach-Rotニ テ赤

色 二 染 ル テ 以 テ 、 更 二 脂 肪 二 近 似 ノ モ ノ即 所 謂

Granuleslipides(Guilliermond)(註 、文 献No.

216(Guilliermond);Nadir6action陽 性 、

osmior6duction陰 性 、alcoo1ノ 長 期 浸 漬 ニ テ

形 テ 攣 ズ ル ノ ミー テNadi陽 性 、Soudan「 ア ル

コー ル 」液 ニ テ 陽 性 、CorpusculesラB.meg-

aterium二 見 タ リ)、 様 二 移 行 ス ル モ ノナ ラ ン

カ。

第 四項 所 謂 濃染 頼 粒 二就 テ ノ所 見徳 括

余 ノ前 項 二於 テ所 謂 濃 染 穎粒 ・・Colloide様 物

質 ニ シテ而 モ廣 義 二於 ケルlipoide様 物 質 ナ ラ

ンモ全 然 ノ脂 肪 性 頼粒 トハ断 ジガ タ ク脂 肪 二近

似 ス ル所 謂granuleslipides(Guilliermond)二

移 行 スル モ ノナ ラ ンカ ト述 ベ タ リ。

而 シテー 方所 謂 濃 染 頼 粒 ノm6tachromasieラ

再 検 スル ニー 般 二張 染 色液 テ以 テス ル時 又 ハ或

.ル程 度 二経 過 ノ 進 ミタ ル時 期 ニハm6tachro一

masie頗 ル明 カ ー シテ所 謂 生艦 又 ハPostvital

染 色 二於 テm6tachromasie比 較 的 明 カ ナ ラザ

ル ハ恐 ク或 ル刺 戟 二依 リ菌 原 形 質 ヨ リ此 ノ穎粒

ガ、 ヨ リー 層 劃 然 ト分 離 サル ・ニ ア ラザ ル ヤテ

思 ・・シメ更 二所 謂Sclerothrix結 核 菌 ヨ リ新 生

スルKoch菌 形 二於 ケ ル穎 粒 ノ状 態 尚所 謂 濃染

頼 粒 ノ出 現 拉 二清 失 二就 テ述 ベ タ ル前 記 事 項其

ノ他 ラ綜 合 シNilblau二 封 スル 態 度等 テ併 セ

考 慮 シテ兎 二角菌 原 形 質 ノー一部 ノprot601ipoide

ノ不 安 定 ナルColloide状 態 ノZF均 ノ破 ラル ・

ニ ヨ リテ隔 離 サ ル ・爲 メ ナ ラ ンカ。

故 二此塵 二問題 トセ ル所 謂 濃 染 頼 粒 ハ如 何 ナ ル

條 件又 ハ程 度 ナ リ トモ兎 二角 菌 原 形 質 ノー 部 ノ

prot601ipoideノ 不 安 定 ナルColloide歌 態 ノzF一

均 ノ破 プル ・ニ ヨ リテ隔 難 サ ル ・lipoide様 物

質 更 二forme6volutive二 於 テノ、所 謂granules

lipides(Guilliermond)様 物 質 ヲ 主 禮 トスル モ

ノナ ラン ト思 考 サル。

第 六節 所 謂濃 染穎 粒 ト結 核菌 ノ

forme6volutive二 屡 く現 ノ・ノレ・

所 謂 不染叉 ハ難i染色部 トノ關

係 蛇 二所 謂濃 染 穎粒 ノ生物

學 的意義 一就 テ

カ ノー 般 二結 核 菌 ノ抗 酸 性 部 二介 在 ス ル 淡 染 又

ハ 不 染 色 部 即CoppenJones(1995)ノ 構 ス ル 室

胞 或 ヒ ・・Koch(1884)及 ビFIUgge等 ガ 芽 胞 ト

稻 ・セ シ モ ノ、 又 ハE・Roman(1930)ノ 葎}ス ル

Granulationindiff6renteノ ・所 謂Sclerothrix

型 結 核 菌 二 於 テ 屡 支Eisenberg/Nilblau-base

ニ テ赤 色 テ ト リ菌 禮 他 部 青 色 二染 ル
、 而 シ テ 所

謂 濃 染 穎 粒 モ 前 述 ノ如 ク赤 色 ヲ トル 。 カ ・ル 事

實 ト所 謂 濃 染 穎 粒 ノHaematoxylin二 染 ラ ザ

ル 時 期(註 ・SudanIII,Scharlach-Rot二 染 色

(a-NaphtolBeizungニ ヨ リ)ス ル 物 質 二 座 迫

サ ル ・爲 メ ニHaemat・xylin染 色tr物 質 ノ移

動 ニ ヨ ル カ)二 却 テ菌 綜Haematoxylin二 梢k

濃 染 ス ル ニ至 ル テ 考 慮 シ又 α一Naphtol/Bei-

zungニ ヨ ルScharlach-Rot及 ビSudanIII
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ニ テ所 謂 濃 染 穎 粒厘 丸赤 色 二染 リ爾 余 ガ 第 四章

二於 テ 述 ベ タル 所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ノ

fragmentationノ 際 所 謂 濃 染穎 粒 ノ難 染 スル ニ

至 リ途 二其 ノ部 ヨ リ菌 ノ分 離 ス ル テ併 セ按 ズ レ

バ彼 ノ抗 酸 性 部 二介 在 スル淡 染 又 ハ不 染 色部 ハ

所 謂 濃 染 頼 粒 ノ経 過 ノ進 ミタル モ ノナ ラザ ル ヤ

テ思 ハ シム。 而 シテ カ ・ル揚 合 ニ ハ却 テ反 封 ノ

意 味 二於 ケル菌綜 テ吾人 ノ所 謂 濃 染 穎 粒 ト誤 認

スル ニ ア ラザ ル テ考 フル モ ノナ リ。 故 二此 ノ際

本 來 ノ所 謂 濃 染 穎粒 ハ不 、染叉 ハ淡 染 又 ハ難 染 色

部 トシテ現 出 シ菌 綜 又 ハ其 ノー 部 ガ却 テ所 謂 濃

染 頼 粒 ノ如 ク現 出 ス ル ニ至 ル コ トア ラ ン。 從 テ

所 謂 濃 染穎 粒 ノ如 ク見 ユ ル ハー 部 時 期 ニ ヨ リテ

2様 二現 ハ ルep1ハ 本 來 ノ所 謂 濃 染 頼粒 ト他 ハ

之 二封 ス ル意 味 二於 ケ ル本 來 ノ菌 綜 又 ハ其 ノー

部 是 ナ リ。 因 テ其 ノ生 物 學 的 意 義 テ検 索 スル ニ

當 リテハ吾 人 ノ前 二呈 出 セ ラル ・所 謂 濃 染穎 粒

ノ如 ク見 ユ ル モ ノニ就 テ其 ノ何 レニ属 ス ル モ ノ

ナ リヤ又 ハ何 レ ノ時 期 ナ リヤ テ考 慮 ス ル必要 ア

ラ ンカ。 然 レ ドモ所 謂 濃 染 頼 粒 ノ前 述 瑳 生學 的

意 義 ヨ リ論 ズ ル 時 ハ 其 ノ何 レニ於 テ モ唯pro-

t601ipoideノ 安 定 ノ程 度 ノ差 ノ ミナ ラン。

而 シ テ、 カ ノ陳 藷 培 養 二於 テ残 存 ス ル ト構 セ ラ

ル ・所 謂 濃 染 頼粒 ノー部 ノ前 記 ノ理 由即 余 ガ第

四 章 二於 テ既 二 記 述 シタル ガ 如 ク、 菌 ノFra-

gmentationノ 際 コ ノ所 謂 濃染 頼 粒 部 ノ憂 化 ニ

ヨ リテ分 離 スル テ見 タル ヲ考 へ 尚前 述 ノ諸 事 實

ラモ併 セ考 慮 セバ本 來 、 後 二濃 染 穎 粒 ノ如 ク現

出 スル菌 綜 叉 ハ其 ノー 部 ニ シテ前 ヨ リノ所 謂 濃

染 穎粒 ノ存 綾 セ ル モ ノニ ア ラザ ル ベ シ ト思考 ス

(故二 此 ノ モ ノガ曾 殖 、 成 長 シタ リ トス ル モ所

謂 濃 染 頼粒 ガ檜 殖 、 成長 セル モ ノ トモ云 ヒ難 ク

菌 綜 又 ハ菌 綜 ノー 部 二檜 殖 成 長 能 力 ナ シ トハ断

言 スル ラ得 ズ)(第 四章 第 節 参 照)。

故 二所 謂 濃 染 穎 粒 ノ生 物 學 的 意 義 ラ論 ズ ル際 所

謂 濃 染 頼 粒 ガ陳 菖 培 養 二最 後 迄 存 在 シ移 植 シ得

ル テ以 テ其 ノ耐 久 性 ノ生 物 ナ ル論 隊 トノ・ナ シ難

キ ガ如 シ。

所 謂 濃染 穎 粒 ハbiogen6seノ 鮎 ラ除 キ テ生菌 ノ

prot601ipoide/Colloideノ 李 均 ノ破 ラル ・

程 度 又 ・・菌 ノ 内 的攣 化 ノ如何 ニ ヨ リ即Milieu

ガ蕾 ノ歌 態 二復 蹄 シテ所 謂 濃 染 穎 粒 ガ可 逆 シ得

ル ヤ否 ヤ又 ハ菌 自身 ノ内的 攣 化 二依 リ與 ヘ ラ レ

タ ルCondition一 慮 ジテ 此 ノ所 謂 濃 染 穎 粒 テ

可 逆 シ得 ル ヤ等 ニ ヨ リ退 行 憂 性 ノー 種 トモ考 ヘ

ラ レ、 又 一 ノ保 留 物 質 ノ如 ク ナ リ得 ル モ ノナ ラ

ン。 而 シテbiogen6seノ 鮎 二於 テ 此 ノ濃 染 頼

粒 ・・結 核 菌 再 生能 力 テ有 ス ル616mentテ 件 フ

時 二於 テ ノ ミ結 核 菌 再 生 二意 義 ア リ ト云 フベ キ

カ。

以 上所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 二現 ハ ル ・所 謂

濃 染 穎粒 ノ検 索 テ綜 合結 論 ス ル ニ・一部 菌 原 形 質

ノprot601ipoideノ 不 安 定 ナ ルColloide状 態

ノZF均 ノ破 ラル ・二依 リテ 隔 離 サ ル ・1ipoide

様 物 質 更 二forme6volutive二 於 テ所 謂gra。

nuleslipides(Guilliermond)様 物 質 テ主膿 トス

ル モ ノ ・如 ク培 養 基 ノ性 質 拉 二菌 ノ登 育 期 ニ ヨ

リ梢 丸差 異 アル ガ如 クー 部 抗 酸 性 拉 二沃 度 嗜 好

性 ト關 係 アル モ ノ ・如 シ。 而 シテ其 ノ生 物 學 的

意i義ハ菌 拉 二milieu/Condition如 何 ニ ヨ リ

退 行 攣 性 トモ考 ヘ ラ レ又 保 留物 質 トナ リ得 ル モ

ノ ナ ラ ンカ。 而 シテ尚 此 ノ所 謂 濃 染穎 粒 ハ結 核

菌 再 生616mentラ 件 フ時 二結 核 菌reprodu・

ction二 意 義 アル モ ノ ト云 フベ キ カ。

(特 二注 意 スベ キ ハ 所 謂 濃 染 穎 粒 ノ 登 生 経 過 中

二於 テ菌 再 生616mentラ 件 ・・ズ ト・・断 言 スル

ヲ得 礼 術前 述 ノ如 ク菌 綜 又 ハ其 ノー 部 ガ所 謂

濃 染頼 粒 ノ如 ク見 ユル コ トアル テ考 慮 セ グル ベ

カ ラザ ル コ トナ リ。 故 二所 謂濃 染 頼 粒 ガ檜 殖
、

成 長 スル ガ如 ク見 ヘ タ リ トスル モ必 ズ シモ眞 二

所 謂 濃 染 穎 粒 ガ成 長 、 檜 殖 スル ト・・云 ヒ難 カル

ベ 久 多 ク ノ文 献 ノ不 一 致 パー 部 力 ・ル鮎 ノ錯

i雑iニヨル モ ノナ ラ ンカ)。
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第八 章 所謂Sclerothrix型 結 核菌1生 物學 的意 義 二就 テ

本 章 二於 テ余 ハ前 記 實 験 拉 二文 献 テ考 慮 シテ所

謂Sclerothrix型 結 核 菌 ノ生 物 學 的 意 義 テ検 討

セ ン トス
o

抑 支所 謂 分裂 菌 ニ シテ長綜 分 枝 テ形 成 ス ル モ ノ

結 核 菌以 外 二撒 多 シ。 彼 ノHankin蚊 二Leu-

mann(1897)ニ ヨ リテ観 察 セ ラ レタルpasteulla

pestis二 就 テKolle及 ビWassermann(1903)

ノ著 書 中 二Gotschlich・ ・分裂 菌 ノ分裂 能 力 減

退 シ成 長 能 力 ノ ミ保 存 スル ・・Degenerationノ

徴 ナ リ ト云 ヘ リ。

而 シテKoch菌 ノニ 等 分横 裂 檜 殖 スル ハHugo

Miehe〈1909)之 テ詮 明 セル ガ如 シ而 モ其 ノ分 裂

後Koeh菌 ト同経 過 テ トル トナ セ ル 抗 酸 性菌

且arnbacillusノ 研 究 二於 テ 分 裂 シ タ ル新 雨 端

部 ガ成 長 シテLedoux-Lebardガ(1898)假1生 分

枝 ト構 シタ ル像 ラ呈 スル テ見 尚其 ノ分 裂 経 過 中

創 付 銃 型 テ呈 ス トセ リ。

今 余 ノ所 見 ラ再 検 スル ニ所 謂Sclerothrix型 結

核 菌 ノー 部 ノ菌 形 ハ分 裂 一異 常 テ呈 シ タル ガ如

キ像 ヲ見 ル モ辛 ジテ分 離 シタル ガ如 キ新 雨 端 部

ノ褒 育 テ見 ズ却 テ分 離 端 ト反 封 ノ方 向 二成 長 ス

ル傾 向 ア リ、 爾 同 様 ナ ル同 長 菌 二分 離 セ ズ シテ

母 菌 ハ ル カ ニ娘菌 ヨ リ小 ナ ル モ ノテ懸 滴培 養 二

於 テ追 究 セ リ。

爾又pasteullapestisト 結 核 菌 テ同 一 二取 扱 フ

ベ キ ヤ否 ヤ ハ疑 問 ナル モ余 ガ 第 四 章 二於 テ菌 ノ

膨 大 部 ハ登 生 上 必 ズ シモ菌 ノ分 裂 拉 二分 枝 ト同

意 義 テ有 セ ズ爾 生物 學 的 意 義 テ同 ジク スル モ ノ

ニ ア ラ ザル ベ キ テ述 べ 分裂 菌 ノ定義 ラ簡 軍 二癒

用 シ得 ベ カ ラ ズ トセ リ。 然 レ ドモ結 核 菌檜 殖 ガ

Vegetatifノ ミ トセバ 所 謂Sclerothrix型 結

核 菌 ・・抵 抗 弱 ク而 モKoch菌 ノ登 育 二不 適 當 ナ

ル 時 二 登 生 スル コ ト多 キ 事 實 ヨ リ或 ヒバDe-

generationノ 徴 トスル テ 至 當 トセ ンモ余 ノ實

験 所 見 テ検 シ彼 ノL6hnis(1922)ノGonidiange

叉 ハBeauverie(1925)ノCorpsr6novateur

ノ如 キ再 生 機能 テ有 ス ル抵 抗 弱 キ モ ノ等 ヲ考 慮

シ、 所 謂Sclerothrix又 、型 結 核 菌 ニ カ ・ル

616mentナ シ ト・・断 言 スル デ 得 ズ。 倫 、 既 二

Gotschlichノ 定 義 テ承 認 シ、而 モ結 核 菌 ノ檜 殖

ガvegetatifノ ミ トシテ モ果 シテ分 裂 ノ ミー・・t一ヨ

ル モ ノナ リヤ、 所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ノ分

枝 ・・少 ク トモDegenerationノ 徴 ト・・断 言 スル

テ得 ザ ルベ ク更 二formesymplasmeノ 存 在 モ

否 定 シ得 ザ ル ベ ク、 加 フ ル ニ爾最 近 濾 過 性 結 核

virus問 題 等 ア リテ甚 ダ 複 雑 二1テ 容 易 二断 定

ス ル テ得 ザ ル モ要 スル ニ前 記 實 験 二示 シタ ル ガ

如 ク所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ・・普 通 寒 天 等 二

菌 株 ノ如 何 二關 ハ ラズ移 植 シ得 而 モ嚢 育 早 ク、

盛 ニ シテCoccobacilles乃 至 短 小 ナ ルKoch菌

形 テ初 期 二呈 ス ル ガ如 キ且 又 前 記 榮 養 良好 ナ ラ

ザ ル培 養 基 二代 々纏i植 シ得 ル ガ如 キ ハ 軍 ナル退

行 攣 化 トノ・云 ヒ難 ク加 フル ニKoch菌 形 移行 ノ

毎 日 ノ検 査 二於 テ菌 ノ膨 大 部 ノ或 ル モ ノ又 ハ長

菌 綜 ノ或 ル部 ヨ リ短 小 ナルKoch菌 形 ヲ新 生 ス

ル ガ如 キ所 見 術 其 ノ他 前 記Koch菌1・ ノ關 係 二

關 ス ル實 験 ラ併 セ考 察 シ所 謂Sclerothrix型 結

核 菌 ノー 部 ・・少 ク トモKoch菌 形reproduction

二關 係 ア ル モ ノナ ラ ン。 而 シテ 更 二所 謂Scle-

rothrix型 結 核 菌 ヨ リKoch菌 形 テ生 ズ ルニ様

ノ所 見 即 菌 ノ所 謂 濃染 膨 大 部 又 ハ所 謂 濃 染頼 粒

部 ヨ リ分 離 ス ル所 見 ト却 テ該 膨 大 部 又 ハ菌 綜 ノ

或 ル部 ヨ リKoch菌 形 ノ新 生 スル ガ如 キ所 見 ト

Giemsa染 色 二於 テ,染色 ラ 異 ニ ス ルニ 様 ノ菌 膿

ノ存 在拉 二或 ル穎 粒 間部 ニ ヨ リテ ノ染 色 ノ相 違

等 ハ 菌 ガhyphe!如 ク.又ハ 分 節 ヨ リ成 レル ガ

如 キモ ノ ト思 考 セ ラ レザ ル ニ ア ラズ爾 所 謂 濃染

頼 粒 ノ登 生拉 二其 ノ経 過 等 ラ併 セ考 慮 シテ既 二

化 學 作 用 テ異 ニ セル或 ルー 部 ノ分 節 ガ分 離 セ ン

トシテ能 ハ ザ リ シ際 、一 ノConjugaisonノ 状 態

ヲ却 テ惹 起ス ル ニ至 ル ガ如 キ コ トア ラザ ル カ、

斯 シテ分 枝 菌 ニ テハ 同様 ニ シテ、 カ ノVierhy-

phensporenノ 如 キ像 ラ 呈 ス ル ニ ア ラザ ル カ即

或 ヒ・・結 核 菌 二dichogamiebiochimique(W.
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H・Sopfer,19281ノ 存 在 ナ キ ヤ テ 疑 ハ ル ・モ

尚研 究 ノ飴 地 ア ラ ン。

更 二矢部(辰)ノT.Y.菌 、Karwacki/stre-

ptothrixノ 如 キ攣 性 高 度 二進 メ ル モ ノ術 又 培養

基 二化學 藥 品 添 加 ニ ヨ リテ モ 所 謂Sclerothrix

型 結 核 菌 テ見 ル テ考 慮 シ加 フル=Koch菌 二適

當 ナ ル養 基 拉 二生膿 内 一於 テー般 二所 謂Scle-

rothrix型 結 核 菌 少 クinvitro主 トシテ 陳 薔

培 養 拉 二榮 養良 好 ナ ラザ ル養 基 二之 テ見 、而 モ

代 々綴 植 シテ同 様 ナ ル型 テ得 爾 力 ・ル型 ハ普 通

寒 天 等 二著 シク移 植 シ易 キ性 テ有 スル ・・Koch

菌 ノ遠 キ將來 ノ蓮 命 テ暗 示 スル モ ノナ リヤ又 ハ

遠 キ禮 先 ノ 牛 活 テ 暗 示 スル モ ノナ リャ 果又 、

第九章 結

余 ・・以)一 ラ総括 シ余 ノ實験 ノcondition二 於 テ

次 ノ如 ク結 論 スル モ ノナ リ。

])Koch菌 二封 シテ不 良 ナ ル培 養 基 各 種 テ用

ヒテ程度 ノ差 ハ アル モ菌 株 ノ如 何 二係 ハ ラズ殆

ン ドスベ テ ノ培 養 基 二於 テ所 謂Sclerothrix型

結 核 菌 ノ出 現 スル ヲ見 タ リ。

2)養 素不 充分 ナル培 養 基 二於 ケル菌 ノ獲育 ハ

移 植 當 時 何等 ノ登 育 ラ見 ズ シテ数 ケ月 後 急 二相

當 ノ登 育 スル モ ノアル'テ以 テ カ ノ榮 養 良 好 ナ ル

培 養 基 二於 ケル陳 蕗 培 養 ト不 良 ナ ル モ ノニ於 ケ

ル陳 μ{培養 トハ唯 移 橋 後 ノ時 日 テ以 テハ論 ズ ル

ムヒ の
目ヒ ハ ス 。

3)故 二結 核 菌培 養 ノ生 存 期 間 ハ使 用 培 養 基 ト

密 接 ノ關 係 ア リ。

4)養 素 不 充 分 ナ ル培 養,基 二畿 育 シタ ル結 核 菌

バー 般 二生 命 ノ持 績 長 ク敷 ケ年 二亙 リテ尚 獲育

能 力 テ失 ハ ザ ル傾 向 ア リ。

5)二 三 ノ 化 學 藥 品添 加 ノ 培 養 基 二 於 テ 所 謂

Sclerothrix型 祐核 菌 ノ出 現 ラ 見 タ リ.而 シテ

4%沃 度 加 里 、5%牛 膿 汁 加2%「 グ リセ リン1

卵 黄 寒 天 二於 ケル所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ノ

検 索 ニ ヨ リVaudremerガ 濾過 性 結 核virus

培 養 二於 テ見 タル ガ如 キ菌 型 ニ シテ、 一 部 ヨ リ

人 工 的 産 物 ナ ラザ ルヤ テ疑 ハ レ居 ル球 形 様 物 質

Maaszen(1901)ノ 所 謂teratologiscbeFormナ

リヤ 又 バ ー 般 二所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 テ榮

養 ノ良 不 良 二 係 ・・ラ ズ 新 培 養 基 二 移 植 ス ル ニ初

期 ハ 多 クCoccobacillesノ 如 ク、 又 ・・短 小 ナ ル

Koch菌 形 テ呈 ス ル 等 ラ考慮 セ バ 或 ヒ・・所 謂 通

常 護 育 圏 二 屡 ス ル モ ノ ナ ラ ザ ル ヤ ラ疑 ハ シ メ其

ノ何 レナ リ ヤ ハ 今 、 ニ ワ カ ニ断 定 ス ル 能 ハ ザ ル

モ 少 ク1・ モ 以 ヒ テ 綜 合 ス ・レー 所 謂Sclerothrix

型 拮 核 菌 ノー 部 ハ 適 磨 現 象 ノ 表 現 ニ シ テ 尚 結 核

菌ontog6nさse/amplitude内 二 於 ケ ル ー ノ

6volutionナ ラ ン ヵ、 而 シ テ 吾 人 二 未 ダ明 確 ナ

ラザ ル結 核 菌Reproduction二 關 係 ヲ有 ス ル ニ

ハ ア ラ ザ ル カ。

論

ラ連 ヌル繊 維檬 膿 ハ、 其 ノ染 色 上 ノ小 差異 ラ除

キ、 所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ノ三 形 ナ ル ラ確

メ得 タ リ ト信 ズ。

6)菌 形 バー 般 二Colonieノ 形 態 拉 二性状 テ以

テ判定 シ得 ザ ル ガ如 シ。

7)所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ノ分 枝 ・・眞 正 分

枝(註 、Sclerothrix型 結 核 菌 ヨ リKoch菌 形

復 蹄 ノ際 ニハ ー部 保 留 ス)ニ シテY字 形 分枝 ハ

Monopodeナ リ。 而 シテ分 枝 ノ分 岐 鮎 二所 謂 濃

染 頼粒 ガ必 然 的 二存 在 ス ル ト・・限 ラ ズ。

8)所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ヨ リKoch菌 形

復 聾 ハ培 養基 ノKoch菌 二適 不 適 二關 セ ズ。

9)所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ヨ リKoch菌 形

復 蹄 ノ状 態 ハ菌 ノ所 謂 濃 染 嚇1大部 又 ハ所 謂 濃染

穎 粒 ノ不 染 浦 失 一 ヨルfragmentationト 却 テ

菌 ノ所 謂 濃 染膨 大 部 又 ハ菌 綜 ノ或 ル部 ヨ リ新 生
ロド の

困 ラ生 ズ ル ガ如 キ2様 ノ形 式 テ 見
、 而 シ テ其 ノ

Koch菌 形 新 生 二 際 シテformesymplasmeノ

存 在 テ否 定 シ得 ザ ル ガ 如 シ。 而 シ テ カ ノ濃 染 膨

大 部 ノ攣 化 バ ー一部L6hnisノ 構 ス ルGonidiange

又 ・・Beauverie/C・rpsren・vateurノ 如 キ

モ ノ ト見 ル テ得 ン カ
。

10)所 謂Sclerothrix型 結 核 菌
ハKoch菌 ヨ

リ抵 抗 弱 シ。
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11)Koch菌 ハ生 骨豊内 二於 テ 丘一部 所 謂Scle-

rothrix型 結 核 菌 トナ リ逆 二所 謂Sclerothrix

型 結 核 菌 テ生膿 内 二 接 種 シテ 同 ジ ク所 謂Scle-

rothrix型 結 核菌 トKoch菌 テ見 タ リ。 術 何 レ

ニ於 テ モ定型 的 放 線 状 菌 塊 くDrUsen)ノ 形 成 テ

見 ズ。 而 シ テDrUsen・ ・結 核 菌 二必 然 的 ノモ ノ

ニ ア ラザ ル ガ如 ク大部 分 生罷 ノ反 慮 現 象 二露 ス

ベ キ モ ノナ ラ ン。

12)所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 二現 ハ ル ・所

謂 濃染 頼 粒 バー部 菌 原形 質 ノProt601ipoideノ

不 安 定 ナ ルColloide状 態 ノ李 均 ノ破 ラ ル ・_

依 リテ隔 雛 サ ル ・Colloide様 物 質 更 一forme

6volutive二 方全テ所 謂granuleslipides(Gui-

lliermond)様 物 質 テ恐 ラ ク主農1・ ス ル モ ノ ・如

ク培 養 基 ノ性 質 拉 二菌 ノ褒 育期 ニ ヨ リ租 支差 異

ア ル ガ如 ク抗 酸 性 拉 二沃 度嗜 好性 トー一部 關 係 ア

ル モ ノ ・如 シ而 シテ其 ノ生物 學 的 意 義 ハ菌 拉 二

milieu/Condition如 何 ニ ヨ リ保 留物 質 トナ

リ得 ル モ ノナ ラ ンカ。 故 二此 ノ所 謂 濃 染穎 粒 ハ

結 核 菌 再 生616mentテ 件 フ時 一 ノ ミ、 結核 菌

reproduction二 意 義 アル モ ノ ト云 フベ キ カ。

而 シテ余 ノ意 見 テ以 テ ス レバ恐 ラ クハ結 核 菌 再

生 ノー616mentナ ル濾過 性 結 核Virus・ ・此 ノ

濃 染 頼 粒 テ件 フ時 ニ ノ ミ登 育 容 易 ニ シテ 日.ツ培

養 確 實 トナ ル モ ノナ ラザ ル ヤ。

13)所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 二 現 ハ ル ・不

染 、又 ハ難 染 色部 即 結 核 菌 二於 テ室胞(Coppen

Jones)或 ヒ・・芽 胞(Koch拉 二Flbgge)叉 ハ

granulationindiff6rente(Roman)ト 構 セ ラ レ

シ部 ハ恐 ラ クー部 所 謂 濃 染 頼 粒 ノ経 過 ノ進 ミタ

ル モ ノ ナ ラ ン カ。

]4)所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ノ生 物 學 的 意

義 テ断 定 ス ルハ 頗 ル困 難 ナ ル モ少 ク トモー 部 ハ

結 核 菌 ノ適 慮 現 象 ノ表 現 一 シテ尚結 核 菌onto-

96n6se/Amplitude内 二於 ケルー ノ6volu-

tionナ ラ ンカ 而 シテ 吾 人 二未 ダ 明確 ナ ラザ ル

結 核 菌 ノreproduction二 關 係 ラ有 ス ル ー ハ ア

ラザ ル ヵ。(19341月 記)

本論 文 ラー 先 ヅ終 ル ニ當 リ技 手 串 間 善 四郎 氏 一
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242)村 田常一,結 核薗ノ 多形 性.京 都讐學雑誌

27巻.2號 及 ビ28巻.1號.243)志 賀潔,結

核菌 ノ色 素及 ビ化學 創 二封 スル耐性試験 細菌學

雑謹250・244)還 藤驚 青,石 川友示,種 々ノ

油 鋼 ノ結核菌 二及 ボス影響 第3同 結核病學會演
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就 テ.結 核.11巻.2號.247)木 村圭 一,喀 疾

中 ノ結核菌 駿育環蛇 二其 ノ臨肱的意義 二就 テ・結

核.11巻.9號.別8)竹 内松次郡,近 世細菌學
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附圖説明

(1)所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ヨ リKoch菌 形 ヲ生

ズ ルレー 部 ノ状 態 ヲ 示 ヌ{/1500倍)、Benoit液 固 定

Ziehl・Neelsen染 色 。

(2)0.85%食 鞭 水 加 山 芋 切 片7ケ 月菌 ノ 分 枝 ノ分 岐

lli二却 テ濃 染 部 ナ キ ヲ示 ス(1200倍)、Gram染 色 。

(3)所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ノ 膨大 部 蚊 二分枝 ノ

状 況 ヲ示 ス(1200倍)、Benoit液 固 定 、Altmann-

fuchsin・Metbylenblau染 色 。

(4)4%沃 度 加 里、5%牛 脆 汁 、2%「 グ リセ リ ン」加

卵 黄寒 天2ケ 月培 養 菌(岡 野 株)、(1200倍)、Ziehl

Neelsen染 色。

(5)菌 系 ヨ リ分 枝 ノ出 ヅ,レ ヲ示 ス(1200倍)、 「メ チー

Jレ・ア,レコー一}v」固 定Giemsa(1書 夜)染 色 。

(6)経 過 稽 く進 ミタ ル 山 芋 切 片 培 養 ノ 濃 染 部 ノ遊 離

ス ルレヲ示 ス(7bO倍)、 染 色(5)ト 同 ジー

(7)所 謂Sclerothrix型 結 核 菌 ノ 分 枝 ヲ 示 ス(1000

倍)、Benoit液 固定 、 染 色(3)1・ 同 ジ。
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